
[image: ]


[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




ＳＨ＠ＰＰＬＥ


─しゃっぷる─[image: ]





竹岡葉月















[image: ]





富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　よう太





ＣＯＮＴＥＮＴＳ









第１章　魔法が解けるとき


第２章　裸で向き合う


第３章　週末の天気は


第４章　雨降って


第５章　ルパンで向日葵


第６章　夜／星／花／謎







　Ｅｘｔｒａ


　あとがき






[image: ]




[image: ]













　　第１章　魔法が解けるとき







　ねえ、まだまにあうよ。


　降おりたことのないバス停に降り立った瞬しゆん間かんから、彼女はずっと自分にそう言い聞かせてきた。ねえほら、いいの？　まだまにあうよ。今ならまだ帰れるよ。


（相手はおとななんだよ）


（わたし小学生だよ）


　心しん臓ぞうは、絶たえずどきどきと鳴り続けた。そもそも彼女は、あまり積極的な性た質ちではない。ブリッジで矯きよう正せい中の歯を見せるのが嫌いやだからという理由で、教室でもおとなしく笑わないようにしているが、本当にブリッジがなければクラスの陽気なアイコちゃんと同じになれるのかと言われれば答えは否いなだった。


　たぶんアイコちゃんは、こんな風にバスに乗って大人の家に押おしかけたりしない。


　そもそも原げん因いんとなる本なんて読まないだろうし、ましてや中身が大人向けのホラーミステリなどと言えば、『わー、すごいねアタマいいね。でも怖こわそうだね！』と明るく言って変わり者の烙らく印いんを押してしまうに違ちがいないのだ。


　これはおとなしい彼女にとって死し刑けいより恐おそろしいことである。


　ただ彼女は、本を読むのが人より好きで、たぶんかなりとても好きで、中でも一人の作家が書く物語が特別に好きでたまらなかったのだ。


　同じ市内に住んでいるという話を、偶ぐう然ぜん近所のおばさんから聞いてしまってからは、いてもたってもいられなかった。とうとうこうしてバスに乗ってやってきてしまったぐらいだ。


　坂の上の町。知らないニュータウン。地図でしか見たことのなかった番地。


（だいじょうぶ。ひとことだけ。ひとことだけ。ちょっとだけだから）


　免めん罪ざい符ふのように心の中で繰くり返す。


　まずは鞄かばんに入れてあるハードカバーの本にサインをしてもらって、いつも読んでますとお礼を言って、もし万が一お家うちの中へ入れてもらえるとしたら、その時はもっとちゃんとお話の感想も言って、先生に喜んでもらえるようにしておかないと──。


　──ありがとう○○くん。


　──今日からきみは私の弟で子しだよ。


　考えると胸むねがいっぱいになった。


　彼女は震ふるえる指でインターホンを押した。


　どきどきして、口の中がからからいって、期待に胸も膨ふくらませて、でもドアを開けて出てきたのは、著ちよ者しや近きん影えいにあった写真とはまるで違う男の子。


　きゅっと喉のどの奥おくが絞しめ付けられるような気分になった。


「……きみ、だれ……？」


　必死。だめ。早口。変な声になる。


「あ、あの、せ、せんせ。あわ、せんせい、は」


　ほら。へん。男の子の目が丸くなる。


「せんせい……あれ、ひょっとしておばあちゃんのファン？」


　おばあちゃん？　孫？　家族がいるの？


「ほーらユキグニー！　はやくー、おやつ食べちゃうよー！」


　呆ぼう然ぜんとする中、家の奥から響ひびいた呼よび声に、男の子は振ふり返って生返事をかえした。そしてまたこちらを向くのだ。まっすぐ、どこか申し訳わけなさそうな目をしていた。


「あの、ごめんね。今おばあちゃんは、まだ仕事場から出てこれないんだ。伝言とかあるなら、聞いておくけど──あ」


　彼女は、たまらず逃にげだした。


　ユキグニ。ゆきぐに。雪ゆき国ぐに。


　出てきた男の子の朗ほがらかな声や困こまり切った表ひよう情じようが、胸の奥で重なっていく。


　彼女は眼め鏡がねの奥を強くこすった。頰ほおが熱いのは、恥はずかしいからだ。こどものくせに馬ば鹿かなことをした。先生以外が出るなんて考えもしなかった。喋しやべると矯正中のブリッジが覗のぞくこと。人より厚あつい眼鏡をかけていること。どれもみな恥ずかしくて恥ずかしくて。


（やだよ）


　それは長く長く、ぬぐい去れない『熱の記き憶おく』のようなものとして、彼女の中に残ることになる。


　長く残って、そして──。





　　　　　＊＊＊





「機き密みつが……漏もれてる？」


　淡あわ谷や雪国は学院内を走りながら、自分のつぶやきがひどく馬鹿げて聞こえてならなかった。


　ここはお嬢じよう様さまの殿でん堂どう、私立青せい美び女学院。


　みんみん頭上でセミが鳴いている。薔ば薇ら。姫ひめ百ゆ合り。ラベンダー。花も恥じらう良家の子女が集つどう女子校に、雪国はヅラとスカートを駆く使ししたニセ乙おと女めとして通っている。生徒会長『若わか光ひかるの君きみ』として。双ふた子ごの姉、舞まい姫ひめの身代わりとして。


　しかし本当ならあははうふふとたおやかに笑っていなければならないはずなのに、雪国のスカートの裾すそは、ありえない勢いきおいでばさばさと鳴りひるがえっていた。


「ええ。女じよ性せいでないことがばれております。雪国様」


　ああ、まったくもって容よう赦しやなし。


　併へい走そうする久く我が原はらさゆねは、いつも通りのすらりとした長身に安定したストライドで、男の雪国の全力疾しつ走そうに平然と追いついてきている。


　並なみ木きの角を曲がる。向こうも曲がる。雪国はそのまま、漏らされたばかりの爆ばく弾だん報ほう告こくまでなかったことにしたくなった。


「…………はっ。そ、そんな久我原さん」


「そんな？」


「いきなり脅おどかそうたって。ねえ」


　ダマされないよとばかりに首を振り、器用に外人ぽく肩かたをすくめてみせるが。


「雪国様？」


　だめだ。ノーリアクション。


　彼女はどこまでも真ま面じ目めすぎた。


　ここ中等科生徒会の会計のくせに。そのくせ淡谷舞姫のシノビだなんてトンチキなものを名乗っているくせに。校内で唯ゆい一いつ入れ替かわりを知っている協力者のくせに。


　嗚あ呼あくせにくせに。


「まずはご自分の目で確たしかめてみるのが一番でしょう。どうぞ生徒会室へ」


「うわああああん」


　ろくに頭が働かないまま、雪国は本館四階の生徒会室へ連れていかされたのだ。


　つきあたりの廊ろう下かには、なぜか生徒会執しつ行こう部の少女たちが大おお勢ぜいたむろしていた。


「あ、舞姫さまだわ！」「舞姫さまがお戻もどりに！」「どうぞこちらへ！」ざわめく執行部ガールズの中から、ひときわ元気な二年女子が飛び出してくる。執行部員の山やま吹ぶき都みやこさんだ。


「舞姫さまあ。もう見てくださいこの記事！」


「き、記事？」


「ひどいんですよ！」


　小さいながらも魅み惑わく的なボディをええいとばかりに体当たりさせ、そのまま腕うでをからめてくる。


（青美日につ報ぽう？）


　興こう奮ふんしきった面おも持もちの彼女がつきつけてきたのは、両面刷りのわら半紙だった。


　青美日報は、Ｂ４判の校内新聞だ。中等科の新聞部が定期的に発行しているもので、雪国も『若光の君』として何度か美談を取り上げてもらったことがある。


　しかしむにむにぷるんと当たるけしからんボディの感かん触しよくも、裏うらのひばり堂から全力疾走の疲ひ労ろう感も、見せられた記事の煽あおり文もん句くの前には吹ふき飛んだ。





『若光の君、男だん性せいだった!? 』





（は？）





『《九二一 》──諸しよ君くんはこの数字を覚えているだろうか。


　昨年秋の生徒会選挙で、淡谷舞姫が獲かく得とくした得票数である。


　これは複ふく数すうの立りつ候こう補ほ者があった生徒会選挙で、もっとも高い数すう値ちであると言っていい。 《円えん卓たくの戦いくさ乙おと女め 》をうたう先代生徒会が解かい散さんし、新たなトップを据すえることとなった今期の生徒会選挙。蓋ふたを開けてみれば、円卓会議の指名を受けた淡谷舞姫が、指名者以上の力をふるって玉ぎよく座ざを得た形になる。それからの活かつ躍やくは、諸君らも知ることだろう。


　強力なリーダーシップとカリスマ性で 《若光の君 》の名をほしいままにする姿すがたは、まさしく王者の風ふう格かく。ソロリティの筆トツ頭プ 《胡こ蝶ちようの宮みや 》と並んで、青美の人気を二分する存そん在ざいである。


　しかし我々はついに、淡谷舞姫会長の魅み力りよくの一いつ端たんをここにつかむことに成功した。


　なんと彼女は ──女性ではなかったのだ！ 』





　そうして記事と一いつ緒しよに掲けい載さいされた、粒りゆう子しの粗あらいモノクロ写真は──ロングのカツラを鞄かばんに引っかけ、ショートカットの地毛を無む造ぞう作さにさらし、真っ平らな上半身にシュミーズを着こむ途と中ちゆうの──。


（僕ぼくだ）


　雪国でしかない。
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「ひどいですよね。こんな噓うそっぱちの記事を載のせられたら、青美生徒会の品位に傷きずがつきます。舞姫さまのご名めい誉よも──」


　いやいや。そうではないのだ山吹さん。雪国はつま先から震ふるえそうになる。


「…………舞姫さま？」


「…………………………………………あ、あははは？」


　ああばれたのか。ここでばれるのか。火あぶりか。逆さかさはりつけか。あははだめだもう笑うしかない。


　たしかに自分は男だ。見た目は姉にそっくりだが、男以外のなにものでもないものだ。言いたいことを伝える前に学院全土へヘンタイご披ひ露ろう。ここで退たい学がくになってしまえば好きもつきあっても言えないだろう。


　頭の中の映えい像ぞうが、逆さはりつけから校内引き回しの刑けいに移うつったあたりで、山吹都に腕を引ひっ張ぱられた。しかし雪国はまだ戻ってこれなかった。公開処しよ刑けいショーの中では、なぜか蜜みつと蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こが先頭に立ってムチを振ふるっていた。ぱしんぱしんと蝶ちようのマスクの女王様ファッションで。


「いいですか。いま花はな江え副会長が、中で新聞部長とお話し中です。舞姫さまもバシッと言ってやってください。お願いしますよ」


「ええ？」


　バシッとなんのムチを打つって？


　一緒に連れ込こまれた生徒会室。そこでは生徒会副会長の花江みずきが、テーブルを挟はさんで少女と向き合っていた。日報片手に、こんこんと相手を説き伏ふせにかかっている。


「──それでは芦あし屋やさん、この記事を取り下げるつもりも訂てい正せいするつもりもないと？」


「ええ。生徒会の検けん閲えつを受けるいわれはありませんから」


「ですがこれはあまりに──」


　手前の少女が振り返った。そして花江みずきの優やさしげな細ほそ面おもても。


「これはこれは。ごきげんうるわしく会長閣かつ下か！」


　ひときわ大きな調子で頭をさげたのは、隣となりのクラスの芦屋桂かつらだった。


　学年が同じというより、問題の新聞部長として覚えているべきだろう。この場では。


　こざっぱりと切ったショートカットに、この学校では珍めずらしい赤いセルフレームの眼鏡をかけていた。いつも目新しいものを探さがして動く目つきも含ふくめ、あまり青美のお嬢じよう様さまという雰ふん囲い気きのしない少女だとも思っていた。


「いいからアナタ、こんな記事取り下げなさい！　舞姫さまがオトコなんてデタラメな記事を載せて、生徒会が許ゆるすと思ってるの？」


「へえ。天下の生徒会が言げん論ろん弾だん圧あつですかあ」


「う──」


　さらりと物ぶつ騒そうな言葉を返され、抗こう議ぎした山吹嬢はしゅんとする。


　芦屋桂は、なおも微わ笑らっていた。


「それはもう、我われ々われ新聞部は中部連の一員でありますから。学院ひいては生徒会の管かん轄かつ下にございますよ？　しかしこれでも美び術じゆつ部や演えん劇げき部と並ならびたち、青美始し祖そクラブの一つに数えられているのです。そんなわたくしどもが先せん輩ぱいＯＧから引き継つぐ志こころざしが一つだけあるとするなら、『青美日報はあらゆることに中立であれ』、ですよ。たとえネタの対象が会長閣下であろうとソロリティのトップであろうと、記事にするときは記事にいたしますし、大切なネタの提てい供きよう元もとを明かすこともございません。絶ぜつ対たいにです」


「で、でも──」


「それでも記事を取り下げたいと？　どうしても？」


　雪国は、とっさに拍はく手しゆをしていた。


「いや、ごめん芦屋さん。僕らが悪かったよ！」


「舞姫さま！」


「たしかに越えつ権けん行こう為いだったよ。生徒会だからなんて理り屈くつは使っちゃいけない」


　山吹都が、花江みずきが、そして他ほかの執しつ行こう部ガールズが、信じられないと言わんばかりに目を見開いた。


「で、でも舞姫さま。こんな記事が載ったら──」


「有ゆう名めい税ぜいとでも思っておくよ。けっこう面おも白しろい考えだと思うし。ね？　芦屋さん」


　話をふられ、芦屋桂は眼め鏡がねのサイドをおさえて顎あごを引く。イエスのつもりらしい。


　内心舌した打うちしているように見えるのは、こちらの気のせいか、はたまた逆ぎやくの──。


「これからもがんばって。余よ計けいな気をつかわせて悪かったね」


「……ありがとうございます。それでは会長閣下、日報は通つう常じよう通り発行させていただきますがよろしいですね？」


「楽しみにしてるよ」


　にこにこ笑って送り出す。


「ま、ま、ま、舞姫さまあああああ～」


「どうしてこんな横おう暴ぼうを許して！」


　もちろん、執行部ガールズには囲まれた。


「いいじゃないかべつに。新聞記事の一つや二つ」


「そんなのんきな！」


「さ、これから定例会議だろう？　みんな会議室の方に行ってて。僕も資し料りようそろえたら行くから」


　強ごう引いんに言い切って、話は終わったことにした。おかげでみな不ふ承しよう不ぶ承しようながらも、こちらの言うことに従したがい、生徒会室を出ていってくれる。


「舞姫さまは大人すぎますわ」「あたくしまだ腹はらが立ってるのに」──そう口々に囁ささやいているのも、なんとなくわかる。


　最後の一人が、一礼とともにドアを閉しめた。


　後に残ったのは、扉とびらに向かって笑え顔がおの雪国と、隣で無む表ひよう情じような久我原さゆね。


「ど、ど、ど、どどどど、どどどどどどどどどどうしよう久我原さん──────っ！」


「……とりあえず、皆の前で取り乱みださなかったのは褒ほめてさしあげます」


「だって。だって。だってだって」


　頰ほおだの頭だのを忙せわしなくはたきながら、いつもの社長椅い子すに腰こし掛かける。そのままテーブルに肘ひじをついて頭を抱かかえた。なにが有名税だよボケナス。現げん実じつはため息すら出てこない。


（だってそうだろ。どうやったらあそこで差し止めなんて言い出せるんだよ！）


　それはある種、雪国が土ど俵ひよう際ぎわいっぱいまで追い込まれた危き機き感で察したカンのようなものだった。もしあそこで記事の差し替かえを要求したり、執行部ガールズを止めるのが一秒でも遅おそかったら。きっと芦屋桂は速そつ攻こうで認にん定ていしていたに違ちがいない。淡谷舞姫、さらに探さぐりを入れるに値あたいするなりと。


　そちらの方が、よほど怖こわくて致ち命めい的てきに決まっているのだ。


「……やっぱばれた？　はは。どこから？　なんで？　というかアレが校内中にばらまかれるって何事。嫌いやだ。おしまいだよおおおおお！」


「落ち着いてください。対たい策さくを考えましょう」


　ぴしゃりと言われて、雪国は社長椅子の上でぐるぐる回転するのをやめた。


「まず、元の記事の方をご覧らんください。幸い──というべきでしょうか。この記事が載のっているのは日につ報ぽうの中でも裏うら面めんの芸げい能のう・社交欄らんです」


「そこに載ってると、なにか違うの？」


「先号の記事内ない容ようと見み比くらべてください」


　そう言って久我原さゆねは、どこからともなくバックナンバーを綴とじたファイルを取り出してきた。


　見れば今回の記事と同じ位置には、『大おお河こう内ち由ゆ梨り嬢じよう、激げき瘦やせ退たい院いんの陰かげに病室へ通いつめる恋こい人びとの影あり！』という女性週刊誌も真っ青な煽あおり文もん句くと、目元を黒マジックで修しゆう正せいした『大河内さんと親しい知人』の談話が掲けい載さいされていた。せめて『友人』と書くことはできなかったのか。ひとごとながら悲しくなってくる内容だ。


「……眉まゆつばのゴシップ欄ってことね……」


「騒さわがない方が賢けん明めいというのはこういうことです」


「なるほど、ね……」


　意外に俗ぞくっぽいとこもあるじゃないか青美日報。


　久我原さゆねの見立てとしては、ここに載る記事の信しん憑ぴよう性せいはせいぜい三さん割わりということだった。


「写真の方も、合成や別人と言い張はれば押おし通せぬこともないレベルだと思えます」


「い、いけるかな……」


　けっこうばっちり、顔とか写うつっているような気もするが。


「もちろん、騒いで気にする生徒も多少は出るとは思いますよ。下級生や一部の噂うわさ好きなメンツには」


「あ、やっぱり」


「出で会あい頭がしらに体を触さわられるぐらいのリスクは覚かく悟ごする必要が」


「うわああああ」


　痴チ漢カン。いや痴チ女ジヨですか。


「まずはこの写真の出所を探るとして──しばらくは、身辺に気をつけた方がいいかもしれませんね。もちろん他生徒との接せつ触しよくは極力避さけ、校内で着き替がえるのはどこでもおやめになった方が安全かもしれません」


「……そう言われてもね……」


　涙なみだ目めだ。まともに学校生活を送ろうと思えば、それは土台無理な話である。三年あさぎ組のクラスで授じゆ業ぎようは受けなければならないし、体育があれば着替えもする。ましてやこちらは、ただでさえ生徒会の会長なんて人に会いやすい職しよくについてしまっているのである。


「雪国様──」


　行き詰づまる雪国に、久我原さゆねは言った。


「しばらく入れ替わりを中止されたらいかがです？」


「ええ？」


「テストが終われば、すぐに夏休みです。そして夏休みが終わって九月になってしまえば、こんな記事の噂は風化していると思うのです」


　人の噂も七十五日。そういうことだろうか。


　雪国はうなずくことも反論することもできなくて、顔を伏せた。机の上には、問題の新聞記事。はりつけ。痴女。蝶ちようマスク。


「…………考えさせて」


　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。





　入れ替わりの中止──。


　ともあれ自分一人の問題ではないわけで。雪国はまず舞姫の方の意見も聞かなければならないと、急いで家へ帰った。


　肝かん心じんの舞姫は、ニセ雪国の恰かつ好こうのまま、リビングのカーペットにべろりと寝ねそべっていた。テレビでは夕方の時代劇げきが絶ぜつ賛さん再さい放送中で、手元には食べかけのモンブラン。シャツから腹はら見えてますよお嬢じようさんとつっこんではいけないだろうか。


「くつろいでるね、舞ちゃん……」


「あ、ユキグニ。おかえり」


「……そろそろおばあちゃん帰ってくるんじゃないの？」


「もう帰ってきてるよ。で、ケーキ買ってきたって」


　なるほど。そのケーキはお土みや産げですか。


　血ち煙けむりミステリ作家の祖そ母ぼは、ときどき市や大学のミス研だのなんだのに招まねかれて、講こう演えんめいたことをさせられるのだそうだ。世の中変なところで需じゆ要ようがあるものである。


　まれに年に一度ぐらいの割合で、ファンが押しかけてきたり弟で子しにしてくれと電話をかけてきたりもすることもあるのだから、まったくわからない話だった。


「冷れい蔵ぞう庫の中、ユキグニのあるよ」


「いいから。ちょっと上あがって話そう」


「待ってよ。これ見てから」


「あとあと！」


「なんで──」


　文もん句くをたれられても知ったことか。雪国は牛を追い立てるように舞姫を立たせ、そのまま二階の子こ供ども部屋へと追い込こんだ。


「ひどいってユキグニ。あれね、めったに放送してくれないし、ＤＶＤシリーズの予定もないんだよ。青空ザムライ子育て無ぶ頼らい編へん」


「そんなの僕ぼくの恰好で見ないでよ」


「違い和わ感かんないと思うけど」


「なにそれ」


　祖母に園芸バカどころかチャンバラマニアとまで思われてしまっては、本格的に老人認にん定ていされてしまうではないか。


「庭の白しろ薔ば薇ら、お子様にボール投げ込まれて折れてたけど」


「う、うそおおおおおおお！」


「噓うそだけど」


　おのれ。


　まだ不満げな舞姫に、雪国は鞄かばんをあさった。


「これ！」


　問答無用で青美日につ報ぽうを見せてやる。


「…………………………うわっちゃあ……」


「のんきにリビングでお腹なか出してる場合じゃないって」


　本来青美に通っているはずの舞姫は、すぐに記事の内ない容ようと事じ態たいの重さを理り解かいしたようだった。真しん剣けんに記事の中身を読みはじめている。


「ねえ、どうする？　久我原さんは、しばらく入れ替かわりをやめた方がいいんじゃないかって言ってるんだ」


「……たしかに、それしかないかも……むむ……」


　眉み間けんを爪つめの先でいじりながら、床ゆかに座すわり込む。舞姫も同意見ということらしい。


　壁かべのカレンダーを見上げると、夏休みまであと二週間といった頃ころ合あいだった。


　こんなところで立場を怪あやしくして、お互たがいの目的を頓とん挫ざさせるわけにはいかないのだ。


　どうやらこれから徹てつ夜やでしなければならないことは、テスト勉強でも時代劇鑑かん賞しようでもなく、再入れ替えのための情じよう報ほう交こう換かんのようだ──。
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　しっとりときめの細やかなババロアの頂いただきに、同じく純じゆん白ぱくの生クリームが絞しぼり出され、カリカリの飴あめ細工が夏帽ぼう子しのようにかぶせられたそのスイーツ。ただ一いち枚まいだけ添そえられたアップルミントの葉が、なんとも言えず涼すずしげで、その名もずばり『乙おと女めのサマーバケーション』と言った。


「ねえ、素す晴ばらしいでしょう蜜みつさん。きっとあなたでも気に入ると思いますの」


　青美女学院の名門ソロリティ、ローズロワイヤルは限かぎられたセレブしか入会を許ゆるされない特別なソロリティだ。


　先せん輩ぱい方のご好意に囲まれ、蜜姫ひめこと一い駿する河が蜜は、途と方ほうにくれつつケーキ皿を見つめた。


「…………あは……とても……お上品な、ケーキ……ですね……」


「そうなの。あっさりしていて召めし上がりやすいのよ」


「良かったらあたくしたちのぶんも差し上げますわよ」


　他ほかのお姉様方まで勧すすめてくる。


　そこは、青美女学院内のカフェテリアだった。一いつ般ぱん生徒だけでなく、教きよう職しよく員いんが来客をもてなすためにも使用されることもあるぐらいだ。歴史を重ねた煉れん瓦がと木目を活いかした上品な内ない装そうは、一流ホテルのラウンジと言い張はっても遜そん色しよくはなく、半円形に迫せり出した窓まど際ぎわのテラス席からは、表の緑やその下を歩く制せい服ふくの群むれを眺ながめることができる。


　ここに新作のデザートが出るたび、ローズロワイヤルはメンバーをあげて味見をしにやって来るのだ。なんでも全体的にビターで甘あまさ控ひかえめなレシピが、彼女たちとしてはお気に入りらしい。


　しかし──お嬢じよう様さまにして筋すじ金がね入りの貧びん乏ぼう舌じたである蜜としては、できることならテーブルの上にある砂さ糖とう壺つぼをむんずとつかんで、上から振ふりかけてみたい衝しよう動どうにかられてしょうがない。無理とはわかっていても。それでもせめて。想そう像ぞうの中だけでもぐわっと。


「そう言えばみなさん。これお読みになりました？　『若光の君、男性説』って──」


　蜜は、カモフラージュ用に飲んでいた紅こう茶ちやを吹ふきそうになった。


「いやだ縁ゆかり子こさんたら。それ、この間の青美日報ですわよね」


「ええもう。あたくし、おかしくっておかしくって。切りとってしまいましたの。たしかにあの方、淑しゆく女じよらしくない雰ふん囲い気きはありますけど」


「新聞部なりのジョークということかしら」


「本当だったらどうします？」


「やだもう──」


「おやめなさいみなさん。気持ちはわかりますけど。そこまでにいたしましょう？」


　やんわりと口を挟はさんだのは、メンバートップの胡こ蝶ちようの宮みやだった。


　その名を蝶間林典子という。


　ボリュームのある巻まき毛と口くち許もとのほくろが印象的な、大人びた雰囲気の少女だ。


「生徒会が改かい善ぜんすべきところは、もっと他にございますでしょう。品位ある学院の運うん営えいに伝でん統とうの継けい承しよう──あたくし十は問題点を挙げられてよ」


「ああ、それはわかります胡蝶の宮──」


　記事を持ち出した少女を特に気まずくさせることなく、話題はするりと逸それていった。


　伝統と格かく式しきのソロリティと、実じつ務むと実じつ績せきの生徒会。


　この二大勢せい力りよくの影えい響きよう力りよくは大きく、時に敵てき対たいすることも多いが、さすがは蜜たちのお姉様。決して俗ぞくな方向へ流れない高こう潔けつな態たい度どに感服し、尊そん敬けいの思いで見つめるが、同時に不安にもなった。


「……ねえ、ところで、ひとつ訊きいてもいいかしら蜜」


「なんです、お姉様」


「禁きん断だんの愛、というものについてどう思います？」


　何度茶を吹き出せばいいのだろう。


　彼女は真しん剣けんな顔で、典てん雅がなビロードのカバーがかかった文庫本を取り出してきた。


「き、禁断ですか？」


「ええ。理り解かいを深めるためには、まず勉学からと思ったのだけど……なかなか複ふく雑ざつですのねえ……殿との方がたですと受けたり攻せめたり上だったり下だったり逆ぎやく転てんしたり……」


「そ、そそそ、そんなお姉様！」


「蜜？」


「いえいえなにも！」


　怖こわい。


　あの兎と羽ば山やま旅行からこちら、妙みように思い詰つめた顔で『勉学』にいそしんでいる蝶間林典子の真意を、蜜は知らない。


　しかしもしかして胡蝶の宮は、知っているのだろうか。見み透すかされてしまっているのだろうか。実は蜜の鞄かばんの中にも、『青美日につ報ぽう』が折りたたまれて入ったままなのを。


　いつもはあんな裏うら面めんのゴシップ欄らん、レディが見るものではないと思って気にもしないのに。それでもどうしても捨すてられなくて何度も読んでしまった心しん情じようを。


　自分が淡谷舞姫に恋こいをするなんて、そんなことありえるのだろうか。


　もし違ちがうというなら、誰だれかこの落ち着かない気持ちの名前と意味を教えてほしかった。切実に。


「──あら、噂うわさをすれば──」


「若光の君だわ」


「ひああ！」


　蜜はすっとんきょうな声をあげ、たまらず椅い子すから立ち上がりテーブルの下へ隠かくれた。


「蜜？」


「コ、コンタクトを落としました」


「あなた目なんて悪かったの？　手伝いましょうか？」


「いいえけっこうです！　お姉様の手をわずらわせるほどでは！」


　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。


　わざわざ避さけて通る若光の君にも、不ふ審しんな行動しかできない胡蝶の宮にも、蜜は謝あやまることしかできなかった。


　どうしても、まともに顔を見ることができなかった。『淡谷舞姫』の名前と存そん在ざいは、もはや禁きん句くで禁きん忌きだった。恥はずかしくてやましくて心しん臓ぞうに悪くて。


（これは、いけないわ）


　なんとかして対たい策さくを考えないと。このままでは自分は──。
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　──ピィッ！


　体育教きよう師しが吹ふく笛の音と一いつ緒しよに、飛び込み台からいっせいにスクール水着の生徒が飛び込んでいく。


　雪国が入れ違いに空そら舟ふね五中に戻もどってきて、はや数日が過すぎた。


　いわゆる四時間目の体育なんて、だるくて眠ねむくて退たい屈くつ以外のなにものでもないけれど、いつもと同じ準じゆん備び体たい操そうを水着を着たままプールサイドで行えば、少年少女の心はそれなりにスペシャルな感じになるのである。


　そろいの水泳キャップに縫ぬいつけられた線ラインの色数を増ふやすため、二クラス合同の男女は初級から並ならんで順番を待ち続けている。空舟五中三年Ｅ組、淡谷雪国の帽子の線は青線三本の中級で、同じラインの仲間となんとなく腰こしをおろして、けだるく女子の水着姿すがたなどをながめやっていたりした。


「…………なあ。淡谷」


「ん？」


　日差しの照りつける二十五メートルプールが、すだれのかかる古いフェンスが、上半身裸はだかの男子生徒の混まじり具合が、ひどく遠くて夢の中にいるような気分になる。


「淡谷弟は……ホモの存在についてどう思うか？」


「はあ!?」


　そこうるさい！　と教師に叱しかられようがどうしようもない。この状じよう況きようもどうしようもない。


「……兄あに貴きがいないんじゃ俺おれは……俺は……俺のやり場のない目線と煩ぼん悩のうはあああ……みんなお前に行ってうえぷぷ」


「持ってかなくてもいいよ！　しまってタンスに！　ガムテープで目め張ばりして！」


「俺とて好きでしているわけではないのだ。野や郎ろうの水着など追いたくないのに……う」


　嗚あ呼あカムバック兄貴。このままじゃ俺はヘンタイになる──うめいて顔をおさえるＳＥＣ会長の横で、雪国はげんなり空を仰あおぐしかなかった。


（なにがいいのか知らないけどさ）


　入れ替かわりを中ちゆう断だんして五中に戻ってきて、まず真っ先にこの芝しば目めたちには事じ情じようを説明してみたのだ。


　空舟エンジョイ委員会、略りやくしてＳＥＣ。彼らは空舟市内の美少女を、付かず離はなれず犯はん罪ざいにならない距きよ離り感で見守る非ひモテの会だが、姉の舞姫にとっては特別な気晴らしの場所でもあったようなのだ。


　女じよ装そうの秘ひ密みつがばれそうだという大たい儀ぎの前には、ＳＥＣの面々も仕方がないなと納なつ得とくして、フォローはするぞと協力的だった。しかし会長の芝目はどうやら、舞姫に行ってほしくはなかったらしい。入れ替わりに戻ってからこちら、日に日に彼のテンションは落ちていき、壁かべに向かって遠い目をすることが多くなり、とうとうプールの時間にこんな胡う乱ろんな発言をするようになってしまった。


「僕だって一駿河さんには会えないんだってば……」


　いつか一線を越こえて爆ばく発はつする日が来そうで、雪国としてはハラハラしっぱなしだ。巻まき込こまれる気は絶ぜつ対たいないが。


「ヘンタイ……」


「ほ、ほら芝目くん。どうせ舞ちゃんが水着きたところで、上から下までぺったんこで僕と大して変わらないと思うよ。見るならもっと、見てて見み甲が斐いのある人の方が──」


　わっ、と周囲の空気がいっせいにざわめいた気がした。


　どうやら笛の号令と一緒に、女子の上級組の検けん定ていがはじまっていたようだ。さすがに水泳部やクラブ経けい験けん者が大半の飛び込みは美しかった。初級組の腹はら打うちドボンな飛び込みと違ちがって、ほとんど水しぶきがあがらない。前へ前へと進むイルカの群むれだ。


　そして二百メートルのメドレーを終え、次々にプールサイドに上がってくる水泳部員たちにまじっていたのが『彼女』だった。


「……古こ葉ばってあれな。実は着やせで損そんする典型なのな」


「ありゃわざとかもよ。風紀の乱みだれはイケマセン！　て」


「うわー、なんの風紀だよ。わかるけど」


「いやあ、もったいないねえ。あの脚あしがありゃ、毎日ガリ勉しなくても点ぐらい貰もらえそうなもんだけど」


「しっかしいいケツしてるな……たまらんね」


　男子生徒のため息が空気を揺ゆらすようだった。


　Ｄ組の古葉鳥とり子こは、いつも不ふ機き嫌げんに顔を固くしている少女だった。いわく内ない申しん点てんのためだけに生徒会の会長に立りつ候こう補ほしたとか。塾じゆくと家庭教きよう師しの掛かけ持ちを四つしているとか。噂うわさは多いが実じつ態たいのところはよく知らない。いわゆるフツーの男子生徒一同としては、その成せい績せきと愛あい想そのない孤こ高こうのたたずまいにまず尻しり込ごみしてしまい、遠巻きに『品定め』をするのがせいぜいなのだ。


　水泳帽ぼうを外しながら、古葉鳥子がプールサイドを歩いていく。胸むね。腿もも。ふくらはぎ。ほどよくメリハリのついたしなやかな肢し体たいに、水すい滴てきが弾はじけて落ちていく。


　こういうのを正しいグラビア体型というのだろうか。とにかく周りの雑ざつ音おんをいっさい無む視しするように前だけを見つめるきつい眼まな差ざしも含ふくめて、雪国は一いつ瞬しゆん見とれてしまった。本当に『良い感じ』だったのだ。
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「…………芝目くん。古葉さんってけっこう綺き麗れいだったんだねえ」


「言うな集中できない」


　良かった復ふつ活かつしているじゃないか芝目も。


　思わず芝目と二人、男子根こん性じよう丸出しでギャラリーに徹てつしていたのだが、事じ情じようがおかしなことになってきた。


　さきほどからずんずん真まっ直すぐ歩き続けていた古葉鳥子嬢じようだが、そのままプールサイドを直角に曲がると、さらにずんずん直進を続けてくれたのだ。


「淡谷」


　名前を呼よばれてあせらない方がおかしい。


　彼女は雪国や芝目のすぐ目の前で、自前の腰に手をあてた。眉み間けんに深く皺しわが寄よっていた。


「ちょっと。後でつきあってほしいんだけど」


　どういうことでしょうか。





　　　　　＊＊＊





「──いや、お前が呼ばれたんだからお前が行くべきだ！　俺は関係ない！」


　芝目は薄はく情じようだった。


　恐おそろしくも凛り々りしい着やせ美人とお近づきになれるという特典をぶらさげてみたが、尻しり込ごみするばかりであてにならない。他ほかのクラスメイトも、「また淡谷かよ」の一言で終わらせてしまった。これが日ひ頃ごろの行いというやつか。


　しかし五中の方の生徒会長なんて、話したこともろくにない。この間の文化祭の時だって、塾だなんだと理由を付けて、会議に出てこなかったのは古葉鳥子の方なのだ。


　考えて答えが出るものでもなく、塩えん素そくさい男子更こう衣い室で、雪国は覚かく悟ごを決めるしかなかった。昼休みに進路学習室まで来て。たしか古葉さんはそう言っていたのだ。





　進路の学習室、などとご立りつ派ぱなことをうたってはいるが、ようは社会科準じゆん備び室の荷物をまとめて脇わきに追いやって、進学ガイドや近きん隣りんの高校のパンフレットなどが狭せまっ苦しく並ならべてあるだけの資し料りよう室である。


　一いち応おうＯＢ、ＯＧなどが残してくれた進学先のレポートもあるにはあるが、両方の学校のフィルターを二重三重にも通して提てい出しゆつされるため、本場のパンフレットよりもキラキラしくねつ造ぞうされていて使い物にならないともっぱらの噂だった。


　そういうわけで、行ってみれば鳥子の姿すがたはすぐにわかった。


　入り口から一番離はなれた閲えつ覧らん席に座すわっていたが、他ほかに人らしい人がいないから迷まよいようがないのだ。


　ほど良い長さのスカートに、ほど良い長さの栗くり色いろの髪かみ。それをつむじのあたりでポニーテールにしている。書店のカバーがかかった本を読んでいた。


　周囲の女子から浮うかない程てい度どの優ゆう等とう生せいファッションも、彼女にかかるとあまりおとなしい雰ふん囲い気きがしないのはなぜだろう。


（眼め、かな）


　プールサイドで見た、迷わず前だけを見て歩く姿し勢せいを思い出した。


「なに読んでるの？」


「六七二年」


「天下取る胸に六七二壬じん申しんの乱らん」


　ほとんど条じよう件けん反はん射しやで答えたのだが、鳥子は視線だけこちらを見上げて眉まゆを寄せた。手元には、赤い暗記シートで隠かくれた歴史の参考書があった。さすが生徒会長。お勉強中らしい。


「突つっ立ってないで、座れば？」


「ああ、うん……」


　雪国はぎくしゃくと、鳥子の向かいに腰こし掛かける。


　お勉強はけっこうなのだが、そろそろ自分になんの用があるのか教えてくれないだろうか。


　こんな人目を避さけるように。


　一対一で。


（あ──）


　もしかして。


「古葉さん、僕ぼくに告白したいの？」


　ぱあん。


　ほぼ水平に頰ほおをはたかれた。


「…………最低だね淡谷」


「ご、ご、ごめん！」


　本気で怒ど気きのこもった調子で囁ささやかれ、雪国は謝あやまるしかなかった。


　この間まで五中にいたのが『モテキング』淡谷舞姫だったのを思い出して、そういう展てん開かいもありかなと思っただけなのだ。


「…………まったく。いつのまにこんなチャラチャラするようになったんだか……」


「え？」


「いいから。あたしは淡谷に責せき任にん取ってもらいたいだけ」


　ひりひり痛いたむ頰をおさえつつ、雪国は目を見開いてしまう。責任？


「あのね、関係ないとは言わせないんだけど。この間のそらご祭で余よ計けいなことしたの淡谷たちじゃない」


　余計とはまた。


「……ええっと……古葉さん。一いち応おう、みんなには喜ばれたと思ってるんだけど……もしかして違ちがったの？」


「とんでもない。生徒一同大喜び、校内の部活や委員会活動も盛もり上がり、気を良くした先生方も笑え顔がおで申しつけてくるわけ。さあさあ古葉会長、次の行事もしっかりやりなさいってね」


「じゃ別に悪いことじゃ」


「冗じよう談だんじゃないわよなんであたしがそんなことしないといけないわけ」


　古葉鳥子は苦虫を嚙かみ潰つぶしてそう言った。


　もともと万ばん事じがひかえめ、やる気がないことで一いつ致ちしていた五中生徒会だが、雪国たちがそらご祭で起こした騒そう動どうのおかげで仕事の手て抜ぬき──いやいや、本来の趣しゆ旨しに沿そった生徒会活動ができなくなってしまったのだそうだ。


「あ、そ、それはー、なんて言うかその──」


「やりたい奴やつらが手間暇ひまかけるのは結けつ構こうだけどね、それで迷めい惑わくこうむる人間もいるってのを忘わすれてほしくないわけ。うちらはうちらでうまく回してたのに、淡谷はあたしのことを助ける義ぎ務むがあるんじゃないの？　違う？」


　そう正面から理り論ろんづけて話されると、雪国としても困こまってしまうのだ。


　もともとあれを決断したのは雪国ではない。ニセ雪国として五中に潜せん入にゆうしていた舞姫の方なのだ。


　いきなり周囲の思おも惑わくや足あし並なみが変わって度ど肝ぎもを抜かれたのは、雪国もまた一いつ緒しよで。


「これの企き画かく。淡谷たちで考えてよ」


　鳥子は参考書の下から、小さなチラシと申し込み用紙を取り出した。


『第十回人じん力りきリバーフェスタ』と書いてある。ちょうど今年で十回目を数えるらしい。空舟市主しゆ催さいの夏祭りだ。


「ああ、八月に河か川せん敷しきでよくやってる……」


「なら分かるでしょ。野外ステージでコンサートとか、出店とか学習発表とか。市内の高校と中学の生徒会は、これに参加して盛り上げなきゃいけませんって面めん倒どうな慣カン例レーがあるの。今までは裏うら方かた手伝ってごまかしてたんだけど、今回はダメって。何か五中名めい義ぎで貢こう献けんしろってうるさいのよ」


　ステージ発表でも夜店の出品でもなんでもいいが、とにかく自分たちの名前で市民の前に出ろということらしい。


「篤あつ基もとはもうこのまま転校しそうな調子だし。一年二年とあたし一人でなにしろって言うの？　無理でしょ」


「今までは何してたの？」


「パンフの紙折り。市の集会所行って半日こもればそれで良かったの」


　しかし、もうその手は使えないわけだ。雪国たちの活かつ躍やくのおかげで。


「わ、わかった。なんとか考えてはみるけど……」


「文化祭の時と同じ感じでいいから。青美のコネでもなんでも使って派は手でにやって。ばばっと。いい？」


　投げやりとさえ取れる言いぐさの後、予よ鈴れいが鳴った。またあらためて話し合いかと思えば、彼女はしっかりチラシ一式を押おしつけてきた。


　わざわざ雪国の顔を挑いどむように見み据すえたまま、


「一五八四年」


「小こ牧まき・長なが久く手ての戦い。スペイン商船平ひら戸どに来港。天てん正しよう遣けん欧おう使節、スペイン王に謁えつ見けん。あとは──」


　どうして答えたのに嫌いやな顔をするのだろう。





（そう言われてもなあ……）


　家に帰って夕飯を食べると、雪国はあらためて自分のやることを考えてみた。


　Ｔシャツにハーフパンツの気楽な格かつ好こうで、丸投げ世界記録のように押しつけられたチラシが、ひらひらと扇せん風ぷう機きの風に揺ゆれている。


　ＳＥＣには明日部室で相談するとして──やはり古葉鳥子の言うように、文化祭と同じ形けい態たいで青美生徒会と組めるのが、一番確かく実じつなのだろうか。


『ニセ舞姫』としての記き憶おくを振ふり返るかぎり、たしかあちらの生徒会でも、人力リバーフェスタで何をするという議題はまだ持ち上がっていなかったはずだ。つまり頼たのむなら今。まだ間に合うかもしれない。


　──よし。


「ねえねえ舞ちゃーん」


「……ん？」


　返事は頭上から返ってきた。二段だんベッドの上段。もう中にいるらしい。


「あのさ。ちょっと頼みがあるんだけどさ。また青美と一緒にイベントやることってできるかな」


　とりあえず雪国はわけを話して、青美の生徒会の方と連れん携けいが取れないか訊いてみることにした。


「……人力、リバーフェスタ？」


「そう。学校で生徒会長さんに頼まれたんだ。同じ市内だし、青美の生徒会も参加するよね。良かったら文化祭の時みたいに五中と組まない？　一石二鳥だよ」


「まあ……うん……いんじゃ……ないかな……」


「いい？　いいの？　舞ちゃん？」


「おやすみ……」


　ふにゃふにゃと頼たよりない返事だけが降ってきた。ものすごく眠ねむそうな声だった。


　大だい丈じよう夫ぶだろうか。


　思えば舞姫は、あヽのヽ状ヽ態ヽの青美女学院に通っているのである。なにか面めん倒どうな目にあっていなければいいのだが──。





　　　　　＊＊＊





　スクールバスで二十分。門の向こうは別世界。


「──さて。どうしよう──」


「舞姫さん！　こちらでご一いつ緒しよに描かきませんこと？」


　中庭の芝しば生ふの上で、クラスメイトが手て招まねきしていた。折しも授じゆ業ぎようは美び術じゆつの時間である。舞姫たちは、それぞれ校庭に出て好きなモチーフを写生しろと課題が出されていた。


「ボクもいい？」


「歓かん迎げいいたしますわ。そちらの久我原さんも、よろしかったらどうぞ」


「恐きよう縮しゆくです」


　彼女たちは、本館前の紀き和わ子こ像ぞうを描くつもりのようだ。


　芝生の木こ陰かげは、日ひ向なたに比くらべて涼すずしそうだった。舞姫は礼を言って輪にまじることにした。


　ひらひらふわふわ、甘あまやかな青美の少女たち。


「まだ暑いよね、この時間じゃ」


「本当ですわ」


　おっとりと上品なしゃべり方が、ゆったりとした仕草が、まだ少しこなれない。たぶん、空舟五中の女子生徒と比べても、テンポが三拍ぱくぐらいずれているのだろう。


　よいしょと芝生に座すわり込こみ、舞姫はスケッチブックを広げる。そうして黙もく々もくと下描きをはじめて数分後、顔を上げるとなぜかみな目を丸くしていた。


　舞姫さま、舞姫さまと、久我原さゆねが傍かたわらで腕うでをつつく。


「なに？」


「おみ足が」


　ささやかれて自分の足もとを見る。舞姫は、思わず『うぎゃ』とつぶやきそうになった。


（あぐらは、まずい）


　ついついニセ雪国でいた時の癖くせが出てしまったようだ。慌あわてて横座りに変える。


　もっとまずいのは、ちょうど芝生を遠とお巻まきにする感じで、移い動どう中の下級生が、真しん剣けんな顔でこちらを見ていたことだ。


「……やっぱり、記事は本当で」──いやちがうから──「実は理事長の密みつ命めいを受けて潜せん入にゆうするエージェントだと伺うかがいましたけど」──なんだそれは──「まあ、わたくしが聞いた噂うわさは別で」──べつなのか──「生き別れの兄の話はどこに？」──こちらが聞きたい──「わたくしはわたくしは」──もうだめだ。


　昨日よりも妄もう想そうのディテールが細かくなっていないだろうか。


　変に訂てい正せいしに行く方が怪あやしいとわかっていても、微び妙みように居い心ごこ地ちが悪かった。失敗。





「つかれるな……」


　ぼやきもする。まだ中等科の扉とびらをくぐったばかりのあどけなく柔やわらかいアタマには、新聞記事はすべて正しく、舞姫もまたおとぎ話の登場人物と変わらないようだ。


「たしかにユキグニは残しとけないよ、こんなとこ」


「よくあしらわれてらっしゃると思います」


　黄色い声で騒さわがれるのは今までとそう変わらないのだが、その目線がいちいち探さぐるようだったり、唐とう突とつにぶつかってこられることもあるので、あまり油ゆ断だんできない感じなのだ。


「ボクね、未来から来たサイボーグ少年なんだってさ」


「斬ざん新しんな解かい釈しやくですね。なぜサイボーグ？」


「冷たそうとか思ったんじゃないの？」


　なにせ『凛り々りしくクールな若光の君』のイメージは根強いらしいし。


　いきなり背せ中なかをめくられ電でん源げんを探さがされた時はびっくりしたものだ。


　そういう時は、倒たおれるふりをして抱だきつき返してあげるとおとなしくなる。こともある。


　他ほかにも生き別れ兄弟説があったり、性せい転てん換かん説があったり、記事に書かれていない部分の尾おひれは伸のび続け、今のところ一年生を中心に小さな流行になりつつあるようだ。オトコ舞姫説は。


「好きで噂を煽あおってる子がいるのかもしれない……」


「かしこまりました。ワタクシが調べます」


　議長席に肘ひじをつき、舞姫はシャープペンシルをもてあそぶ。


　放課後。半すり鉢ばち状じようの大教室の中では、向こう一週間のグラウンドの使用権けんをめぐって、テニス部と陸上部が言い争っていた。お互たがい言いたいことがありすぎるらしく、議長の舞姫が口を挟はさむ隙すきはまだなさそうだ。


　傍らにたたずむ腹ふく心しんの久我原さゆねには、他にも元記事の写真の出所と撮影方法も探り続けてもらっている。本命はむしろこちらの方だ。


　せめて、今程てい度どの騒ぎで抑おさえこまなければならないのだろう。そのまま円えん滑かつに、夏休みを経へて自然消しよう滅めつを狙ねらわなければならないのだ。


　脚あしをそろえず座すわること。一人で気ままに弁べん当とうを食べること。一度覚えた快ラク楽チンを封ふう印いんし、ふだんの三さん割わり増ましで愛あい想そを良くしなければならないので、ブランクもあってかなり苦しい。しかし、これ以上のぼやきや泣き言は、忠ちゆう義ぎな部下に聞かせることではない気がしてやめた。


　久我原さゆねは、こう見えて心しん配ぱい性しようだ。


「どうですか、舞姫様。学院は──」


「ん？」


「復帰されてみてのご感想としては。なにかございますか」


「そうだね──」


　シャープペンシルを、また回す。あらためて聞かれると言葉に困った。


「悪くは……ないんじゃないの？　ユキグニがローズロワイヤルとの仲、立て直してくれたのは、やっぱ大きいよ」


　なにせ向こうには、ソロリティのローズロワイヤルには、雪国が惚ほれる一駿河蜜や、妙みように仲のいい胡蝶の宮がいる。


　彼女たちとの関係を悪化させることだけは、全力で阻そ止ししたいのが弟の心しん情じようだろう。


　しかし──。


「──八月の第一週にはですね、大会があるんですよ！　どうしてたった二時間のグラウンド使用が許ゆるされないんですか！」


「こちらだって先月から許きよ可か申しん請せいを出して順番を待っていたんです。槍やり投なげの槍が刺ささってもよろしければご自由にボールを追われればよろしいのに」


「なんですって！」


　陸上部長とテニス部長が、教室の右と左に分かれたまま、声と視し線せんだけでキャットファイトを続けていた。


　さすがに熱しすぎだよキミたちと思ったとき。


　──パン！


「わかっているのはただ一つ」


　ゆるやかながらも冴さえた声が、ホールの隅すみ々ずみへと響ひびき渡わたった。


　彼女は黒板前の議長席、その一番近い最前列に、当然の権利として席をとっていた。


　背せを覆おおう黒くろ髪かみはたおやかに長く、絵え巻まき物の一場面を思い出す。手の内に閉とじたばかりの扇おうぎの先を、そっと小さな唇くちびるへ押しあてるその仕草も。


「ソロリティのローズロワイヤルが月曜日と木曜日早朝のテニスコートを『慣かん例れい』として押さえているせいで、硬こう式しきテニス部の練習が不足し、その練習不足を補おぎなうために陸上部のフィールド練習にも口を出さざるをえず、肝かん心じんのローズロワイヤル代表はこの会議に出る義ぎ務むすらないという事実。違ちがいますか？　中部連のみなみな様」


　ゆっくり、開く扇。唐竹の骨ほねに貼はられた和紙の上、咲さき誇ほこるは夏草の柄がら。今日の意い匠しようは撫なで子しこだった。


　激げきしかけていたテニス部長と陸上部長が、扇の少女の発言を受け、ひどくモノ言いたげに議長席を見つめてきて、舞姫はかすかに肌はだを粟あわ立だてた。


　この御ご前ぜん会議の名を、『中等科部活連合定例ミーティング』と言う。責せき任にん者は舞姫。彼女たちは各部活の部長たち。


　弟はソロリティばかり見て気づかなかったのだろうか。


　確かく実じつに彼女たちとの仲は冷えはじめている。





「ああ会長さま、会長さま。お待ちくださいまし」


　解かい散さんの流れを受けながら、ゆるやかに散っていく大教室の途と中ちゆうで、舞姫はあらためて声をかけられた。


「さきほどの生意気な口出し。まこと不作法で申し訳わけございませんでした。この長おさ船ふね、重ねてお詫わびいたします。会長さま」


　気に入りの扇とともに謝しや罪ざいする彼女は、長船白びやく夜やと言った。


　彼女は鞄かばんを持ち歩かない。『手荷物ハ指定ノ鞄、或あるイハ風ふ呂ろ敷しきニ包ミ携けい行こうスベシ』という明めい治じ以来の校こう則そくに従したがい、すべて古こ代だい紫むらさきの風呂敷に包んで登校する希少な生徒だ。


　えび茶袴ばかまに矢羽根絣がすりの女学生ルックがまだ許されているなら──きっとその通りにする。間違いない。


「会長さまのご機き嫌げんをそこねておらぬか、長船は心配でなりません」


「べつに謝あやまることは、なんにもないと思うよ」


「まあ。会長さまはお優やさしい」


　日にち舞ぶの家元の家か系けいに生まれ、普ふ段だんは物もの腰ごし穏おだやかで出しゃばる真ま似ねを好まない。しかし、彼女は中部連の代表だ。


　中部連こと『中等科部活連合』は、各部の代表が結束して、練習施し設せつを融ゆう通ずうし合ったり、予算の配分主である生徒会に対して意見を言う労働組合的な色合いが濃こい。もとから学校に存そん在ざいを『黙もく認にん』されて自由にふるまえる社交ソロリティとは、立ち位置からして違っていた。


　白夜が部長として在ざい籍せきしている部活は演えん劇げき部で、部自体の成せい績せきも良く、彼女自身も文化系としては初の連合代表に選ばれている才さい媛えんでもある。


　こうして風呂敷包みを華きや奢しやな胸むねに押おし抱いだき、口くち許もとを扇で隠かくす内側で、笑って立りつ腹ぷくするのが彼女のイメージだ。


「気に入らない？　ソロリティに力があるのは」


「伝でん統とうと格かく式しきのソロリティ。実じつ務むと実じつ績せきの生徒会。この二つは青美女学院の華はなであり両りよう翼よく。そして翼つばさの片方に護まもられているのが私わたくしたち中部連でございましょう」


「そう言ってもらえると嬉うれしいけど」


「でも──」


　きた。


「最近の生徒会の翼は、他校やソロリティとの交流ばかりに目を向けて、あまりに私たちのことをおざなりに扱あつかいすぎてはおりませんか？」


「そんなこと、ないよ」


「新聞部の記事に、検けん閲えつを入れられたそうで」


　日本人形めいた小作りな顔の、両の目が笑っていなかった。


　さすがというか。新聞部のもめごとまで耳に入れているようだ。


　ここでしっかり誤ご解かいを解といておかなければ、ますます彼女の、そして中部連全体の不信感は深まるばかりだろう。


「違うって。長船さん」


「なにがどう違うのですか？　よろしければこの長船にご教きよう授じゆいただけませんか？　なにがどうお違いに？」


「検閲は誤解だよ。ボクらはなにも手を入れてない。それに生徒会として五中やソロリティと手を組むことも、たぶんもうないよ。あれは特別な処しよ置ちだったんだ」


　頼たのむよという雪国の声が頭をよぎったけれど、どうしようもなかった。いびつに歪ゆがんだ力のバランスは、どこかでただすしかない。


「ねえ。今度の人力リバーフェスタ。中キ部ミた連ちの力を借りたいんだけどいいかな？」


　長船白夜は、扇おうぎの下に隠していた口許をはじめてほころばせて、うなずいた。





　──私どもで良ければ、喜んで──。


　抜ぬき身の刀の代表殿どのは、どうやらそのまま鞘さやにおさまっていてくれそうだ。


　雪国の方には、後で話せばわかってくれるだろう。今はソロリティや外部との協調より、守るべき彼女たちの不満を解かい消しようしてやるしかないのだ。


　こじらせないことを選んだ舞姫は、弟の待つ家へと帰き宅たくするため、スクールバスの停てい留りゆう所じよへと歩きだす。


「──せんぱい」


　大だい丈じよう夫ぶ。話がわからない弟ではないはずだ。


「先せん輩ぱいてば」


　お詫わびに肩かたぐらい揉もんであげよう。


「ねえ先輩！」


　おかずも一品サービスだ。


「淡谷舞姫先輩！」


「ぐわふ」


　背はい後ごからカツラを引ひっ張ぱられ、慌あわてて前まえ髪がみをつかんでガードする。なにごとだいったい！


「あ、あの。先輩。よ、よ、よ、良かったら今度の土曜日。蜜と──」


　彼女はやわらかい髪がかかる頰ほおを真っ赤にして、ほとんど路上に仁に王おう立だちのまま口を動かす。


　幻げん聴ちようだろうか。


「蜜と、デ、デートしていただけませんかっ」


　紅こう潮ちようするその右手には、遊園地のチケットらしきものまで。


　ずれかけのカツラごとぶっ飛ばされたような気がした。
















　　第２章　裸で向き合う







「……ボク？」


　ミー？　と自分を指さす舞まい姫ひめ。


　ソロリティの蜜みつ姫ひめこと一い駿する河が蜜は、ぐらぐらユデダコな顔のままうなずいた。


「そ、そうです。お、お嫌きらいですか遊園地とか」


「むしろ好きな方、だと思う……」


「なら、その日にご予定は！」


「ない……けど」


「じゃあ是ぜ非ひ！」


「う、うん……」


「ありがとうございます！」


　蜜はあからさまにほっとしたようだった。そして、あまりに自分が勢いきおいづいて話していたと気づいたのか、ぱっと頰をおさえて後ずさる。


「いえ、あ、あの、ご、誤ご解かいしないでくださいね。デートっていうか、いわゆるこれは正気の証しよう明めいと言いますか、毒を食くらわば皿まで作戦と言いますか！」


「は？」


「わかりません訊きかないでください失礼します！」


　相当テンパッているらしく、舞姫にチケットを押しつけるやいなや、回れ右して校こう舎しやの方角へ走っていく。おどろくべきダッシュの逃にげ足だ。


「……………………べつに、嫌いやとは言わないけどさ……」


　言わないが、どうしてよりにもよって『今』なんだ。


　舞姫は、くしゃくしゃに握にぎりしめられた跡あとの残るチケットを見つめて、これもなにかのお告つげなのかと首をひねるしかなかった。


（ユキグニ、なんて言うかな……）





　　　　　＊＊＊





　──綺き麗れいな歌だったよ。一駿河さん。


　蜜の頭の奥おくでずっと、回り続ける声があった。


　夏の光の下、蜜を今日まで走らせ、せき立てる声だった。


（渡わたせた。渡せた。わたせたわたせたわたせた）


　遊園地。チケット。向こうはちゃんと『うん』と言ってくれた。そこから先は覚えていないけれど、目的は達成できたはずだ。土曜日には先せん輩ぱいと二人っきりでおでかけだ。


　証明しないといけない。このどきどきは本物じゃないと。


（見ていてください、お姉様！）


　これは賭かけだった。この一デ対ー一トさえ無事に乗り切ってしまえば、逆ぎやく説せつ的に自分の正気を証明することができるはず。


　蜜はお嬢じよう様さまな自分をひととき忘わすれて飛び跳はねる。走る勢いに任まかせてホップ。ステップ。ジャンプから旋せん回かいキック。下校中の一年生が、おどろいたように目を見開いたけれど、蜜は構かまわず着地し拳こぶしを握りしめた。


　やるのだ。
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　もめないと思った舞姫の思おも惑わくは、たしかに甘あまかったのかもしれない。


　舞姫から話を聞かされた雪ゆき国ぐには、もちろんおどろいた。


　昼間にＳＥＣと話したばかりだったのだ。


「……ちょっと待ってよ。もう組む相手決めたってどういうこと？」


「うん。だから、ごめんね」


「ごめんって」


「ちょっとべつの子たちと組むことになっちゃったから」


「先約は僕ぼくらだったじゃないか。聞いてなかったの？」


　夕飯を食べたあと。珍めずらしく舞姫の方から上に行こうというから。だからわざわざデザートのスイカを盆ぼんに載のせ、舞姫側のテリトリーへ上がり込こんで聞いたのだ。


　こちらが呆ぼう然ぜんとして動けないというのに、切り出した方の舞姫は、マイペースに塩をかけ食べはじめている。目を合わせようとしないところがまた憎にくい。


「中部連の子たちっているじゃん。いろいろ考えたら、やっぱりね」


　やっぱりねって。


　時折ハシの先で種をほじりつつ、淡たん々たんと説明を続ける舞姫が、雪国には信じられなかった。


　完全に助力を得られるとあてにしていたのに。いきなり目の前で手のひらを返された気分だった。


「じ、じゃあ今度も合同でやればいいじゃない。その長船さんたちも一いつ緒しよに。ね？　みんなで協力すればいいんだよ」


「だから、そういうなヽあヽなヽあヽなノリでうまくいく時といかない時があるの」


「なあなあって」


「とにかく、お願い。今回だけは我が慢まんしてよ。それで向こうも納なつ得とくするだろうし、それ以上の文もん句くは言わせないつもりだから」


「わかんないよ」


　同じ学院の話をしているのに、まるで別の国の話をされているような気がした。


「困こまるよ。古こ葉ばさんとかＳＥＣとか……五中じゃみんな期待してて。芝しば目めくんとかすごい喜んじゃって舞まい上がっちゃって気味悪いぐらいで。じゃあどうすればいいんだよ今さらダメなんて」


「や。それは……大丈夫だって。ユキグニたちならやれるよ」


「なにを根こん拠きよに！」


「今までだってがんばってきたじゃん」


「根こん性じよう論ろんだって！　無む茶ちや苦く茶ちやだよ！」


「違ちがうってユキグニ……」


　無茶だ。無茶だ。頭の中は、そんな言葉だけが躍おどっていた。


「だいたいね、舞ちゃんは無む責せき任にんなんだよ。いっつも相談なしに勝手に動き回ってね、僕がどうするかなんて考えもしないんだ。少しは振ふり回される側にもなってって」


「よしわかった。落ち着いてユキグニ。ほら、これあげるから元気出して──」


「聞きたくないよ薄はく情じよう者！　バカ舞ちゃん！」


　ぶばっと。


　顔面になにかが押おしつけられたと思ったら、それは舞姫が大事にしているぬいぐるみだった。


「……こっちこそ、じょーだんじゃないよ！　中部連の言い分聞いて言うこときかせて、誰だれのフォローしてると思ってんの!?」


「舞ちゃ」


「ボクが薄情で自分勝手なバカ舞ちゃんなら、ユキグニはお人ひと好よしなだけじゃないか！　どーせ会長が女の子でほっとけなかっただけでしょあほユキグニ！」


「なんだよそれ！」


　言い返そうとしたら、目の前にチケットを突つきつけられた。あちこち皺しわの寄よった、遊園地のフリーパス券けんなのだと遅おくれて気づいた。


　舞姫が、ぬいぐるみの前に出しかけていたものだった。


「……このチケット。一駿河蜜からもらったけど」


「！」


「ユキグニは行く必要ないよね！　これ、ボクに、行きませんかって、渡わたしてくれたんだもんね！」


「ちょっ、待っ」


「都合のいい時だけ舞ボ姫クを利用するな！」


　二段だんベッドのはしごを上り、びしゃっと仕切りのカーテンを閉しめられる。


（こんの）


　閉められた鉄のカーテンの前で、雪国は暴あばれそうになるのを堪こらえることしかできなかった。


　一駿河さんと遊園地だって？


　今さらそれはないだろ、卑ひ怯きよう者！
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　ケンカ明けの一日は、朝からずっと胸むね焼やけを起こしているような気分になる。


　雪国は庭の花と植木に、すべて水をやった。散り際ぎわの薔ば薇ら。のびかけのひまわり。こればかりはなにがあろうと魂たましいであり習しゆう慣かんだった。今日もきっと暑い一日になる。


　朝ご飯の準じゆん備びで少しは口をきけるかと思えば、舞姫は自力でコーンフレークと牛ぎゆう乳にゆうを探さがし出して胃に流し込んでいた。


　雪国は入れ違いにキッチンに入って、ベーコンエッグを作って食べた。ちゃんと作ったつもりだったのに、塩しお辛からいだけでおいしいと思えなかった。失敗した。


（勝手を勝手って言って何が悪いんだよ）


　自転車で駅まで送るいつもの習慣も、今回はなしだった。


　数学教きよう師しが、教科書をとじる。


「──はい以上。残りは次回までの宿題な──」


　締しめの言葉と鐘かねの音が、放課後のはじまりを告げていた。しかし昨日のことばかり考えていたせいか、ほとんど頭には入ってこなかった。


　だいたい交こう渉しようの道具に蜜のネタを取っておいたというのが卑ひ怯きようすぎないだろうか。


　雪国は、ロッカーにしまっていた教材を取り出そうと廊ろう下かに出る。


　これでもし雪国が手のひら返して、ぺこぺこ言うことをきくと思っていたなら、あまりに人をバカにした話だ。こちらも男だ。プライドというものがあるのだ。一駿河さんとデートできるよなんてエサと引き替かえにすれば、すべてに圧あつ勝しようできると思えば大おお間ま違ちがいで──くそ。舞ちゃんの卑怯者め！　鬼おに！　悪あく魔ま！


　行けるものなら行きたい。行きたいさこんちくしょう。


　スチール製せいの扉とびらを開け、取り出したノートの間に、見み慣なれないプリントが挟はさまっていることに気がついた。猛もう烈れつに腹はらがたった。提てい出しゆつ期き限げんが六月。数週間前の舞姫、いわゆる『ニセ雪国』が出し忘わすれたのだ。


「ほんといい加か減げんすぎるんだよ舞ちゃんはっ」


「きゃっ！」


　ふりかえり際ぎわに女子とぶつかりそうになった。


（ご、ごめん──）


　とっさに謝あやまろうとした雪国は、しかしそれ以上言葉が出てこず、目を丸くしてしまう。


　古こ葉ば鳥とり子こだ。怒おこるどころか、まるで言葉をなくして固まっているのは向こうも同じ。


　もしかして今の「きゃ」も彼女か。


「…………あの、古葉さん──？」


「あ、アルコールと金きん属ぞくナトリウムが反はん応のうしてできた化合物はっ」


「ナトリウムアルコキシド」


　眉み間けんの皺しわが一気に険けわしく深くなる。そうだ。このハードなフェイスアクションこそ古葉さんのような気がする。


「ほんとむかつく淡谷……」


「今回は理科なんだね……」


　毎回試ためされる理由がさっぱりわからないが。


　エッジの利きいたガンを飛ばしてくる古葉鳥子は、ぶつぶつとなにかこぼしているが、雪国にはあまり聞き取れなかった。やっぱりこの皺があるからすぐに美人さんだと気づかないんだよなと感心するぐらいだった。


「……もったいない……」


「はあ!?」


　うわあお。


　そういえば、ちゃんと言っておかなければならない。青せい美びの助力はあてにできそうにないこと。怖こわいけど。


「…………だから、ちょっと教えようと思っただけじゃない……っ」


「……え？」


「淡あわ谷やがバカ目立ちしたいならそれでいいけど。いつまで待たせとくつもり？　あんな可か愛わいいお嬢じよう様さま」


　お嬢様？


　心しん臓ぞうが、また別の意味で鳴りはじめた。


「とぼけないでよ。男子のバカどもが取り囲みはじめてるわよ。青美の制せい服ふくなんて野や郎ろうホイホイなんだから通用門に待たせてるなんてバカよバカ」


　青美女学院。お嬢様。


　雪国は、迷まよわず手近の窓まどに取りついた。高さと角度が足りずに四階で身を乗り出すことになった。バカと鳥子にまた言われた。


「あんたね、死にたいの？」


　ふだん生徒が出入りに使う裏うら門もんの方角を確たしかめてみるが──本当に男子生徒が群むらがっているようで、中心に誰がいるのかわからなかった。


「ありがとう古葉さん！」


「ちょっと淡谷！」


　雪国は、頭を引っ込め走りだした。


　階かい段だんを三段飛ばしで駆かけ下りて、放課後のとりとめのない雑ざつ踏とうの間をまた走る。


「あ、淡谷だ」


「あっちでお前のこと呼よんでるぞモテキング兄あに貴き」


「少しよこせ～」


　知らないって。


　雪国は急いだ。昇しよう降こう口ぐちで靴くつを履はき替えるのがもどかしかった。もしかしてもしかしてもしかして。スニーカーの紐ひもがほどけそうでも結んでいる暇ひまはない。


「待ち合わせですか！」


「そらご祭のときはどうも！」


「お暇なら俺おれらがつきあいますよ！」


「いやいやオレと！」


　たどりついた通用門。群むれ集つどう野郎の壁かべは想そう像ぞう以上に厚あつく、敷しき地ちの外まで人があふれていた。この中心に『彼女』がいるのかと思うとぞっとする。


　だめだお前らそんな。勝手にそんな。雪国は男おとこ波なみをかきわけながら突つき進んだ。


（可愛いお嬢様って）


（もしかして）


　ふわふわ髪がみで貧びん乏ぼう舌じたでカポエイラ使いの。


「一駿河さん──」


「まあ。ごきげんよう雪国さん！」


　ずぼっと抜ぬけ出た輪の中心部。


　縦たてロールのお嬢さんが、レースのパラソル片かた手てに振ふり返った。


　蝶ちよう間ま林ばやし、典のり子こさんでした。





　──ブッブー。残念でした。


　なぜか軽けい快かいなアナウンスが脳のう内ないで鳴り響ひびく一方で、思いがけない出会いに目が回りそうになる。


　蝶間林典子は、ここまで乗り付けてきたらしい黒のマイバッハ62を後ろに従したがえ、典てん雅がな笑えみをたたえていた。


「ち、蝶間林さん……？」


「ちょっと近くを通りかかりましたの。よろしかったらご一いつ緒しよに帰りませんこと？」


　その姿は学院の中でよく見かけたはずのものなのに、ただ周りにいるのがローズロワイヤルのお取り巻まきではなく五中の男子生徒というだけで、『掃はきだめの鶴つる』を三倍強く感じてしまった。


　いわゆる浮うき世よ離ばなれした、可か憐れんな美少女に。


　しかし近くを？　ベンツの上を行く独ド逸イツの超ちよう高級車で？


　青美女学院はたしか──学校までの車の送そう迎げいを認みとめていないはずだ。


　ここまで彼女が来るとしたら、わざわざスクールバスがとまる空そら舟ふね駅でこの馬ば鹿かでかい仕様のマイバッハ様に乗り換えたことになる。


「いや帰るって……でも、その」


「まあ。もしかして他ほかにご用事が？」


　胡こ蝶ちようの宮みやは口くち許もとに手をあてた。


「嫌いやだあたくしったら。ご一緒したいばかりに先走って。どういたしましょう困こまりましたわ……」


　形のいい眉まゆをひそめ、おろおろ、憂うれいに満ちた顔でつぶやいているのである。


「いいえ。そこはご安心を胡蝶のお嬢さん──」


「そんな情じようのねえ横紙破やぶりな真ま似ねはオレらがさせやせん」


「絶ぜつ対たいっす」


　へ？


　低いダミ声に振ふり返ると、まわりにいる男どもが、なぜかおもむろに学ランを着こみはじめていた。しかもそろって丈たけが膝ひざまである、刺し繡しゆう入りの長ランだった。


「女の──」


「無む駄だ遣づかいは──」


「万ばん死しに──」


「値あたいする──」


　どうして君たち。いま夏なのに。


　夏服の凡ぼん庸ような白は、一いつ瞬しゆんにして黒の戦せん闘とう集しゆう団だんへ。ひるがえる長ランの裾すそ。背せに刻きざまれた『空舟上等』の四文字は魂たましいの甚じん句く。


「喝かつ！」


　足あし踏ぶみ。腕うで組ぐみ。そろい踏み。


　メンチをきってフルフェイスのメットのかわりにマスクと鉢はち巻まきを装そう着ちやくすれば、かの日日の悪あく夢むは鮮あざやかに蘇よみがえる。


　空舟天てん誅ちゆう隊たい、復ふつ活かつ。


　コロサレル。


　以前の恐きよう怖ふを体は覚えていた。雪国は猛もう烈れつな勢いきおいで前髪をなでつけ片かた膝ひざをつき、パラソル片手の胡蝶の宮の甲こうに口づけていた。


「──ご一緒させてください典子さん」


「よろしいんですの？」


　ここにいると死が。確かく実じつに惨さん劇げきが。


　雪国のうるんだ眼まな差ざしをまた別のものに受け取ったのか、彼女は口許をほころばせた。


　天誅隊のチェーンとメリケンサックがかすかに音をたてプレッシャーをかける中、雪国と胡蝶の宮を乗せたマイバッハが走り出す。


　その後になにが待っているかなんて、その時は考えもしなかった。





　車中の胡蝶の宮は、終始ご機き嫌げんだった。


「雪国さん。雪国さん。お家うちはどちらの方にございますの？」


「ええっと……人じん力りきニュータウンの中です。玉たま子ご山やまの」


「まあ。あのあたりは静かで環かん境きようもよろしいとうかがっておりますわ」


「あ、ありがとうございます……辺へん鄙ぴなだけとも言いますが……」


「祖そ父ふも開発に一役買いましたのよ。これもご縁えんかしら」


　どういう繫つながりになるのだろう。この場合。


　なめらかにもほどがある超高級車の乗り心ごこ地ちも、せいぜい十分ほどの体感ドライブになる勘かん定じようだ。たかだか学区内の移動である。もう見み慣なれた交差点や看かん板ばんなどが見えはじめていた。


「あたくし寂さびしかったですわ。あれから学院に戻もどりましても、ずっと雪国さんのことばかり考えておりましたの」


「はは……」


「せつないってこういう気持ちを申し上げるのですわね」


　いや実のところ、けっこう頻ひん繁ぱんに顔を会わせたり、お取り巻きに囲まれて派は手でにやっているのを見ているのだが。もちろん彼女が知るはずがない。


　入れ替かわり禁きん止し期間に入ってからは、それもしばらく止まっていた。


「お変わりないですか？　学院の方は」


　ついたずねていた。


　胡蝶の宮はそのままうなずこうとして、しかしなにかに気づいてしまったようだった。


「やっぱり舞ちゃん……いえ、うちの姉については、別な感じですか？」


「嫌ですわ、雪国さん。知ってらっしゃるならそんな試ためすようなことをおっしゃらないで」


　少し拗すねるような胡蝶の宮の声。図星らしい。


「ご心配なさらなくても、あの方はうまくやってらっしゃると思いますわ」


「ありがとう。そう言ってもらえますと安心しますよ」


「本当に。あの方ももう少し相手の気持ちを考えて、人を心配させない立ち振ふる舞まいを覚えるべきですわ」


　はからずも同意したくなった。


「そうすれば雪国さんが、お一人で『場ば違ちがい』だなどと思い悩なやむこともございませんのに」


「え？」


　胡蝶の宮は、訳わけがわからず目を丸くする雪国をじっと見み据すえ、心得ております、とばかりに微ほほ笑えんだ。


　腹はらの底がむずむずした。


「……あ、運転手さん。そこです。そこの坂をあがったところで、僕ぼくの方はおろしちゃってください」


　先手を打って言ってしまう。それ以上はたぶん、このマイでバッハな車体だとＵターンできない細道だと言おうとしたら、胡蝶の宮が──。


「ね、雪国さん。まだ空も明るいですし、少し寄より道をしてもよろしくて？」


　あたるかあたらないかの制せい服ふくの二の腕が、今度ははっきりと押おしつけられた。


　ばくん、と心しん臓ぞうが鳴る。


「ど、どど、どちらに寄り道を」


「……いいところ、ですわ」





　彼女が連れてきたのは、空舟駅東口にそびえる高級シティホテル『グランホテル空舟』の中にあった。


　たしか学校の二十五メートルプールでヘチマを背バツ景クにばしゃばしゃクロールを泳がされていた昼間の光景と、目の前の塵ちり一つ落ちていない会員制プールの落差がどうしても理り解かいできない。


　ビルの最上階にあるそのプールは、透とう明めいなガラス天てん井じように守られ静かな西日のオレンジ色に染そまっていた。


　ガラスを隔へだてた足もとには、空舟駅から家路を急ぐ人の群むれ。遠く目を向ければ、玉子山のさらに向こうの峰みねまで肉にく眼がんで見えて殿てん上じよう人びとな気分だ。そしてここはどちらかいうとハワイ。


　誘さそってくれた蝶間林典子は、まだ女子更こう衣い室しつから出てきていないようだ。


　借り物の水着とパーカーがどうにも落ち着かなくて、雪国は手近のデッキチェアに腰こしをおろした。


　あの植え込こみのテーブル椰や子し、本物か。


　蘭らんもブーゲンビリアもね。すっっごい高いんだろうな。


　脇わきを見れば、簡かん単たんな飲み物を頼たのめるプールサイドバーまで完かん備びされていて、一泳ぎしたらしいナイスミドル（時計が金色だよ）が、蝶ちようネクタイのバーテンダーさんにカクテルを注文していた。


　親しん戚せきのおばさんの披ひ露ろう宴えんに使ったホテルのてっぺんに、まさかこんな場所が隠かくされていたとは。


（……蝶間林さん。早く来て）


　ものすごく居い心ごこ地ちが悪いのですが。


「……ここに来るのは初めてかい、ぼうや」


「は？」


　見れば真っ赤なアロハシャツを着た老人が、隣となりのデッキチェアに寝ねそべっていた。銀ぎん縁ぶちの老ろう眼がん鏡きようと一いつ緒しよに文庫本を読んでいる。


　お金持ちのご隠いん居きよ様さまだろうか。


「はあ。はい。あの、友達に誘われて……」


「それなら悪いことは言わない。荷物をまとめて逃にげなさい」


　なにごとですか。


　ご老人は、黙だまってプールサイドバーを指さした。


　さきほど一人でいたナイスミドルに、カウンターのバーテンダーが飲み物を出したところだった。同時に若わかいウエイターが近づいてきて、ナイスミドルの隣に腰こし掛かけている。


「なにか気づくところは？」


「いや、気づくっていうか……」


　明らかにおかしいだろう。そのまま話しはじめているぞ。ウエイターのくせに。


「あれはね、逢あい引きだよ」


「はっ!?」


　ものすごい声を出してしまい、雪国はあわてて口をおさえた。


「本当に知らないのかね。この時間帯のこヽこヽは、男おとこ衆しゆうが男衆を求める出会いの場。言うなれば空舟市内の新しん宿じゆく二丁目──」


　そういえば。平日の夕方にしては、妙みように男というかビジネスマン風の人が多いなとは思ったが。そもそもよく見てみれば、視し界かいに女じよ性せいが『いない』。


（し、洒しや落れになってません！）


　利用客どころか、監かん視し員いんやカウンターまわりの従じゆう業ぎよう員いんまで全員男なのだ。


　右を見る。プールの中を、おっさんとおっさんが二人仲良くクロールで泳いでいる。二人そろってビキニパンツだった。左を見る。そこも異次元。金時計のおっさんとウエイター同士で肩かた寄よせあって喋しやべっている。笑っておでこをつつきあっている。


「──無む論ろん、君がそれも重々承しよう知ちで来たというなら、私にも好チヤ機ンスはあるということかな」


　老紳しん士しの落ち着いた目が、銀縁眼め鏡がねの奥おくできらりと光った。


　ような気がした。


「ふわああああああ！　胡蝶の宮ああああ！」


　雪国は逃げた。逃げて逃げて逃げ続け、途と中ちゆうで足を盛せい大だいにすべらせすってんころりんたっぱんと、


「──────────────────────あ」


　頭からプールに落ちた。





　昔、まだまだ舞姫と二人で風ふ呂ろに入っていた頃ころ。湯船にどれだけ長く潜もぐっていられるかよく競争していた。


『──まったく。風呂の中で溺おぼれるなんてお前さんたちだけだよ馬ば鹿かもんがっ』


　たいてい体の方が先にのぼせきってしまって、二人そろって真っ赤な体で縁えん側がわに横たわって、遠のきかけた意い識しきで祖そ母ぼの声を聞くのだ。


　叱しかられて怒おこられて。その時だけは神しん妙みように聞くくせに、お互たがい次に勝つ方法も考えていて、小学校の高学年に上がるぐらいまではジャック・マイヨールばりに潜せん水すい記録も更こう新しんされ続けたっけ。


　──そんな懐なつかしいことを、なぜか思い出した。


（舞ちゃん──）


　ぽたりぽたりと、目をつむる顔の上に水の滴しずくが落ちてくる。雪国はそれがうっとうしくてたまらず、手て探さぐりで顔の前を振ふり払はらった。


　ぼよんと、ものすごい弾だん力りよくがかえってきておどろいた。


　薄うす目めを開けるとそこには、まさしく『双ふた子ご山やま』としか言いようのない見事なビキニの胸むねが二つ、仰あお向むけに横たわる雪国の眼がん前ぜんに向かって迫せり出していて、湿しめった先せん端たんから滴を垂たらしていた。


　今のぼよんは、この胸ですか。


　雪国は濡ぬれた手のひらを押し返した、圧あつ倒とう的てきな感かん触しよくを思い出しながら考える。たしかにまだ胸、ちょっと揺ゆれているし。


「ああ雪国さん、お気づきになりましたか！」


「わぷ」


　無む理り矢や理り起こされ抱だきすくめられた。


　息を吸すい込もうとしても、こう顔にちょうど盛もり上がった谷間が来るというか、ものすごく弾力のある壁かべに呼こ吸きゆう器官を阻はばまれて、息が、息ができない。
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「くるし……く……」


「ごめんなさい雪国さん。まさかこんなことになるなんて」


　いいから。胸で圧あつ死しはちょっと……嬉うれしいけど嫌だ！


　抱く手をゆるめてくれなかったら、雪国は本気で酸さん欠けつになるところだったかもしれない。陸上で。


「ひどい顔色……本当にすみません」


「はは……だいじょうぶですよ……たぶん……」


　泣きそうな顔の胡蝶の宮に、雪国は青い顔で答えた。正直、かなり危あぶなかったです。


　場所は例のホテルのプールサイドのようだった。雪国は床ゆかの上に寝ねかされていて、胡蝶の宮が介かい抱ほうしてくれていたらしい。


　そして水着姿すがたの胡蝶の宮の周りには、あのとき現げん場ばにいた従業員や客のすべてが集まって雪国たちを覗のぞきこんでいた。


「……典子お嬢じよう様さま。やっぱりこれはまずいですよ。刺し激げき強すぎです」


「そうね。反省しているわ」


「大事がなくて良かったですが」


　不ふ思し議ぎな雰ふん囲い気きである。さきほどまで怪あやしいぐらいに接せつ近きんしあって紫むらさき色いろのオーラを出していた金時計とウエイターは、右と左にわかれて胡蝶の宮と話している。他ほかのお客も一緒だ。憑つきものが落ちたようにさっぱりした顔をしていた。


　まるで、すべてがグルのお芝居だったような──。


（まさか）


　感づく雪国に、胡蝶の宮は、肩かたを落としてうなずいた。


「実は……その通りですの。ここにいる方は、みなお願いして演えん技ぎをしてもらった芸げい能のうプロダクションの方ですわ」


「な」


　なぜにそんな真ま似ねを。


「本当の本物を見せて差し上げれば、ショックで目を覚ましてくださるかと思って……」


「は？」


「芝目さんがお好きなんでしょう？　雪国さん」


　真しん剣けんな顔で問い返してくれるから、二の句くがつげなかった。


　つまり彼女は。


　あの兎と羽ば山やま旅行からこちら。芝目とニセ雪国の仲の良さを誤解して、粛々と『雪国さん矯きよう正せい計画』を練り続けていたというのか。雪国の脱だつホモのために。


（……世の中乱れすぎてるよ……）


　なまじ胡蝶の宮の方に悪気がないようだから、怒るに怒れなかった。


「……残念だけど……僕にそういう趣しゆ味みはないですよ。はじめから……」


「本当に？」


「普通に、女の人が好きですから……」


　そして雪国は、目の前にいる胡蝶の宮の肢体にあらためて気づいてしまうのである。


（う──）


　まずい。


　わざわざプールに飛び込んでくれたのか、はたまた引き上げられた雪国を介抱するうちにそうなってしまったのか、白地に鮮あざやかなハイビスカスの柄がらのビキニは濡れそぼっていた。エロ。


　ほどけかけたパレオの間からのぞく太ふと股ももが、やわらかそうな肩や腰こしのラインが、みなまぶしいぐらいに白くて水を弾はじいて、目の前で峡きよう谷こくを作って迫せまってくる胸の谷間をわざわざ見るまでもなく目のやり場がみつからない感じなのである。


「そこで目をそらさないでください」


「いやそんな」


　いいんですかものすごいよこしまな目になりますよ。


「あたくしを心配させまいと、噓うそをおっしゃらなくてもけっこうですのよ」


「けっこうじゃなくて」


　そちらこそこちらになにを見せようというのです。そんな大陸間弾だん道どうミサイル二つもお持ちになって。


　近づけばこちらが遠ざかり、遠ざかれば向こうが迫ってくれ、小さな布ぬの地じでおさえた胸むねはたゆたゆと揺ゆれ、興こう奮ふんして血のめぐりが良くなってきたのか、身を乗り出す彼女の肌が桜さくら色いろに染そまって、ますます艶つやっぽくエロっぽくなるから死にたくなった。


「証しよう明めいできまして？」


「あの……あんまり近ちか寄よらないで……」


「どうしてですの？」


　あのね。


　脳のうみそに、また一つ楔くさびを打ち込こまれた感じだった。


　脳内はとっくに赤色信号。雪国はたまらず胡蝶の宮の顔を見返した。その無む防ぼう備びにさらされた乳ちちか腿ももの一つも揉んでさしあげれば証明になるかこんちくしょうと思った瞬しゆん間かん。


「雪国さん」





　鼻血が出た。





　雪国は、淡谷雪国十四歳は、けっきょくそのまま胡蝶の宮に膝ひざ枕まくらをされ、またもプールサイドへ寝ねかされるはめになった。


　なにをしているのだろう。


　目をあければそこにあるたわわな胸のふくらみも、後頭部にあたる太股の感かん触しよくも、雪国は漂ひよう白はくしたようにすべて忘わすれることにつとめた。


　これを幸せと思ってはいけない。いけないったらいけないのだ。


「……すいません……」


「疲つかれてらっしゃるんですから。あまりご無理はなさらないでくださいね」


　ね？　なんて言われても。


「……すいません。やっぱり僕ぼく……帰ります。やることありますし……」


「やること？」


「また、五中の生徒会の手伝いをすることになったんです……」


　雪国は目を閉とじたまま、のぼせた口を動かした。青美の生徒会と手を組める予定が、大おお幅はばに変わってしまったことを忘れてはいけない。


「──まあ。それでしたらあたくしたちをお使いになればよろしいのに」


「えっ？」


　とっさに身を起こしかけた雪国は、またおでこが胡蝶の宮の胸と衝しよう突とつ。すいませんごめんなさいすいませんすいません。


「そうですわよ。舞姫さんたちが身内で組むとおっしゃるなら、あたくしたちローズロワイヤルがお手伝いいたしますわ」


　さも名案とばかりに胡蝶の宮。


　雪国は、額ひたいをおさえて目を瞠みはる。いいのだろうか。


「あら、誰だれの目を気にする必要がございまして？　あたくしたちは生徒会の指し示じを受けない、独どく立りつ独どつ歩ぽの社交ソロリティですのよ」


　自主的に校外活動へ参加すると決めたところで、どこに角が立つわけでもないというのだ。


　たしかに──渡わたりに船の申し出である。


　そらご祭で前面に出たローズロワイヤルが一いつ緒しよなら、企き画かくも盛もり上がる。古葉鳥子の希望を叶かなえる、申し分のない相手だ。


　絡からみ合った糸が、彼女の一声でほぐれて救いの糸に変わる感じだった。


　雪国はあらためてプールサイドに起き上がって正せい座ざした。


「よろしくお願いします」


　頭をさげる。


　今度は鼻血も出なかった。





　暮くれていく町まち並なみの中、マイバッハは約束の坂道で止まった。


　雪国の自じ宅たくまでは、残りあと百メートルほどだろうか。


「どうぞお気をつけて。雪国さん」


「またあらためて、企画を持ってうかがいます。青美女学院まで」


　後部座席から降おり、車中に残る胡蝶の宮と窓まど越ごしに向き直る。


　言ったからには適てき当とうなことはできない。こうなったらＳＥＣにも古葉鳥子にも、本気になって知ち恵えを絞しぼってもらわなければ。もちろん雪国自身も腹はらをくくり直した。


「それでは、ごきげんよう」


「あの──」


　雪国は、とっさに彼女を呼よび止めていた。


　閉まりかけていたリアウィンドウが停止する。胡蝶の宮が雪国を見上げる。


　たくさんのことがあった。いきなり押おしかけられたこと。男ホ色モ認にん定ていされかけて吹ふき出したこと。彼女の水着姿すがたが綺き麗れいで色っぽかったこと。でも、どれも違ちがう。


「ありがとう」


　彼女の思いやりと親切。まずそこに礼を言いたかった。


　後部座席におさまる蝶間林典子は、くすぐったそうに目を細めて笑った。


「雪国さんが、お気を強く持てるなら、あたくしも嬉うれしい。それだけの話ですわ」


　──優やさしい人だった。





　　　　　＊＊＊





　家に帰って、まずＳＥＣに連れん絡らくをとった。後ろからは大だい道どう寺じたちの声も聞こえてくる。


「そういうわけでね芝目くん。ちょっと昨日とは状じよう況きようが変わってきちゃったんだ」


　わいわい、がやがや、まだつるんで遊んでいるようだ。


『…………それはまあ……仕方のない話であるな。助けてもらえるだけよしとするべきだろう』


「うん。泣かないでよ。舞ちゃん抜ぬきだけどがんばろうよ」


『ああがんばるとも！　これはちょっと心の汗あせだ！』


『がっかりは否ひ定ていしないんすね』


『下心』


『貴き様さまら！　外野うるさい！』


　とりあえず連絡終しゆう了りよう。


　お次は古葉鳥子だった。


　雪国が知っているのは、名めい簿ぼに載のっている自じ宅たく番号だけで、一いつ瞬しゆんかけるか迷まよったが、早いうちに了りよう承しようはとっておきたい。


　不ふ機き嫌げんなハードスタディガール。


　コールは三回。電話口に出たのは、幸い鳥子自身だった。


「あ、良かった。もしかしたら塾じゆくかと思ったんだけど」


『…………なんでもいいけど。用って？』


　雪国は、同じ説明を繰くり返した。青美は青美でも、事じ情じようによりソロリティにコネができたことを話してみる。


『…………あのお嬢じよう様さまと組むの？』


「そう。大だい丈じよう夫ぶ。生徒会と比くらべて見み劣おとりするとか、そういうことはぜんぜんないから。ひょっとするともっと派は手でになるかもね。はは」


『…………ふうん。べつにどっちでもいいし。あたしはべつに』


　なぜだろう。反はん応のうの鈍にぶさがもどかしい。


「がんばろう。きっといいのができるよ。そうだ、今度みんなで集まってさ、企画とか練ろう」


『そういうノリ、嫌きらい』


「あー」


　じゃ、よろしく。静かな最後通告。がちゃん。つーつー。一刀両りよう断だん。


　いっそさわやかなくらいに古葉鳥子だった。


（だ、大丈夫かな!?）


　なにか猛もう烈れつに暴あばれたくなってくるが気のせいだ。きっと気のせいだ。冷静に冷静に。


「……なに電話の前で百面相してんの」


　冷めた声が通りすぎていって、一気に我われにかえれた。


　ちょうど制せい服ふくから着き替がえた舞姫が、リビングのソファに座すわるところだった。


　雪国は鼻はな白じろんで答える。


「そ、相談だよ。人力リバーフェスタの」


「ふーん」


　舞姫はこちらを振ふり返りもしない。勝手にテレビのスイッチをつけている。


「おかげさまでね、一いつ緒しよに組まないかって言う人がみつかったよ」


「そう」


「胡蝶の宮とローズロワイヤルなんだけどね」


「ふーん」


　無関心もいいところだ。少しはライバル勢せい力りよくに思うところがあると思いきや。


　雪国は、少しだけ意地悪に言ってやった。


「……芝目くんたちも、胡蝶の宮で良かったって喜んでたよ。助かったって」


　舞姫の背せ中なかは、なにも語らない。


「……ふーん」


　それだけ。


　気にかけるのもばからしいのかもしれない。こんな適てき当とうな調子では。


「……ところで、そのお菓か子しどうかしたの……？」


　舞姫がなにげなく抱かかえているもの。また祖そ母ぼのお土みや産げだろうか。妙みように高そうなマカロンのつまった菓子箱はなんなのだろう。


　土産物にしてはゼロの数が一つ多いなと気をもんでいると、舞姫は、わざわざ雪国の方をふりかえって、カラフルなマカロンを口いっぱいに頰ほおばってから言った。


「貰もらっふぁ。一駿河蜜から」


　ああ、こんちくしょうめ！





　　　　　＊＊＊





　悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふむ雪国の顔を、頭に思い浮うかべないとやっていられない感じではあった。


（みんな薄はく情じようなんだから）


　舞姫は思い返すたび腹はらがたって腹がたって、出てくる言葉も見つからない。特に弟。ユキグニ。死んじゃえ。死し刑けいだ。


「……会長さま。会長さま。どうされました？」


「え？」


　あわてて我にかえる。


　目の前に長おさ船ふね白びやく夜やのお雛ひな様さま顔と、蛍ほたる柄がらの扇おうぎがあった。


「まあ嫌いや。考え事でございますか？　会長さまともあろう御お方かたが」


「……ごめん」


　生徒会室の鏡のようなテーブルを挟はさみ、彼女はやんわりと微ほほ笑えんでいる。


　打ち合わせの途と中ちゆうでトリップするなどどうかしている。


　白夜が土産にと持参した水みず羊よう羹かんも、切り口を半分残して止まったままだった。


　人力リバーフェスタの出し物を、中部連代表の彼女と話し合っている途中だったのだ。ゆるゆると流れるような長船白夜の語り口を聞いているうちに、ふと考えてしまったのかもしれない。今いま頃ごろ弟たちも、ＳＥＣを交えて盛もり上がっているのだろうなと。


「大丈夫。お任まかせください会長さま。大会は近いですが、会長さまのお役にたてるならばと、各部みなそれぞれ時間を作ると申しております」


「ん。よろしく」


「そういえば私……さきほどふと小耳に挟んだのですが──ただの噂うわさでございましょうか。それならよろしいのですが」


「なに？」


　ぱたぱた、ぱたぱた。扇が、揺ゆれる。


「ローズロワイヤルが、同じイベントに参加されるそうで」


　うわあ。


「……情じよう報ほう、早いなあ」


「あまりに無む体たいな仕打ちではございませんか？　しかも他校の手伝い！　青美生徒会が私どもと名乗りをあげているのを知っておきながら」


「止める権けん利りもボクらにはないけどね」


「ああ口くち惜おしや。私どもなど物の数にも入らぬということですか。くやしくやし」


　パートナーのやる気は十分。順調と言って良かった。


　憤いきどおる長船白夜を部屋から送り出し、自分もついでに生徒会室を出た。


　くやしくやし、か。


　本館の廊ろう下かを歩く途中で見かけたバルコニーは、西日がきついせいか無人だった。ドアの鍵かぎを開けて柵さくの前まで出ると、空調に左右されない夏空の風が吹き付けてくる。


　舞姫は手すりに肘ひじをついて目を伏ふせた。舞姫の体の中を回っているもやもやも、それで少しでも消えてくれるといいなと期待した。


　今までもこうやって、一息ついてのりきってきたのだ。


「──舞姫さま」


「久く我が原はら？」


　背はい後ごに現あらわれた気配は、腹ふく心しんのシノビの少女だった。


「なに。生あ徒会つ室ちじゃ話せないこと？」


「そうですね。中間報ほう告こくです」


　新聞部ネタらしい。舞姫はそのまま居い眠ねむりをするふりをして、あえて下を向いたまま振り返らなかった。


「話して」


　一いつ拍ぱくおいて、久我原さゆねは語りだした。


「──まず、一つ目です。あの記事に付けられた写真は、どうやら外部との取引で入手したと見て間ま違ちがいないようですね」


「部内のカメラマンじゃないって？」


「そうです。ガードは堅かたいですが、逆ぎやくに新聞部内でもネタの出所や価か値ちがよくわかっていないのかもしれません」


「どういうこと？」


　横目に久我原さゆねへ問う。


「はい。ワタクシが考えるに、自前の撮さつ影えい部隊か、たしかな筋すじから入手した代しろ物ものなら、この程てい度どの騒さわぎで放置しておく方が不自然です。ワタクシが編へん集しゆうデスクなら、追加の裏うら付づけ取材を山とした上で、一面ですっぱ抜ぬきます」


「まあ、そうだ」


　同意はする。実じつ現げんしていたらぞっとしない話だが。


「そうしないのは、自信がないからでしょう。ネタの出所も信しん憑ぴよう性せいも、新聞部自身がつかみきれていない。ですから青美日につ報ぽうでも、一面ではなく芸げい能のう・社交欄らんでお茶を濁にごすような中ちゆう途と半はん端ぱな真ま似ねしかしなかったのです」


「じゃあ、どういう形で手に入れたんだろう。その写真……」


「ワタクシの想そう像ぞうですが。肝かん心じんの女じよ装そうの理由の方のディテールがおざなりなところを見ると、本当に写真一枚まいだけを偶ぐう然ぜん手にいれたように思えます」


「匿とく名めいの投とう稿こうとか？」


「あるいは、捨すててあったものを拾ったか……」


　舞姫たちは黙だまりこんだ。


　青美学院は緑が深い。前にも増ましてセミの音が際きわだって聞こえる。あらためて舞姫は、はじめに騒ぎにしなかった雪国の判はん断だんに安あん堵どするしかなかった。あそこがすべての分ぶん岐き点てんだったのだ。


　しかし誰だれなのだろう。とにかく写真を撮とった人間はいるのだ。写真だけを撮って、自分の写真がおもしろおかしく使われている青美日報を、何も言わずに見つめているかもしれない『Ｘ』氏が──。


「……ちょっと気持ち悪いね」


「引き続き調べます」


「お願い」


　頼たのみと一いつ緒しよに、ため息がこぼれた。


「それと舞姫さま。もう一つよろしいでしょうか」


「なに？」


「あまりご無理をなさいませんように。ワタクシからもお願いいたします」


　舞姫は、苦く笑しよう気味に振り返った。


「……なんだ。そんな危あぶなっかしく見える？　ボク」


「ええ」


　彼女は少し変わったのかもしれない。


　正直に口に出すようになった。


「ユキグニ甘あまやかすのに慣なれちゃった？　これっくらいのピンチ。似にたようなのはいくらでもあったじゃないか。種類はぜんぜん違うけどさ」


「ええ。その経けい験けんから来る提てい言げんと思ってください。舞姫さまが壊こわれてしまってから気づくのは、もう嫌いやですから」


　舞姫は、生き真ま面じ目めに唱える久我原さゆねの肩かたに額ひたいを寄よせた。


　寄せられる肩があるのがありがたかった。


　ありがとうと言うかわりに、しばらくそのままセミの声を聞いていた。シノビの少女はじっと、肩を貸し続けてくれた。





　彼女の言葉に甘えて、先に帰ることにした。


　ごきげんよう。さようなら若わか光ひかるのおヽ兄ヽさヽまヽ──まだおさまらない好意と好こう奇き心しんの入り交じった挨あい拶さつに生返事をして、舞姫は本館を出て校門を目指す。


　その中で舞姫は、妙みような人間を見つけてしまったのだ。


「……なにしてるの？」


「ひっ」


　文字通り『妙な人間』の一駿河蜜は、十センチほど飛び上がった。


「な、な、なんで先せん輩ぱいが来るんですかぁ！」


「来ちゃいけなかった？」


「後ろから声をかけられることは想定外です！」


　それは悪いことをした。


　彼女はなぜか、校門へ続く並なみ木き道みちの植え込こみにしゃがみこんでいたのだ。その小さな胸むねに指定の鞄かばんを抱かかえ、一定方向へ流れていく生徒の一人一人を真しん剣けんに見み据すえ、まるで誰か来るのを待ちかまえていたように見えたのだ。


「あ、誰かつかまえるつもりだったらお邪じや魔まするけど」


「ちょっと！」


　がっしとブラウスの裾すそをつかまれる。なんだ自分でいいのか。


「昨日のマカロン、おいしかったよ。ありがとう」


「べつに、余あまり物ですから。そういうのにいちいちお礼とか、言わなくていいです」


　赤い顔でふてくされている。


　このまま貰もらいっぱなしというのもあれなので、舞姫は少し考えた。


「おかえし。これ」


　言って、制せい服ふくのポケットに入れていたイチゴのキャンデーを渡わたしてあげた。


「……安っぽい飴あめですね」


「だね」


「舌した、赤くなりそうです」


　キミの推すい理りは間ま違ちがってないよ。百円ショップの袋ふくろアメだ。


　高いものがあまり好きでないと聞いているから、これでもいいだろう。前にもあげて好こう評ひようだった気もするし。


　蜜はううんと眉み間けんに皺しわを寄よせたあと、こそこそとそのアメの包み紙をはがしだし、その場でイチゴ色の粒つぶを口に入れた。


　はじめは無言で神しん妙みような顔だった。一いつ瞬しゆんまずいのかと不安にもなった。しかしもこもこと口の中でアメを転がしていくうちに、イチゴの甘味が口いっぱいに広がってきたらしく、合わせてぱっと顔全体が明るくなった。


（……おいしいんだな）


　全身でイチゴアメを堪たん能のうしているらしい少女の微び笑しようは、素す直なおに舞姫の胸をあたたかくした。


「楽しみだな」


「なんれす？」


「土曜日」


　一駿河蜜は、まるでアメを喉のどにつまらせたような顔をした。


「……だいじょうぶ？」


「…………う、く、けふっ、ほ、ほんとにですかっ」


　むせる蜜。舞姫はうなずいた。


　こうなったらもう、とことん楽しんで雪国を悔くやしがらせてやろうと思った。


「くっくっく、いまにみておれユキグニめ……」


「……せ、先輩？」


「越えち後ご屋や。おぬしもワルよのう」


　時じ代だい劇げきの悪代官のように、舞姫は笑い続けた。
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「──古葉さん！　土曜日ヒマ？　みんなで家あつまって会議しよう！」


「は？」


「がんばらないとまずいって！」


　一方雪国は、燃もえて鳥子に嫌がられていた。
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「蜜はですね、まずアドベンチャーランドに行きたいんです」


　あらためて蜜は、週末に行く遊園地のガイドブックを取り出して力説した。


　二人で行く『ひなげしハイランド』は、空そら舟ふね市の隣となりの市にあるテーマパークだ。園内は主にメルヘンパークとアドベンチャーランドの二つのエリアにわかれていて、アドベンチャーランドの構こう成せいは絶ぜつ叫きようマシンや体感型アトラクションなどスピード感が売りのものが多い。可か愛わいらしい乗り物やパレードは、もっぱらメルヘンパークだ。


「メルヘンじゃなくていいの？」


「いいんです。あそこにはあれがないですから」


「あれ？」


　蜜は、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた琥こ珀はく色いろの目をカッと見開き、一世一代の覚かく悟ごとばかりにガイドブックをつきつけた。


「メガ、ダブルドーナツ……」


「全米震しん撼かんのトップハット・ドーナツ。グループ日本初上陸。しかもひなげしハイランドのアドベンチャーランド限げん定てい販はん売ばいです」


　大きさにして子供の顔ぐらいあるドーナツが二つ、どぎついオレンジ色のクリームを挟はさんで粉こな砂ざ糖とうを振ふりかけてある代しろ物ものだった。


「……蜜、ラスベガスにいた頃ころ、食べたことがあるんです。あの頃は大きすぎて、両手でも持ちきれなくてけっきょくナイフで切ってもらってから食べたんです。さすがはサイズが自じ慢まんのトップハット。食べても食べても減へりませんでした。夢ゆめに出てくるぐらいでした。ヒマワリ油をふんだんに使って揚あげたドーナツはどこまでもシンプルに甘くてですね、そのくせクリームはパンプキンクリームに隠かくし味のナッツがポイントなんです。もう一度食べればあれは、ヘイゼルナッツとピーカンナッツのミックスでダブルドーナツの名にふさわしいことを証しよう明めいできると思うんです！」


「へえ……そう……」


「ここを押さえたら次はここです。ゲート前のお店のホットドッグ」


「なんか妙にでかいんだけど……」


「ジュースとアイスなら、こちらのビッグストロームトロピカルフロートを頼たのめばいいと思うんです」


「やっぱでかいんだけど……」


　それはビールジョッキにかき氷のブルーハワイがなみなみと満たされ、イチゴ色のソフトクリームが天高くとぐろを巻まいていた。


「トッピングで好きなグミが選べるんですよ？」


「いや好きにと言われても……」


「あとはですね──」


　機き関かん銃じゆうのようにあとからあとから園内のグルメポイントを説明していく一駿河蜜。彼女の目の前には、朝から回る店のルートがすべてできあがっているようだ。


　ようするにあれか。


　この子は園内食べ歩きがしたいのか。しかもＢ級限げん定てい。


　しだいに喋しやべらなくなっていった舞姫に気づいたのか、蜜が真っ赤になって首を振った。


「も、もちろん、それだけじゃないですよ？　こんなのちょっとした余よ興きようみたいなものですし。先せん輩ぱいと一いつ緒しよにジェットコースターにもちゃんと乗りますし、それからメルヘンパーク行ってパレードも見ます。観かん覧らん車しやにも乗ります。食べるだけじゃないですから。信じてくださいお願いします！」


「……ああ、うん、わかった。全部つきあうから、安心してっていうか……」


「ほんとにもう……」


　照れ隠かくしのように口をとがらせている。


「あっ」


　今度はなんだ一駿河蜜。


「先輩、おうちに帽ぼう子しありますか!?」


「ごめん意味ぜんぜんわからない」


「トップハットでドーナツ頼む時に、帽子かぶってないとオマケのチョコが貰もらえません。キャンペーンなんです」


「ああ、そっか」


　なるほど。そのオマケが欲ほしいのか。


　それなら蜜が頼む時用のものがあればいいじゃないかと言おうとして、まるでそれを先読みしたように蜜が。


「………………………………チョコは、味が二種類あるんです……」


　自分がものすごく悪いことを考えたような気になった。なんて顔をしてくれるのだこの子は。


「わかった。わかったよ一駿河さん」


　帽子。帽子があればいいのだなとにかく。


　この世の終わりのような顔をしている蜜のつむじに、舞姫は声をかけることしかできなかった。


　生徒会の若光の君が振り回されるのか。ソロリティの二年生に。


　弟の趣しゆ味み──それは時に不思議すぎるなと舞姫は思う。


「……いっけない。もうこんな時間です。お姉様が呼よんでるんでした」


「戻もどるの？」


「ええ。ソロリティ舎しやに」


　あわてて鞄かばんに遊園地ガイドをしまっている。


「そういえば、なにかボクに用事あったんじゃないの？」


「いいんですもう」


　ふりかえりぎわ、蜜は首を振った。


「今ので全部、用事すんじゃいましたから」


　それだけ言って、走り出していく。


　ふと週末の天気予よ報ほうをちゃんと見てみようかと舞姫は思った。


　わざわざ校内で待まち伏ぶせして、ドーナツのオマケが欲しいのだと言いにくる、そんな彼女の顔が、雨で曇くもらないように。


　ドーナツ注文用の帽子も忘わすれないように。
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「あたしそういうのやだって言ってるでしょ！」


「古葉さん！　はいこれうちまでの地図！」


「淡谷！」
















　　第３章　週末の天気は







　そして、週末がやってきた。


　雪ゆき国ぐにがメンバーの待ち合わせ場所に指定したのは、一いち応おう一番わかりやすく自宅近くのバス停だった。


「あ、会長だ」


「発見」


「おーい。芝しば目めくーん。君で最後だよー」


「…………っとに、坂道、だらけだな、こっちの方は！」


　はじめに坂を登ってくる芝目を見つけたのは大だい道どう寺じ。続いて豆まめ坂さかだ。


　雪国は手を振ふる。私服に日よけのキャップをかぶった芝目夏なつ彦ひこは、自転車のサドルの上、汗あせをかきかきうめいてきた。


「一気に登らないと疲つかれるよ。途と中ちゆうで足ついたら最後」


「ああ学習したともさ。ところでなんだ。来ると言った古こ葉ば嬢じようの姿すがたが見あたらんのだが……」


「それは、あっち」


　雪国は、言って後ろを指し示しめす。


　五メートルほど離はなれたバス停のベンチに、ひとりリング式の単語カードをめくって座すわっている古葉鳥とり子こを見せてやる。


「……なんかバス来たらそのまま乗って帰りそうだぞ……？」


「そうかな。おーい古葉さん」


「おい淡あわ谷や弟！」


　雪国が軽く呼びかけると、鳥子はゆっくりと顔を上げた。


　トレードマークのポニーテールに、シンプルなカットソーとジーンズという私服姿。凛り々りしい面おも立だちの彼女にはよく似に合あう。


「……あたし、ほんとこういうノリって嫌きらいなんだけど……」


「だめだよ。みんなで考えないといいアイデアなんて出てこないよ」


「The prisoner who escaped three days ago is still at large.」


「〝三日前に脱だつ走そうした囚しゆう人じんは、まだつかまっていない〟」


　くっ、と古葉鳥子が唇くちびるを嚙かむ。


　雪国は芝目たちに振り返った。


「ね、行くって」


「お前らわけわからんぞ……？」





　家の庭の充じゆう実じつぶりは、案あんの定じようＳＥＣにからかわれた。


　門柱からはじまる庭木や鉢はち花ばなの数々に、いちいち芝目は呆あきれた声をあげてくる。


「おいこれ……まさか淡谷弟が一人で面めん倒どうみてるのか？」


「そうだよもちろん。あっ、だめだめ葉っぱには触さわらないで！　傷いたむから！　そこ！　大道寺くんたちも！」


「へ？」


　すでに大道寺と豆坂の二人は、垣かき根ねにからまる蔓つる薔ば薇らの棘とげをむしって遊んでいて、鼻の頭に棘をくっつけて『サイ！』『ハチ！』などと一発芸を披ひ露ろうし合っているのだった。


「あー、いやごめん悪いっすね淡谷オトート。こういうの見るとついと癖くせで……」


「……………………僕ぼくの、コーネリア……」


「こっちの建物は離れってやつっすか？　いいなあ兄あに貴きん家ちはいろいろあって！」


「コーネリア、コーネリア、コーネリアあああああ……痛かったよねえ……ううう」


「あれ？　なんかなか真っ暗で血だまりっぽい……ひいっ！　死体！　死体っぽいのが！　い、いんすかこれ!?」


　園芸家の魂たましいはいつも孤独だと思う。大道寺は修しゆ羅ら場ば真っ最中な祖そ母ぼの仕事場をのぞいてしまったようだ。そのまま死体の第一発見者になって祖母の小説に登場しろと思った。


　むりやり家へあげてリビングへ押おし込こんでも、やはりうるさいものはうるさかった。


「居い間まだー」


「テレビがでかいぞー」


「洗せん濯たく物もの」


「なにどれだ豆坂構こう成せい員いん！」


　リビングの窓まどにはりつき、三人そろって庭の物もの干ほし台に揺ゆれる家族の洗濯物を見物している。


　いったいなにをしに来たのだろう。


「なあなあ淡谷、あのＴシャツはもしかして兄貴」


「僕の」


「あっちの靴くつ下したは」


「僕の」


「短パン……」


「僕の」


「まさかあのピンクピンクなシュミーズは……」


「ごめんそれも僕」


　着ていたものだ。青せい美びに潜せん入にゆうしていた時に。


　芝目は、お預あずけをくらう犬のようにせつない顔で雪国を見た。


「もっとこうサービス精せい神しんはないのか！」


　なんのサービスだ。


「サービスはサービスだ！　顧こ客きやくのニーズに応こたえサプライズと充実感を与あたえる奉ほう仕し的精神とか！」


「じゃあ言わないでおいたけど言っとくよ。芝目くんが最初に目ぇ付けてた腰こし巻まきはうちのおばあちゃんのだ！」


　リビングが一いつ瞬しゆん静かになった。


　芝目は応おう接せつセットのソファに腰掛かけ、膝ひざに拳こぶしを置いたままじっと動かなかった。左右に大道寺と豆坂が並ならんだ。黙だまって背せ中なかを叩たたいている。


「一いち応おうほら、オンナノコもいるんだからさあ……」


　あんまりアホというかきわどいネタはね。やめにしようよ。ね？


　その古葉鳥子と言えば、馬ば鹿かが馬鹿をして馬鹿を言っていることなど端はなから耳に入れていないのか、カウンターに重ねて置かれた祖母の著ちよ作さくや新しん刊かんをじっと眺ながめていた。


「淡谷猶なお彦ひこって作家、知ってる？」


　鳥子が素す早ばやく振ふり返る。雪国は笑った。


「知らないか。知らないよね。それね、みんなうちのおばあちゃんが書いたんだよ。最後みーんな死んじゃうような縁えん起ぎ悪いのばっかなんだけどね」


「…………なにそれ」


　鳥子は怖こわい顔で睨にらんでくる。そうだろうな。普ふ通つうはいい気はしないものだ。


　そもそも片かた付づけないでおいたのがいけないのだと、雪国は放置していた本をまとめて近くの紙かみ袋ぶくろの中に放ほうり込んだ。


　これでよし。


　そこに──姉の舞まい姫ひめが二階から降おりてきた。


（──あ──）


　雪国は思わず止まる。


　舞姫は、リアル舞姫として長いカツラをかぶり、胸むねの下でリボンを寄よせた女の子らしいワンピースを着こんでいた。頭にはちょこんと帽ぼう子し。隣となりのダイニングキッチンに入って、冷れい蔵ぞう庫この麦むぎ茶ちやを飲みはじめた。


　どうして自分は、普通に家の中にいるだけなのに、こんなに気まずい気分になるのだろう。


「え、えっと、兄あに貴き……であるよな」


　声をかけたのは、芝目だ。


　舞姫の冷めた目が、コップに口をつける途と中ちゆうで静かに芝目へと向けられる。


「……そうだけど」


「や、やあ。お邪じや魔まさせてもらっているぞ」


「みたいだね」


「ひ、ひさしぶりではないか」


「そうだね」


　舞い上がっているのだろうか。気が動転しているのだろうか。芝目の挙動はどこまでも落ち着かない。


「楽しい？　みんなで」


「も、もちろんだとも！」


「ふーん……」


　兄貴に会えるからだとか、せめてそれぐらい言ってやれればいいのに。


「し、しかしだな。兄貴もそんな気合い入ったフリフリ着てると──」


「着てると？」


「本当に女の子みたいに見えるであるな！」


　舞姫は、飲み終わったコップを流しへ入れた。


　一言。


「デートだから」


　こつん、とステンレスの底にコップが触ふれる音まで響ひびいた気がした。


　芝目はまた硬こう直ちよくする。大道寺が黙って両手で顔を覆おおった。豆坂がいたたまれないように中空へ向けてマッスルポーズを取る。


　鳥子はそもそも状じよう況きようがわかっていない。


「じゃね」


　このあとどんな修しゆ羅ら場ばがはじまるかなんて、彼女は知らない。





　　　　　＊＊＊





（ばか）


　舞姫は口の中でつぶやいた。


　空そら舟ふね市外へ向かう各駅列車は、ちょうどすべての座ざ席せきが埋うまって、何人かつり革かわをつかむ人が出てきていた。


　なにが「もちろんだとも」だ、あの薄はく情じよう者め。


　煮えくりかえりながらも二つ目の駅あたりで、お腹なかの大きい妊にん婦ぷさんが乗り込んできたので、舞姫はそのまま席を譲ゆずった。


「ありがとう」


　肩かたにかけたトートバッグのポケットから、赤いお守まもりがはみ出てチリチリと鈴すずを鳴らす。


　妊婦なお姉さんは、かなり人なつっこい人のようだった。


「ね、どこか遊びに行くの？」


「……はい。ひなげしハイランドまで……」


「そう。私のお友達の家もね、遊園地の近くにあるの。これから顔見せに行こうと思って」


　笑う女じよ性せいに相づちを打ちつつ、舞姫の中では相変わらず『ばか』が優ゆう勢せいだった。


　あのまま家で雪国たちの話を聞いているのがいたたまれなくて、待ち合わせには早いのを覚かく悟ごで出てきてしまったのだ。


　今日はめいっぱい楽しむのだと思えば、少しだけ気が楽になった。こちらだって遊んで食べて楽しんで。一い駿する河が蜜みつと一いつ緒しよに。それでしか解かい消しようできそうにない。


（キスぐらいしちゃおうかな）


　物ぶつ騒そうな案まで頭をめぐりはじめる、その時だ。


　──ひなげしハイランド前──ひなげしハイランド前──。


　車しや掌しようのアナウンスが入った。車内のカップルや家族連れの大半が立ち上がり、ホームから改札を目指す。


　舞姫も後に続こうとして、目の前にいた妊婦さんが、そのままホームのベンチに座すわり直してしまうのに気がついた。


「……行かないんですか？」


「私は、あせらないから。いま改札に出ていったら大変そう」


　なるほどな、と思う。なにせこの人ひと混ごみである。


「おとーさーん！　じぇっとこーすたー、じぇっとこーすたー！」「逃にげてかないから落ち着きなさい！」「にげる、にげる、にーげーるー！」「まーまー、どこまーまー！」「母さん茂しげるどこいった!?」「じぇーっとこーすた──────っ！」こんな調子の改札に突つっ込んでいったら、あっというまに押しつぶされてしまいそうだ。


　会え釈しやくをして人の波に乗った。


　遊園地側の改札を出れば、すぐにひなげしハイランドの入場ゲートが見えてくる。そろいの旗がなびくカラー煉れん瓦がのゲート前広場は、開園まもないとあって混んでいた。赤い観かん覧らん車しやが回るのはメルヘンランド。遠くアドベンチャーランドのジェットコースターもレールを走りはじめているようだ。


　一駿河蜜との待ち合わせ場所は、その広場にある花時計の前のはずだった。


　そして舞姫は、約束の花に縁ふち取どられた時計と一緒に、一駿河蜜の姿すがたを見かけてしまったのだ。


（ばか──）


　ぴかぴかとびきりの笑え顔がおで声をかけようと思った意い欲よくや打算は、その瞬しゆん間かん吹ふっ飛んだ。


　だめだ。


　自分、大馬ば鹿かだ。


　一駿河蜜は、家に居づらくて早めに来てしまった舞姫よりもさらに早く、広場に到とう着ちやくしていたようだった。甘あまい外見によく似に合あう気合いの入ったボレロとミニスカートを身につけていた。ベレー帽ぼうからのぞく髪かみの編あみ込こみは、誰だれかに手伝ってもらったとしてもものすごく手間がかかっただろう。


　ときどき手元の籠かごバッグからガイドを取り出して、頭の中で一日のスケジュールを回転させて、赤くなったり青くなったり。目の前で男の子が転んでしまえば、あわてて助け起こして、そうしてまた自分はそわそわ、そわそわ、一歩も動かず同じ場所を回って百面相を続けているのだ。


　こんなに楽しみにしているのに。


　ただ食べ歩きがしたいだけなんて、そんなことはない。


（だめだよ、ボク）


　この気持ちは踏ふみにじってはいけない。


　いくら雪国に腹はらがたっても踏みにじってはいけない。


　たとえ自分の名前が淡谷舞姫でも。彼女が待っている人の名前が淡谷舞姫でも。それでも彼女が待っているのは自分ではない。


　自分ではないだろう？


「あ、先せん輩ぱい！　ここですここ！」


　名前を呼よばれて、舞姫は恥はずかしいようないたたまれないような思いにかられて泣き出したくなった。


　思わず一歩、後ずさる。


「せ、先輩？」


　お願い。そんなに心配そうな顔しないで。


　違ちがうから。ぜんぶみんな違うから。


「…………ごめん」


「え？」


「ごめん！　忘わすれ物したからちょっと待ってて！」


　舞姫は、そのまま背せを向け改札へ逆ぎやく戻もどりした。


　蜜の声が響ひびく。


「ちょっと先輩。忘れ物って。もう遊園地あいちゃってますよ──────っ！」


　忘れ物を。


　ユキグニの本体を、一秒でも早くここに連れてこないと。





「わっと」


「すいません！」


　切きつ符ぷを買って改札をくぐった。舞姫は謝あやまりながら、人の流れに逆走するのがもどかしくてたまらなかった。


　次に来る空舟行きの電車はいつだろう。


　一度電車から降おりた人をすべて吐はき出してしまえば、ホームにたたずむ人ひと影かげは少なくなる。空っぽになった駅ホームに走り込み、蒸むれて重たいカツラを投げ捨すてたくなるのをぐっとがまんし、電光掲けい示じ板ばんを見上げて息をついた。


「……十五分、後」


　長いような短いような。


　そのままベンチに腰こし掛かける。


　そしていざ座すわって周りを見み渡わたしてみると、背中合わせの反対側の座ざ席せきに、まだ人が座っていた。


「……だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ」


「…………あ」


　ため息のような返事がかろうじて。


　あの妊にん婦ぷさんだ。


　しかも彼女、妙みように苦しそうに身をかがめているのである。


「……ちょっと、お腹なかの調子が、きつくて……」


　舞姫は血の気が引く思いだった。


　あわててホームの端はしにいた駅員を呼ぶ。そこから先はもう大おお騒さわぎだった。他の駅員も集まって来たり、救急車が来たり、舞姫は隣となりに付き添そって汗あせを拭ふいてあげたり。


「もう大丈夫だから。がんばって」


「…………ありが、とう……」


「それじゃ、ボクは……」


　任まかせて現げん場ばを離はなれようとしたら、かくんと体を引っ張ぱられた。


　見れば担たん架かの上でうんうんうなる妊婦さんが、よりにもよって舞姫のワンピースのリボンを、思い切り強く握にぎりしめていたのだ。


「え、あ、あの、おねーさん。手が。手が──」


「君ね、妹さんなんだろう？　ちゃんとお姉さんに付き添ってあげなきゃダメじゃないか」


「はっ？」


「乗って乗って。病院までね」


「はあっ？」


　産まれるう、と唸うなる妊婦さんの声。


「ちょっと。ちょっとちょっと。駅員さんおねーさん待って」


　待って。


「急いで。空舟レディスクリニック。大だい至し急きゆうね」


　ヘルプミイ！





　　　　　＊＊＊





「……えすいーしーはー、すべてのおじょうさんのみかたー」


　ころん、と歯形のついた鉛えん筆ぴつが、リビングテーブルの上を転がっていった。


　芝目はそのまま覆おおいかぶさるように、テーブルの上へと突つっ伏ぷした。


　そうかい。味方なのかい。


　あれから一いち応おう、リビングで『企き画かく会議』をはじめてはみたのだが、五分おきに彼はこんなことを言っているような気がする。


　目はひたすらうつろ。耳や鼻や口から、煙けむり状じようのなにかが吹ふき出ているような。


「ねえ、芝目くん」


「ひーほー」


「芝目くん」


「ほひほー」


「芝目くん？」


「ぽっぽー」


　鳩はとだ。


　隣に座る古葉鳥子の眉み間けんの皺しわが、いっそう深く険けわしくなって止まった。いわゆる『なにこのバカっぽい物体』とでも言いたげに。大道寺はもう放っておけと思っているようだ。


　しかし野や次じ馬うま気分の大道寺たちはともかく、雪国もあまり人のことは言えない感じだった。


　なにせ今いま頃ごろ舞姫は、蜜と一いつ緒しよに遊園地で楽しくやっているはずなのだ。そこでのことを考えると、落ち着かなくて腹はらだたしくて、いてもたってもいられなくなるのである。


（ま、舞ちゃんって僕ぼくと違ちがってすんごいモテるしさ）


　相手は驚きよう異いのモテキング。蜜にかぎってそれはないとは思うが、雪国などには及びもつかない超ちよう絶ぜつテクニックで蜜がめろめろにされてしまっていたらどうしよう。


　考えれば考えるほど想そう像ぞうはいけない方向へ傾かたむいていき、いやだめ、そこはだめよと目の前の課題に集中するが。最後はけっきょく。


「「だめだ！　そこで肩かたに手はだめだ！」」


　思い切り芝目と声がかぶった。


「は？」


　うつろな目の芝目と顔を見合わせる。こちらは思わず『夕ゆう陽ひの見える観かん覧らん車しやで蜜と舞姫が二人きり』のシーンを想像してしまって悶もだえていたのだが、まさか芝目まで。


「芝目くん。芝目くん。集中しようよ集中」


「あ、ああ……」


　集中だ。


　考えるべきは人力リバーフェスタ。


　歌にダンスにお茶に花。


　そしてまた鉛筆やシャープペンをくわえて、目の前のネタ出しに集中するも。


「「くそっ、外げ道どうめ！」」


　また声がかぶった。


　いったいなんの想像をしているんだ芝目夏彦。


「淡谷、大だい丈じよう夫ぶか……？」


「それはこっちのセリフだよ……」


　落ち着かないことこの上なかった。


　そうして悶えて転げて想像だけがたくましくなって、何度か芝目と一緒に奇き声せいをあげて、古葉鳥子にブリザードのような冷たい目で睨にらまれること数回。


　リビングの電話が鳴った。


「淡谷。電話だ」


「わかった。出るから……」


　雪国が立ち上がって電話台へ近づいた瞬しゆん間かん、冷えた風が吹いた。


「────────────どーんとたっちざてれふぉぉぉぉーん！」


　地じ獄ごくの底から響ひびく声がして、受話器が上からふさがれた。


　ずるり。乱みだれた着物の腕うでが、床ゆかから真まっ直すぐにのびていた。さらに枯かれた五本の指が、鳴り響く電話の受話器をがっちりおさえてガードしている。祖そ母ぼだ。祖母の菜な穂お子こが床を這はい進んできたのだ。


　頭から仮か眠みん用の布ふ団とんをかぶり、ＦＡＸ付きの電話機を食らいつくように抱かかえ込むと、床の上でくつくつと笑っている。


「……お、おばあちゃん……」


「なあにをやっているかねえこの子は。ひひひ。ひひひひひひひひひひ。そんなことしたら出ちまうじゃないか。電話に出たらつかまっちまうじゃないかこのあたしが。させないよ。ぜったいにさせないよ」


　電話のベルが、彼女の腕の中で留る守す電でんメッセージに切り替かわった。


『──もしもし、もしもし、こちら編へん集しゆうの岩いわ村むらです。先生、いるんでしょ。ねえわかってるんですからね。あと二時間ですよ二時間！　ねえ！』


「だーれが出てやるかいーっひっひっひ！」


　嘲あざける祖母。声が完全にひきつっている。


　思わず一歩さがった雪国を待っていたのは、仲間たちの怯おびえきったまなざしだ。


「……あ、淡谷弟。あれは、あれはいったい……」


「妖よう怪かい」


「────ようか」


「別名しめきり破やぶり」


　なにしろ恐おそろしい妖怪である。気は立っているし、理り屈くつは通じないし、ああなってしまった妖怪をヒトに戻もどすのは至し難なんの業わざである。
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「のう雪国や。あたしゃこれからもうちょっと仕事をせにゃならんのだよ」


「ああうん、そうだね……」


「それでもな、この忌いま々いましい電話は鳴り続けると思うんだよ。りんりんと」


「だろうね……」


「おまじないをかけておいてあげようね。決して出てはいけないよ」


　祖母は電話をフローリングの床に置くと、かぶっていた布団を上からかけた。わん・つー・すりー。順番に指を立てて念波を飛ばしている。おまじないのつもりらしい。


　またずるずると這い進んで、リビングを出て行く。


　それからも電話は何回か鳴り、祖母がかけた封ふう印いんの布団の中でくぐもった留守電メッセージを響かせていたが、さすがに出る気にはなれなかった。





　　　　　＊＊＊





　──ただいま留守にしております。御ご用ようの方はピーという発信音のあとに──。


（だあっ！　なんで！）


　舞姫は何度目かの空から振ぶりに、とうとうキレて受話器をフックへ叩たたきつけた。


　どうしてこんな時にかぎって、誰だれも電話に出ないのだろう。みんな家で会議をしているのではないのか？


　派は手でな音をたててしまい、周りにいた妊にん婦ぷさんや看かん護ご師しさんがいっせいにこちらを見る。あせりばかりがこみあげる。


「静かにね。病院なんだから」


「すいません……」


　それどころじゃないっての。


　舞姫は救急車に揺ゆられ続け、来たこともない県内の産婦人科病院にいた。やっと奥おくさんが産科の分ぶん娩べん室に入ってくれたので、速そつ攻こうで電話をかけにロビーへ走っても、肝かん心じんの家うちに電話がつながらないのである。


（もう直ちよく接せつ行った方が早い？）


　思って病院を抜ぬけ出そうとすると。


「──舞姫ちゃん──どこ行くの──？」


　またこれだ。


　ぎくりと肩かたをすくめる先。振り返ればそこには、長なが椅い子すに座った背せ広びろの旦だん那なさんが、幽ゆう霊れいのようにこちらをうかがっているのである。


「おねーさんは……」


「闘っていますよ妻つまは。今も分娩室で。予定よりずいぶん早いのに！　僕にはなにもできない！　嗚あ呼あなんにも」


　この人に連れん絡らくをつけるのもまたまどろっこしいというか大変だったのだ。


　最初に行くはずの産院が満まん床しようで、かわりに入った病院の場所を旦那さんが盛せい大だいに間ま違ちがえて、やっとロビーに駆かけ込こんできてくれた頃ころには、持病らしい喘ぜん息そくの発作なんかもはじまって死人みたいな顔色になっていたのだ。


　喋しやべる合間に興こう奮ふんしてきたらしく、内服の薬をかみ砕くだき、噴ふん霧む式の吸きゆう入にゆう器きまでくわえだす旦那さん。


「だ、だいじょぶ？」


「大だい丈じよう夫ぶかどうかは神様だけが知っているでしょう。僕らにできるのは──」


　しゅこー。


　吸すって、止めて、鼻から吐はいて。


「僕らにできるのは祈いのることだけ！」


　いやどちらかというとあなたが心配なのですが。


「ね、妹さんなんでしょうあなた。お義に兄いさんについててあげて。落ち着かせてあげて」


「そんな看護師さんボク──」


「大丈夫ほらクスリ効きいてきましたよほらほらほらほら」


　震ふるえてますよなんか。


「僕が死んだら妻と子は助かるかなあ」


「考えが後ろ向きだよ！」


「トレードだトレード。魂たましいの物々交こう換かん」


「わかった。わかった一いつ緒しよにがんばろう！　ね！」


「神よ！　カモン死神カモン！」


「病院でなんてこと言うんだよ！」
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　とるるるん。


　とるるるん。


　耳をすませば、やはり聞こえてくる。布ふ団とんの下から電話の音。


「やめなさいよ、淡谷。出ちゃダメって言われたんでしょ？」


　鳥子が声をひそめてささやいた。


「うん。そうなんだけどさ。ありがとう古葉さん」


「気持ち悪いこと言わないでいいから！」


　しっかりした人のようでも、女の子なのだなと思う。すっかり心細そうで、意外というか少し可か愛わいい。


　たしかにあんな妖よう怪かいに釘くぎを刺さされれば、誰も手を出したくないのが人にん情じようだ。雪国とて怖こわい。しかし、いくらなんでも限げん界かいだろう。粘ねばり腰ごしの編へん集しゆう部ぶにできない祖そ母ぼに。今度ばかりは祖母も覚かく悟ごを決めて、申し開きの一つもすればいいのだ。


　意を決して封ふう印いんの布団をはがし、鳴り続ける電話の受話器を取った。はい淡谷。


『…………あの、もしもし。わたくし一駿河と申します』


　ぶっと吹ふき出しそうになった。


「い、い、一駿河さん!?」


『そうです。あの、先せん輩ぱいの……弟さんですよね？』


「そう。そうだけ、ど……」


　なにかあったのか？


「どうしたの？　舞ちゃんになにかあったの？」


『そ、それが……先輩、いきなりいなくなっちゃいまして』


　また叫さけびそうになった。


　自分の妄もう想そうの中で大変な目にあっていたはずの女の子が、それよりもっとシリアスな声で状じよう況きようを伝えてくるのだ。


　なんでも蜜いわく、舞姫が待ち合わせの時間より妙みように早くやってきたかと思ったら、忘わすれ物をしたから待っていろとだけ言い残してＵターンされてしまったのだという。


　朝にはかんかん照りだった夏空も、今では妙に雲が多く夕立の気配さえしてきていた。


　その待ち合わせ時間と、現げん在ざいの時計の時じ刻こくを見み比くらべて、雪国は目を回しかける。いったい何時間待っている計算になるだろう。


（まさか舞ちゃん、すっぽかす気？）


　よぎった仮か説せつに、背せ筋すじが冷えた。


　そんなまさか。いくらなんでも。


　ケンカ中の雪国にかわって遊園地に行くだけではなく、そのふりをしてすっぽかしてしまう方がよほど雪国へのダメージになると？


　でもずっと取れなかった電話。もしあのメッセージの山のいくつかに、舞姫のメッセージが混まじっていたとしたら？


　わからない。迷まよう間も蜜は受話器の向こうで、鼻をすすりだしていた。


『……先輩、携けい帯たいとか持たない人ですよね。だからいつまで待てばいいのかとか、ぜんぜんわからなくて。お、お家うちに電話するしかなかったんです。あの、やっぱり戻もどってらっしゃいませんか……？』


「だ、大丈夫だよ一駿河さん」


　雪国は、必死に声をかけていた。


「なにかの間違いっていうか……あ、ほ、ほら！　いま帰ってきたよ。すぐ戻るってさ」


『ほんとですか？』


「本当本当。代わるね舞ちゃんと」


　代われるはずがないのだが、雪国はわざわざ保ほ留りゆうボタンを押おして、もう一度通話に出る。今度は『ニセ舞姫』モードのつもりで、思い切り息を荒あららげた調子で、


「ごっ、ごめんねごめんね一駿河さん！　すぐ！　すぐ出るから。待ってて！　いえー！」


『は、はい……』


「すぐ！　すぐだから！」


　勢いきおいよくまた保留ボタンを押す。さらに今度は『リアル雪国』で穏おだやかに。


「……ってことらしいから。もうちょっと待っててやって」


『はい……』


「じゃあねー」


　迫はく真しんの変わり身な演えん技ぎで、雪国は電話を切った。


　馬ば鹿かみたいだって？


　大おお噓うそをぶっこいてても、それを本当にしてやれればいいのだ。


「おい淡谷？　なにか一大事でもあったのか？」


「ごめんちょっとみんなでやってて。用事できた」


　雪国は縁えん側がわから庭へ出ると、そのまま物もの干ほし台に干してあった洗せん濯たく物ものを抱かかえ込んでまた中へ上がりこんだ。


　二階へ駆かけ上がる。子こ供ども部屋のドアを閉しめて洗濯物を放ほうり出す。洗濯したばかりのシュミーズを選んで、脱ぬいだＴシャツのかわりにそれを着た。


　ひやりとしたジョーゼット。膨ふくらんだ袖そでのブラウス。逆合わせのボタンどころか、スカートのホックの位置すら確かめずに留められるようになった自分が少し怖こわくなる。


　流れるように予よ備びのカツラ装そう着ちやくのところまでこぎつけた。


　淡谷雪国、変身完かん了りよう。


　またばたばたと階かい段だんをかけ降おりて、リビングにいる鳥子に見つからないよう玄げん関かんへ向かった。


「おい淡谷」


「しー」


　雪国は、わざわざ廊ろう下かにまで出てきた芝目に人差し指一本をたてて口止めした。頼たのむ。後で必ず話すからと。


　必死に目で訴うつたえると、芝目はなにかしら感じてくれたようだった。


　玄関を飛び出る。また少し吹く風が冷たくなってきたかもしれない。急がないと。


　お嬢じよう様さまな制せい服ふくですることではないと思っていても、今回は仕方がない。雪国は念じて軒のき先さきにとめておいた自転車のスタンドを蹴けってサドルにまたがった。


　ＧＯ！


　まずは駅へ。そしてひなげしハイランドへ。


　今は蜜を安心させてやるべきだった。


　少しでも早く。
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　舞姫は、分ぶん娩べん室の手前の長なが椅い子すで、疲つかれた体を投げ出していた。


「……………………あっはっは……？」


　とりあえず、無事産まれたらしいのはめでたいことだった。


　早産の初うい産ざん。それにしては拍はく手しゆを送りたいほどのスピード出産だったというのが看かん護ご師しさんとお医者様の弁べん。しかし人間一人がこの世に誕たん生じようするのは、二時間ドラマを見るより濃のう密みつな時間がかかるものらしい。見守る側も体力勝負だ。


（濃こいなあ……）


　もう実地に勝まさるものはないというか。保ほ健けんの教材ビデオぐらいじゃびくともしなくなったかもしれない。


「舞姫ちゃん」


　顔だけ持ち上げると、例の旦だん那なさんが、気き遣づかわしげに近ちか寄よってきた。目がキラキラのネオンライトのように輝かがやいていた。


「おかげさまで、妻つまも子供も無事なようです！　つきあってくれて本当にありがとう。みんな君のおかげです。恩おん人じんです」


「……それは、うん、めでたいよね……」


「病室に妻がいます。産まれた娘むすめも。顔を見てやってくれませんか？」


　あの赤い顔のぐにぐにした赤さんですか？


　はじめに泣き声が聞こえたとき、興こう奮ふんして首絞しめてきましたよねアナタ。


　舞姫は、旦那さんにうながされるまま、どっこらしょと重い体を持ち上げた。


　産科の大部屋に、元妊にん婦ぷなお姉さんは移うつっていた。どうやらすでにお乳ちちをあげた後らしく、彼女は腕うでに産まれたばかりの赤ん坊ぼう（娘さんらしい）を抱だいていた。舞姫を見上げて、かすかにやつれた顔をほころばせる。


「体、大だい丈じよう夫ぶですか？」


「おかげさまで大丈夫そう。一いつ緒しよにいてくれて心強かったわ」


「はあ。そうですか……」


「本当にこんなところまでつきあってくれてありがとう」


「や、それは……」


　夫ふう婦ふともに離はなしてくれなかったのが八割わりという感じだ。


　旦那さんとお姉さんはにこにこしていた。


「主人と相談してね、名前は舞姫ちゃんから貰もらおうかって。いいかしら」


「きっと勇ゆう敢かんで優やさしい子になるよね」


「そうよね。目元はあなたによく似にているし」


「そんな……この鼻はな筋すじは君そっくりだよ。美人すぎてね」


「いやんあなたったら」


　いやんじゃないって。


　あらためてお礼をさせてほしいと話し続ける。


　しかし舞姫はもう、いろいろと限げん界かいだったのである。


「……舞姫ちゃん？」


「すいません。その前にタクシー代貸かしてもらえませんか？」


「は？」


　ご夫婦そろって目が丸くなった。


　あふう、と産まれたばかりの舞姫ちゃん（仮かり）がないた。


　限界は限界で限界だったのだ。あふう！
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　ＳＥＣと古葉鳥子は、主あるじなき淡谷家の中に取り残されていた。


「な、なかなか戻もどらぬな。淡谷弟は」


「…………」


　だめだ。手におえないぞ淡谷。芝目たちはそろって絶ぜつ望ぼう的な気分になった。


「あの、古葉嬢じよう。たとえばこんな企き画かくはどうだろう。空舟五中とローズロワイヤルの有ゆう志し全員が背せ中なかに羽の模も型けいを背負って河かわ原らに飛び込こんで、鳥人間コンテストと言い張はる。見物人はまんべんなく涼すずしくなり、飛行距きよ離りは残念ながら、全員ゼロということで──」


「She was at a loss how to answer the boy's question.」


「────は？」


「〝彼女は少年の質問にどう答えていいかわからなかった〟」


　はあ。


「at a loss～途と方ほうにくれて。損そんをして」


　どうして舌した打うちをされないといけないのだろう。


　いたたまれなくて間がもたなくて。


「ユキグニぃ────────────────────────────っ！」


「ぎゃあっ」


　そんな時だったので。いきなり女の子ワンピースな『淡谷舞姫』に玄げん関かん先から突とつ撃げきされても、なにが起きたかわからなかったのだ。


　舞姫はリビングに駆かけこんできて叫さけんだ。一番手前にいた大道寺を一いち撃げきで踏ふみつぶし、芝目、豆坂の巨きよ体たいさえも蹴け倒たおす勢いきおいで。


「ユキグニ、ユキグニ、ユキグニ、ユキグニユキグニユキグニユキグニいる？　いない？　どこ!?」


　ぐるぐる、ぐるぐる、フローリングの上を駆け回って、目についたゴミ箱の中までのぞき込んでいた。


「どこユキグニ！　カモン！　カムヒーア!!」


「おい兄あに貴き！　兄貴であるよな!?　弟の方ではなく」


「そうだよあったりまえじゃん」


「兄貴だ！」


　舞姫はじれったそうにゴミ箱を放ほうり出して両手を握にぎりしめる。


　芝目たちは訳わけがわからなかったのだ。とにかくその弟さんは、電話を受けていなくなったのだと言うと、彼女は心底ほっとしたようだった。へなへなと床ゆかにしゃがみこんでしまう。


「そっか。そっか。いちおー聞いててはくれたんだ。うん。うん。よかったあ……」


「ここだけの話だが、兄貴の制せい服ふくを着ていたぞ」


「うんうん。いいんだ、それで……」


「ついさっきだ」


「ついさ……は？　さっき!?　なんで!?」


　恐おそろしい妖よう怪かいが電話を封ふう印いんしていたことを話すと、「またあの人は！」と床を叩たたいた。


「と、ところで兄貴。兄貴のデートというのはいったいどうなって──」


「……あれ、でも待ってよ……？」


　舞姫は、また思いついたように顔を上げた。


「ねえ、会長。ユキグニ、帽ぼう子し持って出た？」


「は？　いや、そこまでは俺おれも──」


「ダメじゃん。一駿河蜜に会うのに！」


　立ち上がる。きょろきょろ、前より落ち着きなくあたりを見回して、目についた芝目のキャップをひったくる。


「これ、借りていい？」


「なんだいきなり」


「ユキグニに届とどける！　帽子持ってないとあの子泣いちゃうよ。ボクが勝手に会おうとしたからいけないんだ。ちゃんと、届けて教えてあげないと──」


　芝目は、焦あせる舞姫の言葉を聞いて、ようやくすべてが腑ふに落ちたのかもしれない。


「ええと……つまり……なにか？　兄貴のデート相手と言うのは、一駿河蜜だったのか？」


「そうだよ。オマケのチョコだよ。トップハットのドーナツだよ。ああもうボクの馬ば鹿か！　タクシー代もうないし」


「送ろうか？　我われ々われが！」


　芝目は間かん髪はつ入れずに請うけ負った。とんと自分の胸むねを叩たたき、そのまま口の端はしから笑いだし、とうとうそっくり返るようになって。


「……いいの？」


「はっはっは。なんだ。そうか。そういうことか。あはは。なんだそうかはーっはっは！」


　ものすごく嬉うれしいことだけはわかる有様だった。


　小こ柄がらな大道寺が、これだから会長はとばかりに肩かたをすくめる。けれど責せめるよりも苦く笑しようと安あん堵どが先に来る。豆坂も、ようやく息がつけたように巨体を丸めてうなずいていた。


「早く急ぐ」


「もちろんだとも豆坂構こう成せい員いん！」


「ちょっと待ってよ。あんたたちまでどこ行くの？」


　古葉鳥子が、低く釘くぎを刺さした。


「ちょっと届け物をしに行ってくるのだ。聞いたであろう？　困こまっているおフロ嬢イさラんインを泣かすわけにはいかぬのだ」


「なにそればっかじゃないの？　外見てみなさいよ絶ぜつ対たい雨降ふるわよ」


　たたみかける彼女に、しかし芝目たちは無む敵てきだった。魔ま法ほう使つかいの卵たまごは三人並ならんで、ぐっと親指をたてる。


「知ってるか？　人のために働くのって、癖くせになるぞ」


　古葉鳥子は絶ぜつ句くした。


　ボランティアーズハ──────イ。


　芝目が叫さけんで、外へと飛び出す。風が吹ふこうが気にしない。ここまで乗ってきた自前の自転車にまたがる。それはランナーズハイにも似にた麻ま薬やくのようなものなのだ。今日ここまで芝目たち《卵》を走らせてしまっていた、魔法使いの危き険けんな魔法なのだ。


　後輪の六角部分に、舞姫がかかとをひっかけた。そのまま立ち乗りの舞姫を乗せて芝目が走り出す。大道寺と豆坂が後に続く。


　ひーほーひーほー、雲行きの怪あやしい空の下へと走り出す。


「もう。淡谷はどこに行ったのよ淡谷は──────────っ！」


　鳥子が叫んで地じ団だん駄だを踏ふんでいた。
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　コンビニの焼きそばパンを、友達から差し入れしてもらえる時だけ、少しだけ息がつける毎日だった。


（ありがとう）


（みんなみんなありがとう）


　お礼を言って、感かん謝しやをして、だけどひもじいお嬢じよう様さまはみじめだ。


「おい、お嬢ちゃん。まぁだ待ってるつもりか？」


　広場の端で、スタンド式の売店の店主がこちらを見ていた。蜜は恥じ入るようにうつむいた。


　一駿河蜜は、花時計の前にいる。もう何時間ここにいるだろう。ぺこぺこくたくたのお腹なかを抱かかえて、学校にいるよりも寂さびしく心こころ許もとない面おも持もちで座すわっている。


　食べたいものは、たくさんあった。トップハットのメガダブルドーナツ。ゲート近くのホットドッグ。ソフトクリームとかポテトフライとか。


　全部が全部、蜜の口には入らなかった。


　そういうことに、なってしまった。


　籠かごのバッグに入れた懐かい中ちゆう時計と見み比くらべた。淡谷舞姫はまだ戻もどって来ない。


　待っていてもお腹が減へるのはどうしようもなく、けっきょく目の前の売店で小さなおにぎりのパック詰づめを一つ買ってしまった。でも、まだ手をつけるところまでは行っていない。もしかしたら、先せん輩ぱいと食べる機会があるかもしれない。その時このおにぎりを食べたことを後こう悔かいするかもしれない。そう思ってずっとためらってきたのだ。


　だけど、蜜は思う。そんなもの、もうただの意地と見み栄えなのかもしれない。


　一時は駅前とともに閑かん散さんとしていた入場ゲートの広場付近。また人が増ふえていた。今までとは逆ぎやく方向の人の流れだった。


「ねーママ、楽しかったね！」


「また来ましょうね」


「うんっ」


　帰ヽりヽのヽ客ヽがヽ出ヽはヽじヽめヽてヽいヽるヽのヽだヽ。


　蜜はあわてて時計を見る。家の門もん限げんが間近に迫せまっていた。夏休み前のこの時期は、閉へい園えんの時間もとても早い。


　蜜はおにぎりパックのパキパキとした手て触ざわりを両手に抱かかえこみながら、花時計の前にしゃがみこんでいる自分が悲しくてたまらなくなった。


　馬ば鹿かだ。


　あらためて、自分は楽しいことしか考えていなかったのだなと思った。


　トップハットのメガダブルドーナツ。一いつ緒しよに食べる自分。嫌いやな失敗やすれ違ちがいも沢たく山さん考えた。でもこんな結末は想そう像ぞう外だった。


　想像の自分と目の前の自分を秤はかりにかけて。小さな鮭さけと梅うめ干ぼしのおにぎりを口に入れられずにいるなんて。馬鹿だ。大馬鹿だ。


　そもそも自分の目的はなんだったのだ。正気の証しよう明めいだろうに。


　淡谷舞姫なんて好きじゃない。そう思えれば万ばん々ばん歳ざいだろう。


　ふと見上げれば、空からぽつりぽつりと雨が降ふり始めていた。そうかと思えば稲いな光びかり。


（────や）


　まばゆく目にも鮮あざやかな光の帯が空を走ったかと思うと、すぐさま雨の勢いきおいは増まし、粒つぶが見えるほどの本降りになった。


「しんじらんなーい！」


「傘かさ！　傘どっかないの!?」


　周りは大おお騒さわぎだ。ゲートから駅を目指して走っていく人の数は、ますます増えていく。雨具もなく、ぐしゃぐしゃに濡ぬれたＴシャツで駅の屋根めがけて駆かけ込こんでいくカップルがいた。頭に売店のビニール袋ぶくろをかぶっている子もいた。でも彼らはまだいい。


　どれだけ濡れても、せめて手にいれたものがあるのだから。


　きょう一日の思い出。


　大事なものが。


　蜜は、誰だれにも顧かえりみられずに濡れていく自分の服が、悲しくて悲しくて、とうとう喉のどの奥おくを震ふるわせた。


「きらい」


　嚙かみつぶすように声を出す。


　痛いたくて冷たくてたまらない。


「だいっきらいよ。先輩なんて」


　頰ほおをこぼれていくものが、雨なのか涙なみだなのかわからなかった。


　悲しいことを喜ばなければならなくて、痛む心を大だい丈じよう夫ぶと励はげまして、慰なぐさめの言葉をかけ続けるけれど、本当は自分は。


　本当の本当は。


「せんぱ……い」


　ねえ。





「────一駿河さん！」





　弾はじける水たまりの飛しぶ沫き。


　立ち上がった瞬しゆん間かん、駅から真まっ直すぐに駆け寄よってきた『先輩』が、蜜の首くび筋すじに両手をのばして抱だきついてきた。
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　　　　　＊＊＊





　とっさに手をのばした蜜の、あまりの体の冷たさにおどろいた。


　とくん、とくんと。


　心しん臓ぞうの音が聞こえる。


　でも誰のだろうこれは。


　華きや奢しやな肩かたと平らな背せ中なか。やわらかいはずの髪かみは湿しめり、水を含ふくんだボレロは重くて冷たくて、指を乗せた端はしから沈しずんでいくような気がした。


　どうして屋根の下に逃にげなかったのかとか。傘を持っていなかったのかとか。聞きたいことは沢たく山さんあったけれど、その温度の前にはすべてが吹ふき飛んでしまった。


　全面的に、悪いのは自分だ。


「遅おくれて、ごめん。ごめんね一駿河さん」


「…………なんで、今いま頃ごろ、くるんですかぁっ」


　本当にそうだ。


　かんしゃくを起こしてむずがる子こ供どものように、蜜が腕うでの中で暴あばれた。


「ひどい」


「ごめん」


「嫌きらいですよ大嫌いっ」


「ごめん」


「大嫌い。もう遊園地しまっちゃいますよ」


「そうだね」


「三十分しかいられないですよ」


　彼女は、雪国を間近に見上げ、しゃくりあげるのを我が慢まんする顔のままつぶやいた。


「いそがなきゃ」


　雪国は、あらためてその囁ささやきに泣きたくなった。


　そうだねと。ただ頭を動かしてうなずいた。とうてい許ゆるされるはずはないけれど、うなずけることが嬉うれしかった。


　空の上、白く雷かみなりがまた鳴った。


　これからの時間は彼女のために使おうと思った。
















　　第４章　雨降って







「本当に三十分しかないんですよっ」


「わかってる。でも三十分はあるんだよね」


　チケットチェックのお姉さんも、この時間帯に園内へもぐりこむ二人を馬ば鹿か馬鹿しい顔で見送っていた。


　たしかに閉へい園えん間ま際ぎわ。さらに加えて悪天候。それでも雪国は、腕の時計を見ながら園内へとつき進んだ。


「行きたいところある？」


「聞いてなかったんですか？　ホットドッグでメガダブルドーナツで、ビッグストロームトロピカルフロートで観かん覧らん車しやとパレード！」


「よしわかった」


　目の前にそびえる『ひなげしハイランド』案内看かん板ばんと、蜜みつの希望を見み比くらべた。現げん在ざい位置。入場ゲート。右と左に分かれてアドベンチャーランドとメルヘンパーク。あそこ、そこ、ここ！　と言われるごとにルートを組み立てて頭にたたき込む。


（ふんふんふんふん）


　処しよ理り中、処理中、計算、終しゆう了りよう。


「がんがん行こう」


「ちょっ、先せん輩ぱい！」


　蜜を引っ張ぱり走り出す。


　前へ前へ前へ前へ。


　手をつないでいるなんて意い識しき、ほとんどなかった。





　一番はじめのホットドッグ店は、なんと売店の店員が店じまいをはじめていた。


　がっでむだ。すでにベンチテーブルのパラソルは閉とじられ、黒板式のメニュースタンドを、店の中へと引っ込めようとしているではないか。


　赤いポロシャツのバイト店員の背はい後ごにつく。すかさず首もとへ濡ぬれた手のひらと、ひやりと冷たい家の鍵かぎを添そえて囁ささやいてみた。


「なに店じまいしてるの？」


「ひ──」


　その鍵と指の感かん触しよくは、思いようによっては鋭えい利りなナイフの腹はらでも押おし当てられているように感じたかもしれない。そうともベイビー抵てい抗こうしなけりゃケガもしない。


「まだ閉園じゃないよね？」


「そ、そうですね！」


「お店しまらないよね？」


「そうですね！」


「ホットドッグ二丁」


「了りよう解かい！」


「マスタード抜ぬき、ケチャップつゆだくで」


　かしこまりましたあとバイト店員。牛ぎゆう丼どん屋のようなノリになってしまった。


　しかし腕時計片かた手てにできあがりを待ち続けること一分とちょっと。決死な顔の店員君が、目を血走らせて作った熱々のホットドッグは、本当に空すきっ腹ぱらに染しみ渡わたるお味だったのである。


　わざわざ開け直してくれたパラソルの下で、夢む中ちゆうで食べた。


　パンはふかふか、ソーセージはかりかりの熱々のジューシーで。レタスは敷しいたばかりの新しん鮮せんでしゃきしゃきだった。


「ほれはなはなは（これはなかなか）」


「ほふなほはじれふ（おつなお味です）」


　でもまだまだこんなものじゃない。


「いってらっしゃいませお客様！」


「次は、トップハット！　メガダブルドーナツです！」


　ゴウ！


　彼女の声にまじって、絶ぜつ叫きようマシンがレールを滑すべり落ちる轟ごう音おんが響ひびいた。





　続いての目標。メガダブルドーナツ。


　たしかアドベンチャーランドへの最短距きよ離りは、園内を一周する電動カートに乗るのが一番だった。


「……あれ？」


「どこです？」


　しかし人っ子一人いないカート乗り場があるばかり。機関車型のカートは、空っぽの座ざ席せきをさらして停車していた。


　雨はやまない。


　本当ならおどけた姿し勢せいでお客を歓かん迎げいするマスコット運転手（リスのバビット君）は、端はしの木の下でヤンキー座ずわりをしていた。もげたリスっぽい頭部を地面に転がしたまま、タオルで汗を拭いている。


「もしもーし！」


「あうち！」


　雪ゆき国ぐにたちに気づくと、バビット君の中の人、あわててバビット君の頭部を装着。


「い、いえーい。ぼくバビット君！」


「見み逃のがすから倍速で飛ばして」


「ヤー」


　バビット君（リス全身）は運転席に座り、文字通り倍速フルスロットルなヤンキー走行で雪国たちを冒ぼう険けんの国へ誘いざなってくれた。


「これならぁ、間に合い、そうですかぁ!?」


「だねぇ！」


　湿しめった髪かみさえなびく速さでカートが激げき走そうする中、蜜が安心したようにうなずいている。


「それじゃあ先輩、帽ぼう子しの準じゆん備びです！」


「へ？」


「だからぁ、帽子です！　これでオマケ二個こいただけますね！」


　平静を保たもっているようで、その目は期待に輝かがやいていた。かぶったベレー帽が飛んでいかないよう押さえつつ、声が弾はずんでいる。


　だが知らない。なんなんだそれは。


　心しん臓ぞうが鳴った。聞き返すことさえためらわれた。


「へいガールズ、降おりな！」


　バビット君（リス全身）が前を指さした。のりのりでヤンキーなバビット君は、わざわざトップハットの売店の前までカートを横付けさせてくれるようだった。


　雪国たちはカートを飛び降りる。


　目の前に、カラフルな帽子のロゴが入ったドーナツ屋のスタンドが迫せまった。


　ここの店員さんは、実に立りつ派ぱだった。周りに人などいないのに、雨風はどんどん強くなっているのに、濡ぬれネズミなお客様が二名現あらわれれば、すかさずにこっと笑って言ったのだ。


「いらっしゃいませ、トップハットドーナツです！」


「メガダブルドーナツ二つお願いしますっ」


　蜜がＶサインを作って注文する。


「はい、かしこまりました！　メガダブルドーナツ二つですね！　トップハットキャンペーンにつき、帽子着用のお客様にはオリジナルチョコレートマスコット赤または緑のクマをプレゼントしております」


「もちろん先せん輩ぱいと一種ずつでお願いします！」


　蜜が、『早く』と言わんばかりに手を振ふってくる。


　でもないのだ。そんな帽子持ってきていない。


「ほら先輩？」


「あ──」


　どうしよう。痛いたい。心臓が痛い。言えるわけがない。


　もしかして、舞姫なら当然知っているべきことだったのだろうか。


　我われ知らず、手が泳ぎカツラの頭に触ふれる。頼たのむ。いまここで魔ま法ほうが使えたら。


　使えたらどんなに──。


「ありがとうございます！　お客様二名様、着帽確かく認にんさせていただきました！　ただいまご用意させていただきます。少々お待ちください！」





　ひーほー。





　小さくつぶやく誰だれかが、雪国の頭に帽子をかぶせたようだった。


　振り返っても誰もいない。


　手元には、どこかで見たような野球帽だけが残された。


　蜜が巨きよ大だいなドーナツの包みとチョコレート熊ぐまを二つ抱かかえて、得意げに振り返った。





　　　　　＊＊＊





　ビッグストロームトロピカルフロートのグミとアイスの共きよう演えんもいい加か減げんすごかったが、蜜が頼んだメガダブルドーナツなるものは、本当に食べても食べても減へらなかった。


　メガ。ダブルドーナツ。


　いわゆる手に持って感じる重みは肉や魚といった生ものに近く、かつ見た目はどこまでもドーナツ色に迫ってくるのだ。もう味がどうのという次元の話ではない。きっと儀ぎ式しきなのだ。このでかさを食べきるという行こう為い自体が、アメリカン的に大事なのだと雪国は思うことにした。


　負けることなくもくもくと食べていた蜜は、また別なのだろうか。


　あんなに小さな体なのに、お菓か子しや好きなものは別べつ腹ばらなんだよと言っていた舞姫の魔法な言葉をあらためて知った気がした。


　女の子の神しん秘ぴ。


　胃の中にクリームとドーナツが丸のまま残っているような感覚を引きずりながら、それでも雪国たちは残りの乗り物にも乗り倒たおした。


　がら空きの遊園地だった。おかげ様で順番待ちなど関係ない。目についたものからどんどん乗って王様の気分だった。


「先輩、早く！」


　メルヘンパークに移い動どうして、観かん覧らん車しやにだってもちろん乗ることにした。


　ぐるぐると迷めい路ろのように入り組んだチケットもぎりまでの道のりを、二人先を争うように走りきり、階かい段だんを上ってゴンドラの係員にたずねる。


「あの、まだ乗れますか？」


「大だい丈じよう夫ぶ。急いで」


　ＯＫ。ゆっくりと流れていく赤いゴンドラ。二人そろって乗り込こんだ。


　ドアが閉しまり、席につくと、やっと息がつけた気がした。


「……………………………………あー、やれやれやれ……」


「ほら、見てくださいよ先輩。このチョコのクマ、おもしろいんですよ？　味も変わってますし」


　蜜は休む間もなく、もう自分のバッグの中を開けはじめている。


　正直もう口に入れる類たぐいのものはギブアップ状じよう態たいだったが、見せてもらったのは、トップハットで蜜が貰もらっていた二種類のチョコレートな景品だった。


「赤いベアと緑のベア。可か愛わいいでしょう？」


「イチゴ味とミント味？」


「チリペッパー味とレタス味です」


　蜜の舌したは貧びん乏ぼうというよりエキセントリックなのかもしれない。


「……いやいや待ってよ。これが海の向こうで受けてるんだとしたら……いやいやいや……」


「それにしても濡ぬれましたねえ……」


　ぽたぽた、滴しずくを垂たらす自分自身の格かつ好こうを見つめている。


「後で着き替がえないといけないですね」


　蜜は着ていたボレロを脱ぬいで、絞しぼると水が落ちて呆あきれていた。


　肌はだに張はり付くブラウスと、ほんのり下に透すけるキャミソールと素す肌はだの肌色がまぶしくて、雪国は思わず目をそらす。


　個こ室しつでこれは刺し激げきが強い。


　ゴンドラは高く昇のぼり続けている。


「……今日は、ほんとにごめんね」


　誰もいない遊園地内を、無人の遊具だけが軽けい快かいに回り続けている姿は、なにか夢ゆめでも見ているようだった。


　この瞬しゆん間かんだって、本当は夢なのかもしれない。たぶん、雪国ではなく蜜の悪夢。


　一度腰こしを落ち着けてしまうと、こみあげてくるのは、目の前のさみしい情じよう景けいへの申し訳わけなさなのだ。


　こんな目にあわせたかったわけじゃない。本当はもっと、楽しく笑えているはずだったのに。


　蜜が、かすかにため息をつくのがわかった。


「……もう謝あやまらないでください」


「でも、ごめん」


「先せん輩ぱいのばか」


　ゆらゆら、ゴンドラが昇る。


　何も言わずにガラスの向こうの夢をながめ続ける。


「パレード」


「だからもういいです」


　打ち切るように蜜。


　残り時間は十分を切っていた。


　どこかで雷かみなりがまた鳴った。





　蜜はやはり怒おこっているのかもしれない──。


　約束を叶かなえきれなかったことは、どうにも雪国の胸むねにしこりを残し、謝るなと言われれば、もう出てくる言葉がみつからない。


　ゴンドラが一周するまでのぎこちない時間。それが終わって、雪国たちはまた地上へと戻もどってくる。


「先輩、贅ぜい沢たくって言われたりしません？」


　出口に向かって歩きだす。蜜は先を歩いていく。


「笑っちゃいますよ。できることとか、できないこととか、沢たく山さん、あるじゃないですか。そんなにちゃんとできないと悔くやしいですか？」


「違ちがうよ。僕ぼくはただ」


「だめです。そんなんじゃぜんぜんだめですよ先輩。困こまるんです──」


「困るって」


　蜜はますます早口に嘲あざけってくる。


　階かい段だんの踊おどり場は、金きん属ぞく製せいの屋根を跳はねる雨音が、やけに大きくはっきり聞こえてきて。


「あの、一い駿する河がさん」


「なんですか先輩。蜜の話、ちゃんと聞いてくれて」


「違うよ、危あぶない！」


「ふえっ？」


「後ろ！」


　蜜の背後がふいに暗くなったかと思えば、彼女はいきなり抱だきつかれていた。


　変へん質しつ者しやではない。


　もっふもふの白ウサギさんに、である。


「──へいユーこんぐらっちゅれーしょんレディース！　ようこそメルヘンパークへ！」


「いっ、いやあ！　冷たい！　毛がびしょっとして冷たぁい！」


「なあに気にしちゃいけないよお客さん」


　びしょびしょー。びしょびしょー。


　どうやら見た目ほどには気持ちよくないらしい蜜が、ウサギの腕うでの中で悲鳴をあげてもがいている。とうとうキレて蜜の蹴けりが。おおウサギも避よけた。


「とおっ」


　わざわざウサギ、狭せまい踊り場内で一回転。着地と同時にポーズ。


　シルクハットに蝶ちようネクタイを締しめた、テーマパークを歩くウサギさんである。しかもこちらが慌あわてているうちに、柵さくを乗り越こえどんどん着ぐるみの数が増ふえていくのだ。


　ウサギ。犬。ゴリラ。リスのバビット君までいる。どれもこれも毛皮が湿しめっていて、メルヘンというより別のなにかだ。


　とうとう全部で四匹ひきになって取り囲まれた。


「──先輩。蜜の側そばを離はなれないでください。このウサギたち、かなりできます」


「なんか違うよこの光景ー！」


　腰を落として戦せん闘とう態たい勢せいに入る蜜の後ろで、雪国は頭を抱かかえた。


「はいほー。お客サマたちはとってもハッピーだよ！　めでたく本日七七七七人目の入園者になりましたっ」


「なにがめでたいんですか！」


「つきましては景品を！」


　ぽんと小さな布ぬの包づつみを投げてくる。


　蜜はすかさず空中でそれをひったくり、ついでに目を丸くしていた。


「おきにいり？」


「……あのこれ、安産祈き願がんって書いてあるんですけど……」


「気にしちゃいけなーい☆」


　ウサギがポーズを変えた。蜜はまだ貰もらったお守りらしきものをしげしげとながめている。紐ひもの端はしにくくられた鈴すずが、ちりんと鳴った。


「そのお守りはね、このボクがここに来るまでに貰った曰いわく付きの一品でね。効こう果かのほどは保ほ証しよう付つき。初産の早産でも万ばん歳ざい三〇〇〇グラムで産まれてくるってやつで──」


「兄あに貴き。追っ手きた」


「ぬ」


「逃にげないと」


「ちょっと待ってよまだ効こう能のうの説明が」


　ウサギが振り返る。そこでは湿しめったゴリラが簡かん潔けつに指し摘てきする通り、雪国たちがいる観かん覧らん車しやの出口に向かって、数人の大人が駆かけてくるところだった。


　追っ手というか、どれもこれも遊園地のスタッフに見えるのだが。


「くぉらあああっ！　お前らああああ！」


「着ぐるみ」


「返せ────────────────っ！」


　犬、ゴリラ、ウサギ、バビット君、いっせいにバックステップ。背せ中なかにあたった踊り場の柵を乗り越え、地上へジャンプ。


「「「「とんずら！」」」」


　言って上手に着地できた者もいれば、勢いきおいあまって一回転する者、その上に落ちて悲鳴を上げさせる者、どけ降おりれないじゃないかと急せかす者、本当にいろいろだった。


　逃げろ、逃げろと、着ぐるみたちが逃げていく。


「……なんなんですか？　いったい……」


「……ほんとにね」


　本当にもう。


　雪国は、泣きたいような笑いたいような、壊こわれた顔をするしかなかった。


　盗ぬすっ人とな着ぐるみたちが、一列になって逃げていく。大人たちが、それを追いかける。タックル。するりと抜ぬける。ばーかばーか。挑ちよう発はつの言葉を吐はいて、本気になった追っ手に捕つかまりそうになる。危ない。


　吹ふき付ける雨。途と中ちゆうで最さい後こう尾びのウサギが振り返って、ぐるぐると左手を回して雪国たちに合図をした。


　それはたぶん、身内にしか分からないサインだった。たとえば玩おも具ちやを取りあった時。たとえば泣かせてしまって謝あやまれない時。気まずい言葉のかわりに、伝えるメッセージ。


　ご・め・ん・ね──。


　あの『ひーほー』は、土ど壇たん場ばで届とどいた帽ぼう子しは、夢ゆめではなかったのだ。


（ありがと、舞ちゃん）


　確たしかにそれは、奇き妙みような奇妙な園内パレードだった。
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　どちらが近いかという話で、蜜の家に寄よる話になった。


「だってこのままじゃ風か邪ぜひきますよ。蜜のところでシャワーでも浴びてってください」


「え、でもそれは──」


「なにが悪いんですか。着き替がえてクリーニングしないと。制せい服ふくですよそれ」


　指し摘てきされると、なにも言えない。とうとうひなげしハイランド駅からわずか二駅という立地の前に、雪国は問答無用で連れていかれることになったのである。


　以前は外からながめるだけだった神社脇わきの豪ごう邸ていに、正面から立った。信じられなかった。


　通用門の鍵かぎを蜜が開けて、雪国を呼よぶ。慌あわてて歩きだすが、右手と左手が両方同時に出てしまってあやうく転びかけた。


　イメージに反して純じゆん和風の立りつ派ぱな母おも屋やには、エプロンを腰こしに巻まいた中年のおばさんが迎むかえに出てきてくれた。


「──まあまあ、お嬢じよう様さまがた！　なんて格かつ好こうでございますか」


「まずは先せん輩ぱいのお世話をしてさしあげて。蜜は後でいいから」


「余よ計けいなおしゃべりは結けつ構こうでございますよ。離はなれの方のお風ふ呂ろも使っていただきましょうね。ほら、こちらへ」


　これはもしや。もしかして。


「清きよ野のです。ちょっとうるさいですけどがまんしてください」


　きたあああああ。蜜の顔をしかめた耳打ちに、雪国は震ふるえそうになった。やはり完かん備びか、お嬢様の必ひつ須すアイテム『お手伝いさん』！


　ふりふりのメイドさんというより市いち◯悦えつ子こ似にのおばさんだったが、それでもお手伝いさんはお手伝いさんだ。


　その清野さんは、蜜とは別に雪国を風呂場へ案内してくれるようだった。


「お名前をうかがってもよろしゅうございますか？　淡谷？　淡谷様でございますか？　まあまあ、もしかして以前にお電話をかけてきてくださったお嬢様で？」


「清野！　余計なことは聞かなくていいから！」


「よろしいじゃございませんか少しぐらい」


　騒さわぐ蜜の言うことなど馬ば耳じ東とう風ふうとばかりに、清野さんは雪国に向かって笑いかけ、さらに続けてしゃべりだすのだ。


「うちのお嬢様は、海外暮ぐらしが長なごうございましたでしょう？　良いお友達に恵めぐまれていらっしゃいますかどうか、奥おく様さまも心配されてらっしゃるのですよ。ああでも淡谷様。聞いてくださいます？　うちの蜜お嬢様ときたら今日も早くから大騒ぎして、それはもう戦争のようでございましたのよ。やれ服はあれだリボンはこれだ、違ちがう違うとわがままばかりおっしゃられてねえ。ほほほほほほほ」


「清野！」


　案内されたのは、長い廊ろう下かを歩いた先の離はなれだった。


　純和風の母屋と違い、こちらの棟むねは建て増ましされて洋間が中心のようだ。ここに来るまでにすれ違った人ひと影かげはなく、窓まどの向こうの庭もひっそりしていた。


　たしかお父さんが海外にいて、お母さんが声楽家だったろうか。


　階かい段だん下の、曇くもり硝ガラ子スの引き戸を清野さんが開けている間も、そんな華はなやかな肩かた書がきとは無む縁えんの落ち着いた空気や匂においが気になって仕方がなかった。


　大きいのに、清野さんのおしゃべり以外はとても静かな家だった。


「脱ぬいだお洋服は、こちらのバスケットに入れておいてくださいましね。クリーニングに出しますから。着替えはこちらに用意してございますので」


「あ、ありがとうございます」


「それではごゆっくり──」


　畳たたまれた服の入ったバスケットを渡わたされ、清野さんが廊下を引き返していく。


　離れの風呂と言っていたぐらいだから、普ふ段だんは使っていない風呂場なのかもしれない。雪国が言われた目の前の戸口をくぐると、少し古式ゆかしいタイプの洗せん面めん所じよと、紺こん色いろのタイルがはまる浴室が見えた。


　やっぱり、ここも静かだ。


「……よっしょ。んっ、この……」


　まずは洗面所で、すっかりべとついて肌はだに張はり付く制服を、苦労して脱いでいく。


「なにか不足なものはございますか？」


「わっ」


　清野さん、顔を出す。


「ないですないです！　なんにもないです！」


　半脱ぎのブラウスの合わせを抱だきしめて叫さけぶ。


　それはようございましたと清野さん。わざわざ雪国の顔を見て、にこっと笑って引っ込んでいった。


「バスソープの場所などはおわかりになりますか？」


「わーっ、わーっ、わーっ」


　二度目の時は、浴室の中にまで顔を出された。


「そちらでございますよ？　赤いボトル」


　湯ゆ煙けむりただよう中、泡あわだらけの身を縮ちぢめて退たい散さんを願う。


（ヅラ外してるんだってば！）


　おばさんに羞しゆう恥ち心しんはないのか。いや、お手伝いさんだから裸はだかが気にならないのか。


　じりじりと体をよじって頭をガードし、かわりに向こうの視し線せんがやばい部分へ行くのも必死に避さけ、なぜか洗面所のゴミ箱のゴミを一いつ緒しよに回かい収しゆうしていくから生きた心ここ地ちがせず、そう言えばヅラはちゃんと隠してあったろうかと心配になり、無理な体たい勢せいが続きすぎて思い切り椅い子すからこけた。


「淡谷様？」


「ノープロブレムです！」


　三度目はないよう、しっかり鍵かぎをかけて体を洗あらった。


　体はすぐにさっぱりしたが、濡ぬれたカツラの始末が案外に手間取った。念のため、自分の髪かみより先にヅラにドライヤーをかけて、いつでもかぶり直せるようにした。それでやっとましな気分になれた気がした。


　清野さんが用意してくれた着き替がえは、カモメの水兵さんのようなゆったりとしたズボンとセーラーカラーのシャツでセットになっていた。たぶん、蜜の服のような気がした。


　雪国は、思わずシャツの裾すその匂いをかぐ。無む臭しゆう。馬ば鹿かだ。


　洗面所を出ると、廊下で清野さんが待っていてくれた。


　濡れた制服の入ったバスケットを手て渡わたす。清野さんは、その中身を確かく認にんして、不思議そうに振ふり返った。


「あら、淡谷様。下着の方はよろしかったですか？　ちゃんと新品でございますよ」


「コ、コンビニで買ってありましたから！」


　はけるか！　そんな蜜御ご用よう達たしみたいなピンクのパンツ！





　明らかに『買い置き』であることが判はん明めいしてしまったピンクの縞しま々しまが、ずっと頭の中を回って離はなれなかった。縞々。縞々。


　通された縞々な居い間まの方では、縞々な蜜がすでに風ふ呂ろに入り終えて縞々な雪国を出で迎むかえてくれたから、なおさら気まずいというか想そう像ぞうのしがいがあるというか。縞々、縞々。


「いかがでしょう、淡谷様。もしよろしければ、こちらでお嬢じよう様さまと一緒に御ご夕飯でも召めし上がっていかれては？」


「え──」


「先せん輩ぱい」


　蜜が、こっそりシャツの裾を引っ張ぱって囁ささやいた。


「…………うちのご飯、すっごいまずいですよ」


　ああ。それはたぶん、逆ぎやく説せつ的にものすごく高級で薄うす味あじでお上品という意味になるような気がする。心は惹ひかれるが、もう胃の方は満タンだった。時間も遅おそいので断ことわることにした。


「賢けん明めいな判はん断だんですよ、先輩」


「はは……」


　笑うしかない。


　制服のクリーニングも断るつもりだったが、清野さんは一緒だからと返してはくれなかった。そのまま借り物の服を着たまま家へ帰ることになった。


　蜜が門の外まで送ってきてくれる。


「それじゃあ一駿河さん──」


　ごめんね、はもう使えない。


　謝あやまるなと言われた意味を、自分はまだよくわかっていないのかもしれない。


　蜜はこちらの言葉を待っている。雨も上がり晴れた外灯の明かりに、固い口調で雪国を責せめたどしゃぶりの情じよう景けいが一いつ瞬しゆん、重なっていく。


　もしあの時、舞姫たちが着ぐるみで乱らん入にゆうしてこなかったら、どうなっていたか。知りたくもあり、同時にひどく怖こわい気がして、けっきょくなにも聞けなかった。


「じゃあ──また。月曜日にね、一駿河さん」


　最後はそんななんでもないセリフを。一いち応おう、『舞姫』なら言いそうなことを口にした。たとえその月曜日が、雪国にとってはしばらくないとしても。


「はい。また月曜日。さようならです。先輩」


「そういえば一駿河さん──」


「はい？」


「あの、この間の青せい美び日につ報ぽうの記事って、読んでたり、する？」


　蜜は、一瞬表情をなくした気がした。しかし、すぐさま大きくうなずいて言ったのだ。


「ああ、あの馬鹿みたいな記事のことですか？」


「ば──」


「ほんとおっかしいですよね。先輩が男の方なんて！　もうそんな青い顔しないでくださいよ。そのあたりの一年生なんかと一いつ緒しよにしないでください。あれって弟さんが学校にいらっしゃった時に撮とられたものでしょう？」


　なぜだろう。ありがたいのにひどく刺ささる。


「……や、やっぱりそう思う？」


「そうですよ。秘ひ密みつは守りますから大だい丈じよう夫ぶです。先輩みたいにお人好しでへらへらして優ゆう柔じゆう不ふ断だんな方が本当に男の人だったら、蜜おかしくて息ができません──」





　──言うべきか。


　──「窒ちつ息そくして」とこの口で。





　淡谷雪国、心の俳はい句く。
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　人力ニュータウンの自じ宅たくに帰りつくと、ちょうど門の前で舞姫たちと鉢はち合あわせした。


「あ、淡谷オトート」


「こんな時間に帰宅なのかね」


　こちらが聞きたいぐらいだ。


　なんでもひなげしハイランドで着ぐるみ強ごう奪だつをしてのけた彼らは、管理事じ務む所しよでこってり説教をくらった後、ここまで一緒に帰ってきたのだという。


　向こうは向こうで大変だったのだ。


「……た、大変だったね……」


「うむ。怒ど鳴なられるしな」


「説教なげーしな」


「足しびれて大変」


「今度掃そう除じに来いって言われちゃったよ」


　荷物の一式を取りにきた彼らに混まじり、自転車を軒のき下したにとめた。わいわいと玄げん関かんをくぐりながら、不思議な気分になった。


　そういえば昼間は、古こ葉ば鳥とり子こたちと人力リバーフェスタの企き画かくなんて考えていたのだ。まったく色々ありすぎてもう何年も昔のことのように思えてくる。


　そのままなにげなくリビングまでやって来て、隣となりのキッチンの方角を振ふり返りかけた雪国は、絶ぜつ句くした。


「う」


　いヽたヽ。


　光速で頭のヅラを振り捨すてた。


「淡谷？」


　噓うそだ。


　古葉鳥子がまだ帰っていなかった。


　人死に妖よう怪かい作家な祖そ母ぼと一緒に、ダイニングテーブルでサクランボを食べていた。


「こ、ここここ、古葉さん！」


　眉み間けんに皺しわを寄よせて、鳥子がサクランボの種を皿に取り出す。隣では祖母の菜な穂お子こが、比ひ較かく的てき人間らしい表情で手を振っている。悪あく夢むだ。


「おお、ぼんくらどもめ。先に飯は食っちまったからね」


「いやおばあちゃん、それはいいんだけど……」


　まさかまだ家にいたとは思わなかったのだ。だいたいなんだ。目の前のことに一いつ生しよう懸けん命めいすぎて、鳥子がどうしていたか自体をすっかり忘わすれていた。なんて馬鹿だろう。


　雪国は女じよ装そうして出ていき、その後にＳＥＣにも出ていかれ──。


（フォローなし？）


　ＳＥＣの方を振り返っても、舞姫以外はそろって蒼そう白はくな顔をしていた。ああフォローなしというか、こっちも忘れていたか。そうなのか。


　だめだ。考えたくない。


「………………あ、あはは。こ、こんばんは、古葉さん……」


「こんばんは、淡谷」


「の、残っててくれてありがとう」


「帰ってよかったの？」


　淡たん々たんとした声に、絶ぜつ対たい零れい度どな感かん情じようがほの見える。怖こわい。ものすごくぎりぎりと怖い。


「あ、あめゆじゅとてちて！」


「けんじゃ」


　ぴしゃりと答えられた。簡かん単たんすぎたかＢＹ永えい訣けつの朝。


　誰だれもいないリビングで途と方ほうに暮くれているところに、やっと出すものを出して仕事場から解かい放ほうされた菜穂子につかまってしまい、そのまま話し相手と夕飯につきあわされたのだという。


　ポニーテールから漏もれたサイドの髪かみを耳にかけ直し、鳥子は剣けん呑のんなまなざしを中空へ向けた。


「……帰っていいなら帰ったけどね」


「そ、そうだね」


「なんにも決まってなかったしね」


「本当にそうだね」


「帰っていい？」


「うわあああ」


　完敗だった。


「ご、ごめんねごめんねごめんね古葉さん！」


「ひらにご容よう赦しやを！」「いっそぶって！」「殴なぐって！」


　四人そろってフライング土ど下げ座ざ。椅い子すに座すわる鳥子の足もとにひれ伏ふした。向こうが背せもたれごと後ずさるのも構かまわずに、


「女王様！」


「誰が女王様よ！」


　全力で気味悪がられながら、それでも謝あやまり倒たおした。


「……いいからもう。どいて。こないで」


「ほんとにごめんね」


　最近はもう謝ってばかりだ。


「それであんたどうする？　このぼんくらどもに、目にもの見せてやるんじゃないのかい？」


　祖母が行ぎよう儀ぎ悪く頰ほお杖づえをついたまま、鳥子に呼よびかけている。言われた鳥子は、とたんに困こまった顔で祖母を見返していた。


「だって先生。あたし──」


「雪国。この子ね、脚きやく本ほんを書いてきたそうだよ。知ってるかい？」


　へ？


　鳥子の不ふ機き嫌げん顔が、一気にカッと紅こう潮ちようした。


「きゃくほん？」


「脚本？」


「逆ぎやぐ本ほん？」


「ギャグ本？」


「ああもううるっさいわね！　あたしがそういうの書いたらおかしいっての？」


　なにが起きたかわからないＳＥＣと雪国に、鳥子はばしっとノートを叩たたき付けてきたのだ。


　そう言われてもである。雪国はとりあえず張はり倒されて痛いたむ頰をおさえ、ものを見る。ＳＥＣも脇わきからのぞき込こんでくる。重い。


　叩き付けてきた大学ノートに並ならんでいたのは、書道の段だん持もちに違ちがいない大人びた流りゆう麗れいな文字だった。めくっていくが、相当な量だ。確たしかに劇げきの台本らしいものが書いてある。


「……これ、古葉さんが……？」


「することないなら、こういうのもいいかって。思っただけ。どうせストックなんていっぱいあったし」


　おどろきすぎて言葉が出ない雪国たちを、非ひ難なんとでも受け止めてしまったのか、鳥子はますます顔を赤くしふてくされてしまう。


　でも、逆だ。


　塾じゆくと家か庭てい教きよう師しを四つかけもちしているともっぱらの噂うわさで、私生活に謎なぞも多い不機嫌生徒会長様に、こんな裏うら技わざというか特とく技ぎがあったなんて。


「これを、ローズロワイヤルと、僕ぼくらでやるの？　リバーフェスタのステージで？」


「何度も言わせないでよ。的外れならやめるわよ」


「じ、冗じよう談だんじゃないよ。そんなダメだよもったいない」


　させるものか。


「すごいよ。オリジナルの脚本なんてめったにないよ。うわあ、これみんなに見せてもきっとおどろくって。絶ぜつ対たいびっくりするよ」


「あたしもざっと見せてもらったんだけどね。出来の方は保ほ証しようするよ。その年にしちゃなかなかのもんだ」


「いやっほう！」


　雪国は歓かん声せいをあげてしまった。


　ＳＥＣも気持ちは同じらしく、脚本のノートを回し読みしながら目を輝かがやかせ興こう奮ふんしていた。


　肝かん心じんの鳥子の方が、展てん開かいについていけずに呆ぼう然ぜんとしている。


「……いいの？」


「いいのじゃないよ。なんでもっと早く言ってくれなかったの。ぜったいやれるよ。やろうよ古葉さん！」


　飛びつかんばかりに肩かたを叩いて握あく手しゆをする。鳥子はそれでも目を見開いていた。


　いつの間にか、形はＳＥＣをふくんだ円えん陣じんになった。この連中、おめでたいことに手は抜ぬかないのだ。中心に立たされているのは鳥子。彼女はいたたまれないような頭ず痛つうがするような、しかめっ面つらの微び妙みような顔をしていたけれど、それでも円から出ていこうとはしなかった。


　なんとなく嬉うれしそうに見えたのは、雪国の錯さつ覚かくかうぬぼれだろうか。


　まるで長く固まっていた氷が、音をたてて崩くずれ落ちたように。ぐらりとするほど可か愛わいく浮うき足立って見えてしまったのだ。
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「さあさあぼんくらども。こういうのは形から入るのが大事だよ」


　祖そ母ぼの号令。是ぜ非ひもない。淡谷家の狭せまいリビングに、「やれ」「いけ」「やれやれ」と声があがり、最後は真っ赤な鳥子もせき立てられるまま、


「そっ、空舟五中──ファイッ！」


「オ──────ッ！」


　拍はく手しゆがわきあがった。





　そして雪国は、一駿河の家から借りたシャツとズボンの上下を、綺き麗れいに畳たたんで机つくえに置くと、いつもの部屋着に着き替がえた。


　青美の制せい服ふくの方は、クリーニングが終わったら届とどけてくれるはずだ。これは舞姫に受け取ってもらえばいいだろう。


　そのままベッドの下げ段だんにもぐりこむと、あらためて鳥子からコピーさせてもらった脚きやく本ほんの筋すじを追いはじめたのだ。


　時はガス灯と自動車が交差する古き良きパリ。設せつ定ていはルブランの古典『ルパン対ホームズ』を下した敷じきにした、かなり荒こう唐とう無む稽けいなストーリーだ。


　普ふ通つうの小説を読むのと違い、脚本はすべてセリフと説明だけで進んでいくので、はじめは少し戸と惑まどった。しかし慣なれてキャラクターとストーリーが頭に入ってきはじめると、あっという間だ。


「すごいなあ……」


　思わずため息が出てしまう。


「どうしたの？」


　ベッドのカーテン越ごしに、舞姫がたずねてくる。彼女は回転椅い子すの背せもたれを抱かかえこむように腰こし掛かけていて、そのままキャスターを使って近くまで寄よってきた。


「うん。この脚本、すごい面おも白しろいんだ。才能あるんだなあ、古葉さん……」


　父親の敵かたきを討うつため『怪かい盗とうルパン』の名を引き継ついだ少女、クロディーヌ。彼女は男だん装そうしてパリの街を駆かけ、そこで世紀の名めい探たん偵ていホームズと相対し、恋こいをしてしまう。


　謎なぞときあり、アクションあり、そして燃もえるようなロマンスありのエンタテイメントに仕上がっていた。


「ここね。ラストにホームズに向かって正体明かすところが泣けるんだまた。ためてためてためた果ての愛と涙なみだのラブシーンでさあ──」


「……がんばって、ユキグニ」


「ん？」


　舞姫が、ふいにぽつりと言った。


「ボクたちは今回、ユキグニたちと一いつ緒しよにはできないけど。応おう援えんはするよ」


「ああ、それは……いいんだよ。しょうがないって」


　しょうがない。


　たぶん舞姫には、舞姫なりのやり方があるのだろう。


「僕こそ、ごめん。舞ちゃんだって大変なの忘わすれてて」


「ボクさ、ちょっと悔くやしかったんだ。ユキグニたちが、ボク抜ぬきでうまくやれちゃうのが……」


　苦く笑しよう気味の顔で、舞姫は囁ささやく。


「……なんで？」


「さあ。なんでだろ。わかんないよね。頼たよられんのも嫌いやだったくせにさ」


　自分にもよくわからないと、舞姫は続けてくる。軽く冗じよう談だんめかしているようで、目は少し本気のような気もした。


「わかんないけど、ユキグニたちが困こまったりして喜ぶようなボクはダメなんだ。それじゃきっとダメなんだ」


　背もたれに肘ひじをついて、舞姫はうつむいた。


「わかってほっとした」


　それがたぶん、彼女の本音。


　雪国はベッドから手をのばして、そんな彼女の頭をなでた。


　そっか。よかったね。


　つぶやきは声にならなかった。本当は雪国自身にもちゃんとわかっていることではなかったけれど、それでも彼女の耳には届とどいているような気がした。


　雨のなか帽ぼう子しだけを届けにきてくれた思いを忘れたくはない。


　また明日から忙いそがしくなる。


　空舟五中の雪国として。青美女学院の舞姫として。できることを。それぞれに。全力で。


「……貰もらったマカロン、まだあるけど食べる？」


「食べる食べる！　ありがとう舞ちゃん！」


「なんで食べられないんだろうねあの子」


「いろいろ複ふく雑ざつなんだよ」


　雪国たちは、またそれぞれに立ち上がった。舞姫はお菓か子しの箱を取りに。雪国は、とっておきのお茶を淹いれるために台所へ。


　階かい段だんの明かり取りから空をながめると、ぽっかりと月が出ていた。
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　洋間の窓まどから見える月。


　夕方から降ふった雨が噓うそのように、よく晴れているとのことだった。


「……月つき……暈かさ……かかってる？」


「ご冗談を。熱でそうお見えになるだけでございましょう」


「そ、そう……？」


「ほら三十八度二分。立りつ派ぱなお風か邪ぜでございますね」


　枕まくら辺べの清野の診しん断だんは残ざん酷こくだった。


　寝ね間ま着きのネグリジェに着替えさせられた蜜は、体温計を挟はさんでいて乱みだれた襟えり元もとを直し、またベッドの中へもぐりこむ。すかさず上から、山ほど毛もう布ふとタオルケットをかけられた。


「蜜だけ風邪なんて……先せん輩ぱいに……笑われるわよ……」


「余よ計けいなことは考えずに。はしゃぎすぎのおいたが招まねいた結果でございますよ」


「そんな……」


　頭がぼうっとする。先輩。先輩とは誰だれだったろう。


　雨に打たれたことも、誰かに会ったことも、観かん覧らん車しやもチョコレートもドーナツも、みんな熱の向こうの暈に隠かくれて消えていきそうだった。


「氷ひよう囊のうとお薬と……寝間着の替えも準じゆん備びして……何かお食べになられますか？」


「……お水……飲んでくる……」


「お嬢じよう様さま！」


　蜜は、ふらふらとタオルケットを抱だきかかえたまま、ベッドから抜ぬけ出した。


　清野が止めるのも聞かず、部屋を出る。外はしんと静かな廊ろう下かが続くばかり。


　静かで人気がない家などいつものことだ。父と母。片かた方ほういればいい方で、二人がそろって夕食をとることは滅めつ多たになかった。


「あれえ……なんれ、まっふぐ、あるけ、なあい……」


　しかし下へ行けば、お父様がいらっしゃるかもしれない。お母様がお歌の練習をしてらっしゃるかもしれない。お土みや産げがあるなら早く行かないと。


　蜜はふらつきながらも階かい段だんを降おりはじめた。


「お嬢様。お嬢様。お水ならこの清野が」


「なあに、これえ……」


　ちりん、と鈴すずの音が足もとでした。


　見れば床ゆかを引きずっているタオルケットの間から、鈴付きのお守りが滑すべり落ちて転がっていくところだった。


　お土産？


　蜜は、階段の途と中ちゆうでしゃがみこむ。


　安産祈き願がん。刺し繡しゆうの縫ぬい取り。いったいこんなお守りどこで貰もらったのだろう。


　記き憶おくが混こん乱らんする。


　世界が回っていく。


　裸はだ足しの右足が、よく磨みがかれた階段の踏ふみ板を踏み外した。


「お、お嬢様────────っ！」


　衝しよう撃げき。激げき痛つう。暗転。そして──。
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　それから雪国たちは、あらためて胡こ蝶ちようの宮みや率ひきいるローズロワイヤルと、打ち合わせの会議をすることになったのだ。


　場所は青美女学院内のソロリティ舎しや。


　参加メンバーは五中生徒会長の鳥子、一年と二年の会計と書記、ＳＥＣと名めい誉よ兄あに貴き『淡谷雪国』だ。


「き、きんちょーするっすね」


「なに堂々としていれば良いのだ。緊きん張ちようする必要などなにもなああい！」


「会長！　声裏うら返がえってるっすね！」


「はっはっは。はっはっは。はーっはっはっは」


　空舟駅西口からお嬢様エクスプレスなスクールバスに乗って、青美女学院の正門をくぐるのだ。


　前に五中の制服を着て青美に来た時は、たった一人で生徒会一同のお迎むかえを受けたのだ。だが今回は少し違ちがう。


　バスを降おりたところで、レースのパラソルをさした胡蝶の宮こと蝶ちよう間ま林ばやし典のり子こさんが、お取り巻まきと一いつ緒しよに手を振ふって出迎えてくれた。


　彼女たちは、ローズロワイヤルのロワイヤルメンバーだ。青美屈くつ指しの伝でん統とうと格かく式しきを誇ほこる社交ソロリティの一員で、今回の企き画かく実行のありがたいパートナーだった。


「淡谷先輩。本当に僕ぼくたち来ていいんですか……？」


「大だい丈じよう夫ぶ。食われはしないから」


「食われないって……」


　いたたまれない顔の書記二年君──たしか名前は加藤くんだったか、佐藤くんだったか──を、雪国はなだめてすかして歩かせてやるしかなかった。


　なんでも昭和初期に当時のロワイヤルメンバーのトップが『私費で』学院内に建てたというソロリティ舎に、雪国たちは案内された。


　緑深い校舎裏うらの林の奥おくに、赤毛のアンに出てきそうな木もく造ぞう二階建ての洋館が建っている。入り口のドアノブとランプに薔ば薇らの装そう飾しよくが施ほどこされていて、それだけが『ローズロワイヤル』の所しよ属ぞくであることを匂におわせていた。


　青美にいる時は生徒会の『若わか光ひかるの君きみ』でいるため、雪国自身もここに来るのは初めてである。胡蝶の宮のお導みちびきのもと、内心どきどきしながらドアをくぐり、通された一階のサロンには、白いテーブルクロスもまぶしいお茶会のテーブルが用意されていた。


「さ、どうぞこちらへ。五中のみなさま」


　なんとまばゆい光景だろう。


　エスコート役のロワイヤルメンバーが、雪国たちを座ざ席せきへ誘いざない、優ゆう雅がに椅い子すを引いて座すわらせようとする。


　みんな大丈夫かなと隣となりを見ると、案の定他のメンバーは固まりきっていた。特にＳＥＣなど、椅子を引く合図が、『座って』だとわかっていないらしい。棒ぼう立だちだ。


（いいんだよ芝しば目めくん。座って座って）


　親指を下に向けて、『さっさと座れ』と合図。それを別の意味に勘かん違ちがいした芝目。


（俺おれに『死ね』と!?）


（違う『座って』！）


　親指で首をかききるジェスチャーをはじめるから、雪国は慌あわてて親指ではなく手のひら全体で『座って』を表ひよう現げんしてみる。蒼そう白はくな芝目たちは、それでようやく安心して椅子に座った。


　靴くつを脱ぬぎ、正せい座ざで。


　女ホ主ステ人スとして上座に座る胡蝶の宮は、雪国に向かって優雅に笑えんだ。


「なにか楽しいお遊びですの？」


「すいません緊張しているらしいんです」


　刺し激げきが強すぎて飽ほう和わ状じよう態たいになっているらしい。雪国は正座三人衆しゆうの頭に素す早ばやくチョップを叩たたきこんで再さい起き動どうさせると、なにごともなかったように座り直して微ほほ笑えんだ。


「淡谷……」


「地味に……」


「ひどい……」


　目がさめたか諸しよ君くん。


　他のメンバーもＳＥＣほどひどいボケ症しよう状じようには陥おちいっていなかったが、足を戻もどして普ふ通つうに座る三人に、やっとおずおずと腰こしを下ろす感じだった。


「それでは……まず送っていただいた企き画かく書と脚きやく本ほんの方。目を通させていただきましたわ」


　繊せん細さいな小花模も様ようのティーカップに入った紅こう茶ちやが、ロワイヤルメンバーによって行き渡わたり、お茶会をかねた打ち合わせがはじまる。いよいよ来たか。


「ど、どうでしょうか感かん触しよくとしては」


「ええ。とても素す晴ばらしいお話だと思いましたわ。感動いたしました」


　やったあと。


　古葉鳥子は、サイドの髪かみをかきあげ眉み間けんに皺しわを寄よせ、居い心ごこ地ち悪そうに目を伏ふせる。目元だけはほんのり赤くして、素直じゃないというかなんというか。もっと喜べばいいのに。


「そうですわね……五中生徒会とあたくしたちローズロワイヤルでこれを演えんじる……面おも白しろいプランになると思いますわよ」


「ありがとうございます！」


「演えん劇げきの心得は、クリスマスやチャリティイベントでいくつかこなしたこともございますから。あたくしたちでよろしければお力になりましょう」


　あらためて頭を下げたくなった。


　他のロワイヤルメンバーも、目を輝かがやかせて感想を述のべてくる。ニセ舞姫の時は微び妙みような反はん応のうの少女たちの、率そつ直ちよくな好意が嬉うれしかった。


「そうなると配役を考えないといけませんわね」


「まずはそこですよね」


　古き良きパリ。怪かい盗とうルパンの名を借りた少女クロディーヌ。それを暴あばきにかかる名めい探たん偵ていホームズ。恋こいとすれ違ちがい。


　ワトソンやクロディーヌの腹ふく心しんであるメイドの少女なども大事な役所だが、まずは主役二人をがっちり固める必要があるだろう。


「それについては、一つ提てい案あんっていうか希望があるんですけど……」


　ふいに古葉鳥子が、場の中で手をあげていた。


　珍めずらしいこともあるものだ。


「なに？　古葉さん」


　鳥子は、ホスト席の胡蝶の宮だけを見つめていた。


「ええ。うかがいましょう？　古葉会長」


「あたしは……この男だん装そうする『ルパン』──クロディーヌの役ですけど、あなたに演じてもらいたいと思って書きました。蝶間林典子さん」


「まあ」


　胡蝶の宮は目を丸くし、それ以上にロワイヤルメンバーが沸わき立った。


「素す敵てき！」「胡蝶の宮が怪盗ですってよ」「しかも男装の麗れい人じん！」「すばらしいですわ最高ですわ」「感動いたします！」


　なにか素晴らしく乙おと女めのツボを押おされているらしく、みな赤い顔で身をよじってはしゃいでいるのだ。


「胡蝶の宮、ぜひおやりくださいまし！」


「あたくしたち全力でバックアップいたしますわ！」


「え、ええ……そう……そう……そうかしら……」


　行け行けどんどん。とうとう後に引けなくなってしまったのか胡蝶の宮。豊ゆたかな胸むねを心なしかそらし、顎あごもとに手を置き、


「わかりましたわ。あたくしで良ければ喜んで！」


「他ほかに誰がいらっしゃいますか！」


　きゃー！


　黄色い悲鳴があがる。


　どうも彼女、周囲にのせられるとどこまでもがんばってしまうタイプらしい──。


「それで、『ホームズ』の役なんですけど」


　古葉鳥子が、また冷静に言った。


「淡谷。あなたやってよ」


「え、う、ええええ僕ぅ!?」


「そう」


「だってそんな僕！」


　演えん技ぎなんて。


「素す晴ばらしいですわっ！」


　拍はく手しゆをしたのは胡蝶の宮だった。


「あたくしがんばります。一いつ緒しよに良い劇にいたしましょうね、雪国さん！」


　きゃあきゃあ盛もり上がる周囲に負けない勢いきおいで、彼女の瞳ひとみは輝いていた。


　ホームズ。


　演技。


「…………あたしはまあその、横で相あい棒ぼうのワトソンとかできれば充じゆう分ぶんかな、とか……」


　ぽそぽそ付け足す鳥子の言うことなど、もはや気に留とめている人間は誰もいなかった。


　けっきょく。


　主に女子の間で話はあれよあれよと転がり続け、あっと言う間に他の配役や役やく割わりまで決まってしまったのである。


「それでは、参加者の皆みな様さま。夏休みまでに各自台本を読み込こんでおき、夏休みに入ると同時に合同で合宿に入り稽けい古こを行う──という流れでよろしくて？」


　異い議ぎなし、という声が方々であがる。


「合宿の場所は青美女学院。殿との方がたはソロリティ舎しやのゲストルームを使っていただき、あたくしたちは白しら百ゆ合り館内の宿しゆく泊はく施し設せつを使用いたしましょう。稽古場はいつもの第二音楽ホールを。手配をよろしくお願いいたしますわ縁ゆかり子こさん」


「お任まかせください！」


　見事だ。よどみも滞とどこおりもなにもない進行である。


「それでは今日はこのあたりで」


「ありがとうございます」


　礼を言ってしまうほどに素晴らしかった。


　解かい散さんの流れに入るサロンの中で、芝目や大道寺たちが肩かたを叩たたいた。


「まあなに」


「くじけるなホームズ？」


「…………気楽に言ってくれるなあ」


　芝目が『ガニマール警けい部ぶ』で大道寺が『警官その１』だったか？


　鳥子は演出担たん当とうと兼けん任にんでホームズの相棒『ワトソン』をやるらしい。


　考えてみれば舞ぶ台たいの出演経けい験けんなど、小学校のお楽しみ会や学芸会がせいぜいである。最後の演目は『長なが靴ぐつをはいたネコ』で、雪国は主役を褒ほめて去っていく王様の役だった。


「豆坂などな、馬だぞ馬！　馬車の馬！」


「どっちがいいかよく考えてみろって淡谷オトート」


「……馬、かな」


　科せり白ふが「ひひーん」ですむのなら。


「胡蝶の宮に主役させて、持ちかけたお前だけ馬やるわけにもいかないであろう」


「そりゃ、そうなんだけどさ……」


　雪国がちらりと目を向けると、取り巻まきの間にいた胡蝶の宮は、こちらを見たまま口をおさえ、衝しよう撃げきに打ち震ふるえていた。後ろを見る。誰だれもいない。いったいなにがまずいのかと不ふ思し議ぎに思えば、隣となりにいる芝目が雪国の肩に手を置いているのがまずいようだった。


（もしかして、これ？）


　胡蝶の宮、こくこくとうなずく。


　さすがに嫌きらわれているとまでは思えないが……その好意がどこまで正しい解かい釈しやくのもとに成り立っているのかよくわからなくなってくる瞬しゆん間かんである。


　雪国は、胡蝶の宮へと近づいた。


「あの、蝶間林さん。今日は一駿河さんの姿すがたが見えないみたいなんですけど……どうかしたんですか？」


　預あずけたままの制せい服ふくも、まだ戻もどってきていないし、なにか用事でもあるのだろうか。


　すると胡蝶の宮は、当然のような顔で言ったのだ。


「あら、蜜は休みですのよ」


「え、早引け？」


「違ちがいますわ。月曜日からずっと欠席ですの」


「は？」


　胡蝶の宮は、ため息をつく。


「どうも週末に風か邪ぜをひいてしまって、熱で階かい段だんを踏ふみ外してしまったのですって。足も痛いためてしまったからベッドの上から動けないそうですの。妹ながらそそっかしいと申しますか、いろいろ不ふ憫びんな子ですわ……」


　舞ちゃん。おおざっぱな双ふた子ごの姉上様。


　頼たのむから、


「あの子のぶんまでがんばりましょうね、雪国さん──」


　こういうのは早めに教えておいてくれないかなあああ！
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　できれば教えたくなかった。


　それが舞姫の正直な感想だった。


「……まあ、まあ、まあ。まあああ……」


「なんか、うん、そういうことらしいよ」


　言った舞姫の目の前で、唐から竹たけに漆うるしを塗ぬった典てん雅がな扇おうぎが揺ゆれている。


　綺麗な綺麗な伝統美。


「まあああ……」


「だからほら、お互たがいがんばればいいんじゃないかな。仲良くさ」


　冷れい房ぼうのきいた生徒会室の、社長椅い子すに舞姫は腰こし掛かけている。かたわらには久く我が原はらさゆねを侍はべらせ、肩書きは生徒会長で、実じつ権けんとしてはこちらの方がずっと偉えらいはずなのに、目の前の少女からただよう冷気はなんなのだろう。


「申し訳わけございません、会長さま。この長おさ船ふね、心の臓ぞうが高ぶりすぎて気が動転しております模も様ようです。もう一度おっしゃってはいただけませんか？　大きなお声ではっきりと」


「空舟五中とローズロワイヤルは、一緒に劇げきをするみたいだよ」


「きえええええええええええええええええええ！」


　冷気ではない。妖よう気きだ。


　ばしっと扇を畳たたんで握にぎりしめ、みどりの黒くろ髪かみを振ふり乱みだし、長船白びやく夜やは狂きよう乱らんした。


「どこまでっ、どこまでこちらを馬ば鹿かにすれば気がすむというか！　ローズロワイヤル！　無む認にん可かの蝶ちよう々ちようの分ぶん際ざいで！」


　たわんでへし折れた扇が宙ちゆうを舞まう。柄がらの意い匠しようは鮮あざやかな『胡こ蝶ちよう』。


　もちろん彼女はそれを、一いち撃げきで床ゆかへ踏みつぶした。


　ぎりり。ぎりぎり。踵かかとで、ぐしゃり。


　舞姫、椅子の上、ドン退びきで絶ぜつ句く。久我原さゆねは、無言。


「会長さま」


「……なに？」


「私、悔くやしゅうございます」


「そう」


「目にもの見せてやりとうございます」


「そう……」


「同じ土ど俵ひように上がると申すなら。素しろ人うと衆しゆうが演劇プ部員ロにケンカを売ると申すなら。瞬殺でございます」


　雪国。お願い無事でいて。


　本当なら、土曜日の夜──家で劇をやるという話になった時点で、弟たちを止めてやるべきだったのかもしれない。


　けれどあまりに楽しそうな雪国たちを見て、舞姫は言うに言えなくなってしまったのだ。


　どうしてこんなに彼女が怒おこるのかと言えば。舞姫たち生徒会が中部連の助けを借りてやる出し物もまた、雪国たちと同じ『演えん劇げき』だったりするのである──。


　選せん択たくを誤あやまったかと思う舞姫の前、長船白夜は狂くるい咲ざきの花のごとく笑い続けていた。
















　　第５章　ルパンで向日葵







　その日は朝からよく晴れて、正午を待たずして真夏日を記録することは確かく実じつと言える青空が広がっていた。


　セミの合唱もまた、いっこうに止やむ気配がない。


　一い駿する河が家の家か政せい婦ふの清きよ野のさんは、前掛けで濡ぬれた手を拭ふきながら、門前の新聞と牛ぎゆう乳にゆうを取りに出る。ふふん、ふん、ふーん……一面からすでにきなくさい見出しに顔をしかめ、そのまま戻もどろうときびすを返す。


　──と。


「まあ。ひまわり……！」


　自然と声が明るくなる。


　門の庇ひさしの下ぎりぎり。直ちよく射しや日光に当たらぬよう、小さな影かげの中へ寝ねかせるように、綺き麗れいな花束が置いてあることに気づくのだ。


　花束と一言に言ってしまうのもためらわれるような、豪ごう快かいに茎くきを斜ななめ切りにして、シフォンのリボンでくくっただけの、一メートル近いひまわりの束である。うきうきと両手で抱だき起こすと、黄色い花か弁べんに縁ふち取どられた花心は重そうに頭こうべを垂たれ、赤子のような重量感があった。


「蜜みつお嬢じよう様さまへの贈おくり物かしら……？」


　茎の直径はそれぞれ二センチはあるだろうか。どれも一時間前まで花か壇だんに根を生やして咲いていたかのように、花も葉も活いき活きとしているのだ。


　清野さんは、母おも屋やで休んでいるはずの『お嬢様』について考えた。


　そしてふと、通りの向こうへ目を細めてみたのだ。陽かげ炎ろうの立ち上るアスファルトの先──自転車に乗った少年が、白い開かい襟きんシャツの裾すそを揺ゆらして走り去っていくところだった。





　　　　　＊＊＊





　──夏休みがやってくる。


　内心びくびくしていた通知表は、期末テストを死ぬ気で受けたおかげか、大したダメージを受けずにすんでいた。むしろ前より実じつ技ぎ・芸げい術じゆつ関係の点が上がっていたことに軽くへこむ。大だい活かつ躍やくですねお姉さんと言った風ふ情ぜいだ。


「淡あわ谷や。淡谷ちょっとこっち来い」


　下げ駄た箱ばこで上うわ履ばきを脱ぬごうとしていると、体育教きよう師しが雪ゆき国ぐにを呼よんでいた。


　強こわ面もての顎あごをしゃくって、三秒以内に目の前に来ないとケツバットが飛びそうな雰ふん囲い気きだ。


「な、なんでしょう先生──」


　おかげ様で、体育のお点もアップしていたはずですが。


「古こ葉ばからな、話を聞いたぞ」


「は？」


「人じん力りきリバーフェスタに劇げきで参加するそうじゃないか」


　雪国は、軽く冷や汗あせをかく。そうだった。そういえばこの人、生徒会の顧こ問もんでもあったのだ。


「そ、そうです。劇の脚きやく本ほんと企き画かく書しよの方は、提てい出しゆつした通りです、けど」


「また青せい美び女学院と合同か──？」


「生徒会じゃなくて、社交ソロリティの人たちに手伝ってもらうつもりです」


「そんな細かい事はいいんだ」


　顧問の体育教師は打ち切るように言った。


「私はな。他ほかの先生方にも言ったんだ。人力リバーフェスタは、この間みたいな校内のお遊びと違ちがう。近きん隣りんの学校のほとんどが参加して、市長や県議の方々も招しよう待たいされているんだ。どうせ恥はじをかくだけなら、まだ前年通り裏うら方かたに徹てつした方が有ゆう意い義ぎだろうと──」


「そっ、そんな。僕ぼくたちちゃんとがんばるつもりで」


「ああわかっている。言ったその場で反対されたさ。あなたも生徒の働きは見てきただろうと猛もう反はん発ぱつだ」


　骨ほね張ばった大きな手が、雪国の頭をぐしゃぐしゃとなでた。


「やるなら手は抜ぬくな。古葉たちを支ささえてやってくれ。信じてるぞ」


　日焼けした体育教師の四角い顔を、雪国は目を丸くして見上げてしまった。


　あの頃ころのままなら、違っていただろう。


　こうして時間は少しずつ進んで、してきたことが積み重なって、心を動かし、人を動かし、世界は変わっていくのだろうか。


　そのままお説教もはじめてしまう先生を見上げ、雪国はやはり呆ぼう然ぜんとしてしまうのだ。





　夕飯と風ふ呂ろを終えた夜。


　雪国が祖そ母ぼに提出し終えた通知表を、机つくえの上に置いておいたら、舞まい姫ひめがそれを開いて目を見開いていた。


「うわ、すごいユキグニ。ぱーふぇくと」


「ちょ、返してって」


「五科平へい均きんってこんな数字も出るんだ。へえ」


「おばあちゃんにも言われたよ。相変わらず棒ぼうみたいな折れ線グラフでおもしろみがないって」


　その舞姫はどうなのだ。悪くなかったと聞いたが？


「うん。悪くないというより。びっくり」


　なんでも自じ己こベストだったらしい。


　普ふ段だんの授じゆ業ぎようを雪国が受けていた上に、五中のスパルタ受験生授業でテストの耐たい性せいも上がっていたのだろうか。


「ミセス・ダフネの英会話でこんないい点取ったのはじめて。なに喋しやべったの？」


「……心の……おもむくままに……かな」


　あまり露ろ骨こつに変わりすぎると怪あやしまれるから、ほどほどにしないといけないようだ。


「でも、びっくりしたなあ。舞ちゃんたちも明日から合宿だなんて」


「うん。そうらしいね……」


「しかも劇やるんでしょ？　参ったなあ。僕らもがんばらなきゃなあ」


　ユキグニ、と舞姫がつぶやいた。


　スポーツバッグを引っ張ぱり出し、着き替がえ、パンツ、パンツ、とつぶやいているところに、舞姫は重ねて肩かたに手を置いたのだ。


「がんばって」


「？　がんばるよ」


「すっごいがんばって」


　なぜだろう。ひどく重みのある調子だった。





　次の日の朝、二人そろって駅前のスクールバス乗り場に行くと、けっこうな数の青美の女子が順番待ちをしていた。どれもこれもきちんと青美の夏服を着ている。


「夏休み……なんだよね？」


「部活とかは、夏が練習し時だから。ソロリティはだいたい休きゆう暇かに入っちゃうし」


　なるほど。


　そう言えば、舞姫も夏休みはなんだかんだと言って学校へ登校していたことを思い出す。平へい凡ぼん優ゆう等とう生せいな雪国は、もちろん家で勉強と家事と花の虫取りをして過すごしていた口だ。


　全員制せい服ふくに指定の革かわ靴ぐつを履はいて、ジャージやユニフォーム姿すがたの女子がいないところは、さすがお嬢じよう様さま学校だった。


　感心していると、見知った女の子たちが手を振ふってきた。あれはたしか中等科生徒会の執しつ行こう部ぶガールズだ。副会長の花はな江えさんまでそろっている。


「「おはよう。今いくよ──！」」


　笑え顔がおで返事をしたら、露骨にかぶってしまった。


　あわてて口をつぐむ雪国。横ではリアル舞姫が、『おばか』とばかりに雪国を睨にらんでくる。


　そうだった。今はニセ舞姫ではないのだ。


　かわりにリアル舞姫が、涼すずやかな足取りで執行部ガールズのところへ走っていく。待ち受ける山やま吹ぶき都みやこ嬢などは、いつもの人なつっこさで追つい突とつして、舞姫の二の腕うでにしがみついていた。そうそう、ふわふわのむにむになのだ……。


　妙みようにせつなさと空くう腹ふく感を覚えて、本来の待ち人がいる方向を見た。


「……おい淡谷弟。そのあからさまにがっかりした顔はなんだ」


「いや……なんか……骨張っててまずそうだなあって……ニンゲン……」


「お前は人をどういう目で見ているんだ……？」


　ＳＥＣに不ふ審しんな顔をされ、それでも雪国は立ち直れなかったのだ。


　そのまま、端はしにいた鳥とり子この手をつかむ。


「古葉さんがいて良かった……」


「触さわんないで」


　つかんだ端から毒どく舌ぜつを吐はかれた。ついでに張り手も。


「……死ね、チャラ男」


「ぶたなくたっていいじゃないか……」


　頰ほおをおさえ、雪国はうめく。制服の鳥子は、上がった心しん拍ぱく数すうを鎮しずめるように、シャツの上から胸むねのふくらみをおさえていた。


「古葉さん？　スクールバス出るよ？」


「こっち見ないでよ！」


　どうやら今日も暑くなりそうだ。





　　　　　＊＊＊





　時は、古き良き時代のパリ。闇やみにまぎれ人目を避さけ、それは怪かい盗とうと名めい探たん偵ていの、あるはずのない邂かい逅こうと問いかけだった──。


『──ムッシュ・ルパン！　今ならば探偵の地位さえ捨すてても惜おしくはない。どうか教えてはくれないか本当の名を。真実の君の姿を』


『……それ以上は言わないでくれたまえミスタ・ホームズ。あなたは聡そう明めいなお方だ。私がその嘆たん願がんに応こたえることがないこともまたわかっているはず』


『私は明日ロンドンへ帰る。あなたに謎なぞがあることもわかっている。どうすればいい。法も理ことわりも無む視しして奪うばい去りたい、この謎を解とくまでは放はなしたくはないと心が叫さけんでやまない。まるでひとかどの怪盗のようにだ……！』


　沈ちん黙もく。


　マントをひるがえし立ち去ろうとする怪盗と、その肩をつかんで放さない名探偵。


　ここでさらにたたみかける名探偵のセリフが入る。


　ほら次だ。次のセリフだろ名探偵ホームズ。


　妙に長い「間ま」になってしまった。雪国はあえぐように息を吸すい、吐き、とうとう胡こ蝶ちようの宮みやと見つめ合う姿し勢せいのまま、盛せい大だいなため息をついた。


「雪国さん？」


「…………すいません。もう一回いいですか」


　なんだよもう。


　しんと静まりかえっていた小ホール内が、いっせいに脱力する空気。


「ほんと何度もすいません」


「気を楽に参りましょうね、雪国さん」


　胡蝶の宮の気き遣づかいがありがたい。


　雪国は気を取り直して距きよ離りを取ると、おもむろに真しん剣けんな顔になって詰つめ寄よっていく。


　さあもう一度──。


『──ムッシュ・ルパン！　今ならば探偵の地位さえ捨てても惜しくはない。どうか教えてはくれないか本当の名を。真実の君の姿を』


『……それ以上は言わないでくれたまえミスタ・ホームズ。あなたは聡明なお方だ。私がその嘆願に応えることがないこともまたわかっているはず』


『私は明日ロンドンへ帰る。あなたに謎があることもわかっている。どうすればいい。法も理も無視して奪い去りたい、この謎を解くまでは放したくはないと心が叫んでやまない。まるでひとかどの怪盗のようにだわはははははははははは……！』


　あーっはっはっは。あーっはっはっは。


　膝ひざから崩くずれ落ち、ひーひー腹はらを抱かかえて笑っている雪国の脳のう天てんに、『演えん出しゆつ家か』古葉鳥子のハリセンが降ふり注いだ。


「……………………マジメにやって」


「そのハリセンはどこから……？」


「作ったのよ作ったのよ何度も言わせないでダイコン男」


　雪国は涙なみだ目めで顔を上げる。発作的に笑いすぎて呼こ吸きゆうが苦しかった。


「あたしの脚ホ本ン、そんなに笑える……？」


「ちっ、違ちがうんだ古葉さん。内ない容ようがどうとか、そういうんじゃないんだ……！」


「今度こそマジメにやって。いい？」


「了りよう解かい」


「四大公害病を頭から！」


「水みな俣また病、新にい潟がた水俣病、イタイイタイ病、四よつ日か市いちぜんそく」


「もう一回！」


　雪国は、もう一度同じシーンを演じ直した。


『ムッシュ・ルパあははははははは……！』


「淡谷！」


　もう一回。


『ひっ、ひうっ、はははは……！』


「ちょっと！」


　再さい度ど挑ちよう戦せん。


『あはっ。あはっ。あひははははははは……！』


「…………淡谷」


　今度こそ。


『…………………………………………ひっ。ひっ。ふくっ』


「もういい」


　鳥子が宣せん言げん。床ゆかにひとりアルマジロのように丸まって、必死に吹ふき出さないよう息を殺している雪国を見下ろし、戸口を指さした。


「顔洗あらって出直してきて」





　十分休きゆう憩けいと相成った。


　教きよう職しよく員いん用のトイレで本当に顔を洗ってから、稽けい古こ場ばの小ホールに戻もどってきた。


　雪国は壁かべの端はしにもたれて座すわる。皆みなは雪国抜ぬきのシーンを稽古しているようだ。男だん装そうした『怪盗ルパン』ことクロディーヌが、悪い金持ちの家へ盗ぬすみに入る冒ぼう頭とうのシーンがはじまっている。


（なんでかなあ）


　どうしても笑ってしまう。


『──警けい部ぶ、警部！　宝ほう石せきがありません！』


『くそっ、また奴やつが現あらわれたな！　怪かい盗とうルパーン！』


　備び品ひんの椅い子すを宝石の硝ガラ子スケースに見立てて、『警部』な芝しば目めと『警官』な大だい道どう寺じが右う往おう左往していた。率そつ直ちよくに言うと、非ひ常じようにたどたどしい。それでも一いつ生しよう懸けん命めいさと熱意は伝わってくる感じだ。


　胡蝶の宮が、一いち段だん高い机つくえの上からさっそうと現れて科せり白ふの口上。


『──さようならパリ市警の諸しよ君くん！　この《翡ひ翠すいの滴しずく》は、怪盗ルパンがいただいていこう！』


『ルパンめ！』


『真にふさわしい人々のもとに届とどけるのだよ。金満の政せい治じ家かよりもずっとふさわしい場所へと！　さらば！』


　屋根の上という設せつ定ていのため、羽は織おったマントをひるがえし胡蝶の宮が飛び降おりる。さすがにソロリティのトップだ安定していた。激はげしい運動もできるよう、マントの下はジャージの軽装だが、一いつ瞬しゆん本物の怪盗が現れて消えたかのような錯さつ覚かくを覚えた。


「ＯＫ！　まずはこんな感じで！」


　古葉鳥子が手を叩たたく。すっかり演えん出しゆつ家かが板についているようだ。


「どうでしたか今のは」


「華はながある人は違うって思った」


「まあ嫌いや。おほほほ！」


　笑う胡蝶の宮。


「オレらはオレらは？　どーっすか古葉会長」


「とりあえず多くは望んでないから。セリフ嚙かまなきゃなんでもいいわ」


「あ、そう……」


「それとさっきやった馬のいななきの場面──」


　鳥子は、後ろにひかえていた豆まめ坂さかの巨きよ体たいを見上げ、すいと目を細めた。


「……あなた前世は馬？」


　いったいどんな名演をしたんだ豆坂。


　役を振ふられていないロワイヤルメンバーは、タオルを片かた手てに胡蝶の宮へ歩み寄よって、お茶を渡わたしたりマントを受け取ったりと甲か斐い甲が斐いしい。ついでに芝目にもお茶やお菓か子しを渡わたそうとして、肝かん心じんの芝目に固まられていた。いつ見てもおかしい。


（魔ま法ほう使つかいの卵たまごなのにね）


　五中とソロリティのローズロワイヤル。


　どう見ても異ことなる環かん境きようの人間が、一つの空間に入り混まじって、一つの劇げきを作ろうとしていた。


　遠とお巻まきに錯さく綜そうしていく影かげを見つめていると、雪国はふと寂さびしくなる。


　この場に一番いてほしい子。


　蜜の姿すがたがどこにもなかった。


（まだ出てこれないんだ）


　ケガが思わしくないのだろうか。風か邪ぜが治っていないのだろうか。


　心配でいたたまれなくて。せめて家のひまわりを切りとって門前に置いてきたのが一お昨とと日いのこと。ちゃんと蜜のもとに届とどいたのかさえ確たしかめきれなかった。


「ほら淡谷！　この場面もう一度やったらホームズ出番だからね！」


「はっ、はい！」


　背せ筋すじをただす。そんな小ホールの中心では、胡蝶の宮の怪盗ルパンが、朗ろう々ろうとセリフを語っていた。


「……まるでお遊ゆう戯ぎ」


　雪国はぎょっとした。


　あわてて声がした方を振り返れば、入り口のドアが半開きになっていて、そこから数人の少女がのぞきこんでいた。


　雪国と目が合うと、彼女たちは意味をいくつも同時に乗せたような、女の子特有の笑えみだけを残して去っていく。


　こちらは男なので、その笑みのすべてはわからない。でも、同時にニセ舞姫としてこの学校に通ったこともあるから、彼女たちの顔に見覚えがないわけではなかった。


　あれは確か──演えん劇げき部ぶの誰だれかだ。





「あ、わ、やぁぁぁぁ！」


「ごめ、ごめ……！」


「どうして読み合わせで普ふ通つうに言えることが言えないの？　セリフ三つで笑わないでよ進まないじゃない」


「わかってるけど……！」


　雪国は涙なみだ目めだった。笑いすぎなのか本気泣きなのかもわからなかった。


「環かん形けい動物を四つあげて！」


「ゴカイ、ケヤリムシ、ウマビル、ええとイトミミズ」


「その脳のうみそをここに使って！　ここに！」


　ドＳ全開でハリセンを振り回す古葉鳥子は、かつての面めん倒どうくさがりな面おも影かげがどこにもなかった。まだ一年生の五中の会計君が、ぽっと頰ほおを赤らめて「古葉先せん輩ぱいちょっとイイかも……」とつぶやいて書記君に肩を揺すられている。


「いい？　淡谷先生が見に来るかもしれないのよ。ヘンなことになったら殺すからね」


「いや、おばあちゃん来るって言ってたの……？」


「来ないかもしれないけど来るかもしれないでしょ！」


　変なところに賭かけている人だ。


　しかし、どうかしてしまっているのは雪国の方なのだろう。ここぞというシーンに入るたび、意い思しと反して腹ふつ筋きんが崩ほう壊かいするので、そのたびに流れが中ちゆう断だんしてしまう。


「なんでだろ。どうしても笑っちゃうんだよ……」


「雪国さん……」


「すみません、胡蝶の宮も」


　いたわってくれる胡蝶の宮にも申し訳わけなかった。


「まだ初日なんですから。あせらずまいりましょう？　今日はもうこのあたりで終しゆう了りようにしてもよろしいじゃございませんの」


「え、でも……」


「根こんをつめすぎるのは、あまり優ゆう雅がなことではございませんわ。ね、そうしましょう古葉会長も」


　胡蝶の宮は、雪国の腕うでをつかまえたまま無む邪じや気きに提てい案あんしてみせる。言われた鳥子は腕時計をみつめて、「はあ」と微び妙みような顔をしていた。


　午後四時半──。


　たしかに、普通の部活動なら上がってもいい頃ころ合あいだろう。しかし、これが『合宿』となると、残りの時間はなにをするのだという気分にもなる。そんな時間帯だった。


「シャワーを浴びたら、ソロリティ舎しやでお茶でもいただきませんこと？」


「お姉様。あたくしカードゲームがしたいですわ」


「まあ。それは素す敵てきね」


「五中のみなさまもいかがです？」


「えっ、いっ、いいんすか！」


　お嬢じよう様さまたちは楽しそうだ。


　すっかり休きゆう憩けいムードただよう中、誘さそわれたＳＥＣがおっかなびっくりうなずいている。


（社交ソロリティなんだなあ）


　広く浅く、どこまでも優雅に──雪国は妙に感心してしまった。


　周りに見苦しい汗あせを見せるぐらいなら、死んだ方がましなのが彼女たちである。


「おい淡谷オトート。ゲームだってよゲーム。一いつ緒しよにやらないかって」


「あー、やるなら負けないようにね……」


「馬ば鹿か言うなよ」


　知らないのだ。午後の紅こう茶ちやと賭と博ばく黙もく示し録ろく。彼女たちが一流のギャンブラーなことを。


「そうですわ。夜には空そら舟ふね運動公園で花火も上がりますわよ。青こ美こでも校舎へ上がれば見物できますかしら」


「最高っす！」


「……でも、そんなんでこれ……間に合うの……？」


　古葉鳥子が、眉み間けんに皺しわを寄よせてつぶやいた時、彼女の制せい服ふくのポケットで携けい帯たいが鳴った。着信画面を見て、早足にホールを出ていく。


　そしてそんな鳥子にぶつからんばかりの勢いきおいで、ロワイヤルメンバーの少女が飛び込んできた。


「まあなんですかあなた。そんな皆みな様さまの前ではしたない──」


「ああ申し訳ございませんお姉様。でもあたくし、あたくし、本当に目を疑うたがってしまって。どうかこれを──」


　息も絶たえ絶だえ、少女は胸むねをおさえて胡蝶の宮に近づいた。


　ものはクリップファイルに留とめられた書類のようである。胡蝶の宮は言われるままに書類へ目を通し、そして美び麗れいな顔を険けわしくした。


「──これは？」


「これから一週間の校内施し設せつの利用リストです。ここ。よくご覧らんになってください。練習用の第二音楽ホールに白しら百ゆ合り館の宿しゆく泊はくエリア人数分。どちらも合宿終了まで押さえたはずなのに……なのに、ローズロワイヤルの名前がどこにもございません」


「あなた──」


「たしかに申しん請せいいたしました！　ほら、これが書類の写しで。でもないんです。さきほど確かく認にんいたしましたらどこにもみつからなくて。か、かわりに別の団だん体たいの名前が──」


「やあやあやあ。よろしいですか皆々様！」


　雪国たちは、心しん臓ぞうをつかまれた気分になった。


　戸口を振ふり返ると、まるで二週間前の生徒会室の光景を再さい現げんしたかのような光景で。


　誰かが言った。「芦あし屋や桂かつら」と。


　こざっぱりと切ったショートカットに、赤いセルフレームの眼め鏡がねの組み合わせ。間違いない。青美女学院中等科、新聞部長の芦屋桂だった。


「あれ。なんですか。そんな死神でも見たようなお顔をされて。おかしいな」


「ちょっとうかがってもよろしくて？　芦屋さん」


　たずねたのは胡蝶の宮だった。冷静だが声は固い。


「こちらの利用リスト。新聞部のお名前が地学教室から小ホールに変へん更こうになっていらっしゃるようですけど。ご説明いただけないかしら」


「ええそうですよ。さっき使用教室を変更する届とどけを出しましたから。どうせ空いてるなら広い方を使いたいですし。ほら、申請書類」


　胡蝶の宮が、見せられたプリントを食い入るように見つめる。以前に自分たちで提出した書類とも見み比くらべる。雪国も思わず、後ろからのぞきこんだ。


　一見して、不ふ備びは、ない。


　ニセ舞姫──会長『若わか光ひかるの君きみ』の視し点てんで見てそう思う。新聞部にどんな合宿メニューが必要なのかはわからないが、彼女が出した書類に、不ふ審しんなところは見あたらない。


　そしてローズロワイヤルの少女が出した申請書類もまた、不備らしい不備はない。


　しかし雪国は、ローズロワイヤル側の書類をめくりはじめた。


「ねえ胡蝶の宮。夏休み用の紙は？」


「え？」


「夏休みは二枚必要でしょう。ふだんの施設利用申請書に添そえて、サブとして夏季休きゆう暇か用の特別用紙があったはずですけど──」


　よどみなくしゃべる様を不審に思われた気がして、雪国は慌あわてて付け足した。


「いや。ほ、ほら。あ、あるんじゃないですかね、普ふ通つうは！」


　胡蝶の宮と書類を出した少女が、そろって顔色をなくした気がした。


　やっぱり。出していないらしい。


　特に少女の方が泣きそうになる。おそらくソロリティが夏季休暇中に活動することは少ないというから、知らなかったのだろう。


「あ、あたくしよく知らなくて……も、申し訳わけございません……」


「待ってください。あの、大だい丈じよう夫ぶですよ。多少の不備があったとしても、いきなり横入りするのはないんじゃないですか？」


　経けい験けん上、青美のルールだったら、まず先に使っている団体に確かく認にんを取る。そして入れ替かえるより前に不備の書類を書き直させる。これはそうそう動かせない。


　しかし芦屋桂は、睨にらむ胡蝶の宮や雪国の指摘を前にしてもひょうひょうとしていた。


「なにかおかしくて？　芦屋さん」


「いいえなにも……ええでも、変ですねえ。だってローズロワイヤルも五中の皆みな様さま方も、もう合宿なんておやりにならないって……わたくしめは聞いたんですけどねえ」


「はあ!?　なんですかそれ！」


　声を上げたのは、雪国たちではなく古葉鳥子だった。


　ひとりホールの外で通話中かと思いきや、電でん源げんを切ってすぐさま中へやってくる。完全に血相が変わっていた。


「ねえ。この中で誰かリバーフェスタの参加要請取り下げた奴やついる？　五う中ちの」


　度ど肝ぎもを抜ぬかれるとはこのことだ。


「ちょっと。ちょっと待ってくれないか？　取り下げとはいったい何がなにやらこれがどうやら」


「だから、いま市のイベント事じ務む局きよくから確かく認にんの電話が来たの！　『参加辞じ退たいするようですが本当ですか』って！　ねえ、連れん絡らく入れたのあんた？　あんた？」


「んなわけがあるか！」


「じゃあ誰よ！」


　ぐるりと周りを見回す。しかし誰も名乗り上げない。


「ああ、長おさ船ふねさーん──」


　芦屋桂が言って、自前の眼め鏡がねを押し上げた。言われて入ってきた少女もそうだが、場違いにゆったりとした動作がどうにも気持ちをいらつかせる。


　まず目に入ったのは、扇おうぎだ。口くち許もとを覆おおう金きん箔ぱくの扇。模も様ようは鮮あざやかな緋ひの曼まん珠じゆ沙しや華げ。こちらを見み渡わたす瞳ひとみは黒く、腰こしの下までのびた髪かみもどこまでも黒い。そんな女の子。


　雪国は彼女のことを知っていた。ニセ舞姫として青美に通っていた頃ころ、中部連の連絡会議で何度か言葉をかわしたこともある。


　穏おだやかな、ただ穏やかで上品な少女だと思っていた。


　なのにいま雪国は、舞ぶ台たいの袖そでから突とつ如じよ現あらわれたような長船白びやく夜やに、強きよう烈れつなピンスポットが当たった気がしてどきりとしたのだ。


「長船さん。どういうことでしょうねえ、これ。なんかちっとも話が通ってないように見えるのですが。新う聞　部ちで使えるんじゃないんですか？　ここ」


「あらあ。それはおかしゅうございますわ。だってこちらの方々はもう──」


　長船白夜は扇の下、ちらりと古葉鳥子を見返した。自前の携けい帯たい電話を握にぎりしめたままの彼女に向かって、一言。


「まだ、ご連絡は行っておりません？」


「！」


　かっと顔を赤らめる鳥子。


「あ、あなたがやったわけ……？」


「まあ怖こわい。そんなお顔なさらないでくださいまし」


「あたくしも説明していただきたいわ、長船白夜さん」


　胡蝶の宮が、すいと瞳を細めた。とうとうまなざしは険けわしいを通り越こして、慈じ悲ひにも似にた微び笑しようをたたえはじめていた。


　今度こそローズロワイヤル一の茨いばら姫ひめ、登場だった。


「いいえ、ここは中等科部活連合の代表か、生徒会の手先と考えるべきかしら。どういうことですの？　どうしてあなたがたがあたくしたちソロリティのすることに口出しをする権けん限げんがございまして？　なめられましたものね、ローズロワイヤルも──」


　生徒会の手先、という言葉に雪国は息を飲んだ。違う。それはないと叫びそうになる。


　雪国は、思わず白夜にたずねていた。


「長船さん。あの、このことは、舞ちゃん……いえ、うちの姉は知ってるんですか？」


「知っておりましたら、どうされますか弟様？　泣きついてご自分の演えん技ぎの腕うでも上げていただきますか？」


　さらりと切り返された。


　ついでに日本刀で切りつけられた気もした。


　言葉をなくす雪国の前で、彼女はことさら深刻そうにため息をつく。


「私、偉い大だいなるロワイヤルメンバーに逆さからおうなどという気は毛頭ございません。恐おそれ多くてとてもとても。ただご尊そん敬けい申し上げるだけに、いたずらに御お恥はじをかかせるのが忍しのびなく、お手間をかけさせるよりはと動いてしまっただけ──にございますわ」


「恥、ですって？」


「ええ、よろしければご自分の目でご確かく認にんされてはいかがでしょう？」


　そう言って彼女は、雪国たちを大ホールのひばり堂へ案内したのだ。





「あ、兄あに貴き」


　誰だれかがつぶやいた。


　ホールの一階席。その一番後ろの出入り口から、そっと顔をのぞかせると、すらりとした細身のプロポーションを、Ｔシャツとジャージの軽けい装そうで際きわだたせた舞姫が見えた。まだ彼女の出番ではないらしく、舞台の下で壇だん上じようの稽けい古こを見守っている。


　ちょうど本ほん職しよくの演えん劇げき部員らしい少女たちが科せり白ふをぶつけあっている最さ中なかだ。


「生徒会長は……主役とかじゃないんですか？」


「まあ、どうしてそんな贔ひい屓きを？」


　長船白夜は笑っていた。


「舞台はお客様の反はん応のうあってのこと。幼よう稚ちで見苦しい演技をお見せして不ふ快かいにさせるぐらいなら、たとえ生徒会の方であろうと脇わきにさがっていただきます。当然の判はん断だんでございましょう？」


　演目は昔話の『鶴つる女によう房ぼう』をミュージカル風にアレンジした舞台のようだった。和楽器の演えん奏そうは専せん門もんの音楽部員。舞ぶ踊とうはダンス部員。そして主演クラスの役者はすべて演劇部員で固めてのぞむという。


　何においても、そこで演じている演劇部員の、声がまっすぐ通ることにおどろかされる。どの声も──ひそめた声、はりあげた怒ど声せい、マイクはなにも使っていないだろうに、このホールの奥おくの奥まで苦もなくセリフを響ひびかせているのだ。


　古葉鳥子の横顔が青ざめていた。おそらく、雪国も似たような顔をしているかもしれない。


「金賞は逃のがしましたものの、去年は全国大会まで参りました。市のお祭りといえど手は抜ぬきません。僭せん越えつながらリバーフェスタの優ゆう秀しゆう賞しようは必ず獲とります。私どもが」


　ようするに彼女は、『このレベルの舞台の隣となりで、演技ができるのかお前は』と問うているのだ。


　平気かと言われれば否いな。


　敵かなうかと言われれば否。


　胡蝶の宮の頰ほおにも朱しゆが走る。


「ですから、さしでがましくもご忠ちゆう告こくさせていただきました次し第だい。失礼ながら今の皆みな様さま方の実力では……ねえ？　真しん剣けんにやったところで幼稚園のお遊ゆう戯ぎと変わりありませんわ」


　ころころと長船白夜は笑っていた。


　だから雪国は、ただ悔くやしくて悔しくて悔しくて。


「──そっ、そりゃあ今は幼稚園のお遊戯かもしれませんけど！」


　思わず口に出していた。


「お遊戯かもしれませんけど……それでも、練習はしてるんです。今より明日の方がうまくなってるかもしれません。幼稚園が小学生ぐらいにはなれるかもしれません。まだわからないじゃないですか」


　今から可か能のう性せいを決めないでほしい。


「まあ。成果を出してみせると？」


「やる前にあきらめていたら、なんにも進めませんよ。違ちがいますか？」


　一人で勝手に喋しやべりすぎて、喉のどが渇かわいていた。


　こんな風に喋る自分を、ステージの舞姫はどこかで気づいて見ているだろうか。


　長船白夜が、ぱたりと扇おうぎを閉とじた。はじめてこちらに向けてのぞかせた生身の唇くちびるは、なめらかな艶つやと笑えみに濡ぬれていた。


「……楽しみにしております。心より」





　第二音楽ホールと宿しゆく泊はくエリアの使用権けんは、けっきょくそのまま雪国たちの手にとどまることになった。


「うちの代表さんが納なつ得とくしたなら、べつに構かまわないですよ」


　そうひょうひょうと言ってあっさり地学室へ戻もどっていった芦屋桂は、やはり長船白夜に言われて片かた棒ぼうをかついだだけだったのだろうか。


　そして雪国たちと言えば。


「何様ですの、あの小こ娘むすめは！」


　胡蝶の宮は怒ど髪はつ天てん。お取り巻まきになだめられつつも怒いかりがおさまらないようだ。


「雪国さん。まったくお気になさらなくてけっこうですわよ！　あんな一いつ介かいの部長風ふ情ぜいになめられた口をきかれる筋すじ合あいはございませんもの！」


　そう簡かん単たんに言い切れるものでもない、と思う。


　本当に。


　目の前で見せつけられた演えん劇げき部ぶ中心の生徒会の出し物は、たしかに雪国たちとは段だん違ちがいのレベルだったのだ。自分たちが出ていいのかと一いつ瞬しゆん不安に思う程てい度どには。


「ま──どっちにしろだ。我われ々われはいっそう身を入れて練習せねばならない状じよう況きようになったわけか？」


「なーんかゲームなんてしてられる雰ふん囲い気きでもなくなっちまった感じっすね」


　だが、まだいい。芝目や大道寺たちはそれほどひどくはないのだ。怒おこってくれる胡蝶の宮は言わずもがなだ。


　頭の中に、長船白夜の最後の笑みが回り続ける。


（よくもあんなセリフ吐はけたよな）


　たぶん、彼女の嘲あざけりの元。


　一番のメンバーの癌がんは──自分だ。





　　　　　＊＊＊





　舞姫がふと客席へ目を向けると、見知った顔がホールの片かた隅すみにいた。


　弟の雪国に芝目に大道寺に豆坂に。


　ソロリティ組のフルメンバーだ。


「なにしてんだろ」


「もう帰るようですね」


　隣となりで久く我が原はらさゆねがつぶやいた。


「……水くさい話です。顔を出すなら出すで、舞姫さまにご挨あい拶さつの一つもされていかれればよろしいのに」


「んー、そんな感じのノリかなあ……」


　舞姫はまだ言って、出入口の方向を気にしていた。


　しかしそうしているうちにも、長船白夜がまた舞台の上へと戻ってきた。近くにいる演劇部員が、いっせいに緊きん張ちようするからすぐにわかるのだ。


　成果主しゆ義ぎとそれゆえの上下関係の徹てつ底てい。青美であえて部活動に入る人間の傾けい向こうとして、挙げられる部分でもあった。


　ソロリティでなれ合うことをよしとしなかった彼女たちは、厳きびしいまでに自分たちを高め追い詰つめることを求めるのだ。


「お待たせいたしました会長さま。さ、はじめましょうか」


「ユキグニたち、どうかしたの？」


「少しお話をしてまいりました」


　彼女は部員に扇を渡わたし、あらためて長い髪かみをかきあげ立ち位置を確かく認にんする。


　ここでの彼女の役は、一羽の鶴つるだ。助けてくれた男に恋こいして尽つくす一羽の鶴。大事な主演女じよ優ゆう。主役だった。


　それでも舞姫は、涼すずしい顔で戻ってきた白夜の顔と、一瞬かいま見た弟の横顔の落差が、どうにも気になってならなかったのだ。


　たぶん、殴なぐられたような顔をしていた気がしたのに。


「ねえ。長船さん。さっきユキグニたちに──なにかきついこと言った？」


「いいえ、特にはなにも？」


　役に入る前の透とう明めいな表ひよう情じようで、長船白夜は首を横に振ふった。


　そのまま彼女は、頭こうべを垂たれ、腕をのばし、それは美しい一羽の鶴へと化けはじめる。


　舞姫はもう一度客席を見返す。出ていった雪国の顔を思い出す。


　──やっぱり、うそだ。


　思った舞姫の言葉は、声にならなかった。
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　　第６章　夜／星／花／謎







「はいやっきゅっうー、すーるならー、こーゆーぐあいにしやしゃんせー」


「アウト！」


「せーふ！」


「よよいのぉっ」


　よいっ！


　お互たがいに突つき出された右手。グーを出したのはロワイヤルメンバーの二年生。パーは裸はだ足しに制せい服ふくのズボン姿すがたの大だい道どう寺じだ。大道寺、パーのまま手をあげる。


「はい勝ったぁ！」


「いやあ、負けてしまいましたわあ」


　伝でん統とうと格かく式しききわだつ青せい美び女学院のソロリティ舎しやに、ここまでアホウな声を響ひびかせられるのも立りつ派ぱかもしれない。


　あんな風に別れたあと。


　雪ゆき国ぐにたちは校内のカフェテリアで夕食をとり、ソロリティ舎の二階で休む雪国たち男子群ぐんと、白しら百ゆ合り館の宿しゆく泊はくエリアで休むロワイヤルメンバーとで分かれるはずだった。しかし、夜に公園の花火が見えることを確認してからは、そのままソロリティ舎の方に居い残のこってしまっている。


　なんでも今は野球拳けんのお時間らしい。


　紳しん士し協定として、負けて脱ぬぐのは男子のみ、女子は脱ぐかわりに炭たん酸さん水を飲むということにしてあるらしいが、青美女学院初の珍ちん事じであることは間ま違ちがいないだろう。


「大道寺さま！　がんばって！」


「亜あ莉り早ささんも！」


「いやー、余よ裕ゆうっすよ！」


　頼たのむからそれ以上負けて脱ぐなよ大道寺。豆まめ坂さかも。会計や書記の後こう輩はいたちが呆ぼう然ぜんとしてしまっている。


　なにも言わないかわりに、雪国はサロンのテーブルから立ち上がった。


「どうした、淡あわ谷や弟」


「ちょっとね、トイレ」


　芝しば目めが目を細める。


「あまりな、気にせずとも──」


「わかってるから」


　雪国は本館の教きよう職しよく員いん用トイレへ行くふりをして、しかし本当の目的はまた別にあった。


　夜の学院内を歩くのははじめてだった。


　合宿中の生徒に配はい慮りよしてか、職員室や宿直室など、校舎の一部の教室には明かりが灯ともり、道沿ぞいの外がい灯とうもついたままだ。それほど怖こわい感じはしない。


　途と中ちゆう、制せい服ふくとジャージ姿すがたの女子生徒二人とすれ違った。どこかで顔を見ているかもしれないが、男の格かつ好こうであまりじろじろ見るわけにもいかず、うつむき加か減げんにやりすごす。


　大ホールに顔を出す勇気はなかった。もしまだあそこで練習をされていたら、ちょっと自分は動けそうにない。


（気にするなって？）


　わかっている。


　そういうわけにも、いかないことを。


　できるかぎりホールからもソロリティ舎からも離はなれた、人のいない場所を探さがして、雪国はさまよい歩いた。練習がしたかった。あれからまたみんなで稽けい古こをしてはみたけれど、本当に心底『ダメ』だったのは雪国ぐらいだったのだ。


　近くに街灯とベンチが一つあるだけの小さな広場を見つけ、台本を放ほうり出す。いまさら台本は開かない。どうせセリフ自体はすべて頭に入っているのだ。問題はそのセリフを、必要なときにまともに言って演えん技ぎをすることができないだけで。


　さあもう一度考えろ。


（……ムッシュ・ルパン……今ならば探たん偵ていの地位さえ捨すてても惜おしくはない……どうか教えてはくれないか本当の名を……真実の君の姿を……）


　ここは不思議と心奪うばわれてならない怪かい盗とうルパンを前に、ホームズがプライドをかなぐり捨すてて心しん情じようを訴うつたえるシーンだ。


　すでにホームズに心惹ひかれている男だん装そうルパン──少女クロディーヌは、揺ゆれる心をおさえて拒きよ絶ぜつする。


　だからホームズは、雪国はなおも言うのだ。


『──私は明日ロンドンへ帰る。あなたに謎なぞがあることはわかっている。どうすればいい。法も理ことわりも無む視しして奪うばい去りたい、この謎を解とくまでは放したくはないと心が叫さけんでやまない。まるでひとかどの怪盗のようにだ……！』


　そして次の。


　次のセリフ。


「────」


　目を閉じる。まるでテストのど忘わすれのようだった。かっちりと記き憶おくのクローゼットに鍵かぎがかかって、シャープペンを持つ手が動かなくなるあの感覚。


「うああくっそお！」


　もう一度教科書や台本を見直せば、すぐに出てくる悔くやしさまで一いつ緒しよだった。


　笑わないようにと意い識しきすると、今度はとたんにこのざまである。いったい何がいけないのかわからない。


　だからそのまま繰くり返した。馬ば鹿かの一つ覚えのように繰り返した。


　それでしか、みんなに報むくいる方法が思いつかなかったのだ。


　途と中ちゆう、どこかの女子生徒が、一人舞ぶ台たいの騒さわぎを聞きつけたように顔をのぞかせた。しかし雪国に振ふり返る余よ裕ゆうはなかった。それよりもいま口にしているセリフを、どこまでとちらず演やり通せるかの方がずっと大事だったのだ。


　友達が、できた。仲間が、できた。五中の先生にまで信じてると言われた。どうしてここで立ち止まれる？


「……なにやってるの？　この方……ずっとぶつぶつ……」


「さあ。おかしな方……」


　笑われても、仕方ないんだ。


（僕ぼくが笑われるのは）


　でもだめだ。他ほかのみんなをこんな目にあわせるのはだめだ。


　歯を、食いしばれ。


　食いしばったふりして、声を出せ。


　できなきゃいけないことを、やるだけだ。
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「四よつうの海いい、今ぁぞお～おさぁまあるう、時ときぃ津つううう風かぜえええ」


　つててん。


「波いいのおおお～鼓つづみいのお、声ええ澄すみてえええ、謡うたうつ舞まいうつう君ぃがぁ世おおはあああ」


　てけてん。


「万ばん々ばん才ざいも、限かぎりいなくうう～末えええ廣ひろおおがありこそ、目め出でぇ度たけぇれえええ」


　ててんの。


「末えええ廣おおがありこそ、目出ぇ度けぇれえええええ」


　すってけてけてんてん。


「──お粗そ末まつでございました」


　長おさ船ふね白びやく夜やが頭を下げると、生徒会室の中は拍はく手しゆの嵐あらしとなった。


　お題はにぎにぎしくも長なが唄うたの定番『末広がり』。


　まさか日も落ちた生徒会室の真ん中に、三味線と長唄のセッションが響ひびく日が来るとは思わなかった舞まい姫ひめだ。


　カフェテリアで夕食をとった後、生徒会室で今日一日の反省会をして、そのまま花火がはじまるまではと適てき当とうに雑ざつ談だんをはじめてしまったのだ。


　いつもは舞姫が座すわる社長椅い子すに正せい座ざして、自前の扇おうぎで調子を取りつつお唄を披ひ露ろうしたのが長船白夜。その横で淡たん々たんと三味線の伴ばん奏そうを弾ひきこなしたのは、生徒会会計の久く我が原はらさゆねである。


「素す敵てき」


「なんかちょっとソロリティのサロンコンサートみたいですねえ！」


　手を叩たたきながら、下級生がはしゃいでいる。


　家の方で習わされているとは聞いていたが、腕うで前まえとしてはなかなかのようだ。


「それでは皆みな様さま、はなはだ僭せん越えつながらこの長船が音おん頭どをとらせていただきます。青美女学院中等科部活連合および青美女学院中等科生徒会の益ます々ますのご発はつ展てんと、ここにご参会の皆様のご多幸を祈き念ねんいたし、『乾かん杯ぱい』」


「「「乾杯！」」」


　シャンパングラスの炭たん酸さん水が空けられる。


　にぎやかなものだった。舞姫は端はたで見つつも表の廊ろう下かに耳をすまし、見回りの教きよう師しが来ないか柄がらにもなく心配してしまう。


　久我原さゆねが、弾ひいた三味線を下級生に預あずけて舞姫のいるテーブルへ戻もどってきた。


「いいの？」


「こういう形式ばかりの騒さわがしさは、あまり好みません」


　表ひよう情じようこそ変わらないが、どことなく苦々しい響きがあった。おそらく──生徒会の実じつ務むをするために整えられたテーブルや椅子が、宴えん会かいのために隅すみへ寄よせられ乱みだれているのががまんできないのかもしれない。


　舞姫はうなずくかわりに、椅子から立ち上がった。


「どうされました、舞姫さま」


「ちょっとね、トイレ」


　久我原さゆねが目を細める。


「あまり、お気になさらずとも──」


「わかってるから」


　舞姫は外のトイレへ行くふりをして、しかし本当の目的はまた別にあった。


　夜の校こう舎しやを歩くのははじめてではない。なにか行事があるたびに泊とまり込こんだり、下校時じ刻こくすれすれまで校内にいたのが舞姫だったのである。


　それでもこヽこヽに顔を出そうというのは、はじめてかもしれない。


　ローズロワイヤルのソロリティ舎。本館四階の生徒会室とはまた別の権けん威いの象しよう徴ちよう。


（お気になさらずとも、だって？）


　わかっている。


　そんなわけにはいかないことを。


　舞姫は暗くら闇やみの中、林の緑にかこまれた小さな洋館を見上げ、決意を固めた。


　どうしたってあの時の雪国はおかしかったのだ。なにがあったのか、長船白夜になにを言われたのか、自分の手で確たしかめなければならない。


　舞姫は確かく認にんすると、まずは目の前にある木をよじのぼりはじめる。一階の屋根が見えるところまでよじのぼって、そこから雨あま樋どいに足をかけて飛び移うつる。早々からミセス・ダフネには見せられない格かつ好こうだ。


「よっこい、しょっと」


　胡こ蝶ちようの宮みやに見つかるわけにもいかないし、望ましいのは戸こ別べつ訪ほう問もんのヒット・アンド・アウェイだろう。


　そうしてそのまま息をひそめて、衣きぬずれの音もたてないよう気を配って、真っ暗な二階の小部屋をのぞき込もうとしたのだ。


「────は」


「────は？」


　いわゆるそこで見たもの。


　今まさに最後のズボンを脱ぬぎつつ窓まど際ぎわへ近寄った芝目夏なつ彦ひこの悪あく趣しゆ味みなトランクスを、至し近きん距きよ離りで見せつけられることになるのである。


「うわ────っ」


「なんだおい。兄あに貴き？　兄貴であるのかっ」


「おちっ、おちっ、おちおちるっ！」


「落ちるじゃないって。こっちへ摑つかまれこっちへ。違ちがうそこはパンツ。パンツゴム。だからこっちって……うわ重っ。豆まめ坂さか構こう成せい員いん。大道寺構成員。誰だれでも良いから。ヘルプ！　兄貴が死ぬ！」


「落ちる────────────────っ！」





　ちょっとばかり死ぬかと思った。


　なんとか部屋の中へと引き上げてもらった舞姫の前には、慌あわてて服を着こみ直した芝目が、床ゆかにへたりこんで荒あらい息をついていた。


「……あーびっくりした……」


「それは俺おれのセリフだ兄貴よ……」


　俺の下着はいつも風前の灯ともし火びだ、と芝目がうめく。


　不意打ちだったのは二人とも同じのようだ。つまりおあいこということだろう。


　明かりを落とした部屋の中は、ホテルもかくやという調度が広がっている。


「ここ、ユキグニたちの寝ね場ば所しよ？」


「そうだ我われ々われのだ！」


「まあなんでもいいけどさ」


「いいのか！」


「ユキグニ捜さがしにきたんだ。いるなら呼よんでくれないかな」


　芝目が、一いつ瞬しゆん息を止めた気がした。


　舞姫は不思議だった。


「……？　会長どうかした？」


　芝目は、ついに観念したように。


「淡谷弟なら、ここにはおらんよ」


「──え？　いない？」


　そこから聞いた昼間のやりとりは、まさに舞姫の嫌いやなカン通りの展てん開かいだったのだ。


「…………本気？」


「マジと書いてもいい」


「──だ、だめだそんなの。ボクちょっと長船さんとこ行ってくるから。ユキグニに謝あやまってもらわないと」


「兄貴。だめだ。それはやめておくのだ」


「なんで！」


　憤いきどおる舞姫の先にいたのは、真顔の芝目だった。頭がまたカッとする。こんな時にかぎって動じないのだ。いつも右う往おう左往のへっぽこ少年のくせに。いつも振ふり回されて大変な目にあっているくせに。足もとの床を響ひびかせ、男女混こん声せい合唱の野球拳けんが聞こえてくる。アウト。セーフ。よよいのよい。だからなんだ。


　ただじっと諭さとすように舞姫の顔を見み据すえてくるから、舞姫は黙だまり込むしかなかった。


「淡谷弟もな、こんなところで兄貴に──姉さんにかばわれることなど望んではおらんよ」


「かばうなんて」


「たぶん見み栄えでもなんでもな。自分でどうにかせねばならん時というのが、男にはあるのだよ。困こまった話だがな」


　芝目はそう言って、暗い窓の外に目を向けた。


　ざわわと林が鳴るばかりの、先の見えない星と闇やみ。


　こんな自分を、舞姫は知らない。
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　一人で喋しやべりすぎて喉のどが痛いたくなってきた。


　雪国は、何度目かの深しん呼こ吸きゆう。汗あせをぬぐって、吸すって、吐はいて、そして。


「………………ははっ」


　とうとう笑って地面に寝ころんだ。


　悟さとるしかない。


（だーめだこれは）


　細かな石を敷しき詰つめた舗ほ装そうは冷たく、空は星が綺き麗れいだ。反はん比ぴ例れいして自分はだめだ。


　ぐるぐると目の前が回っていくのは、気持ちのせいか本当に回ってしまっているのか。それでも地球は回っている。言ったのは誰か。ガリレオさんか。


　成果と呼よべるものがあるのかないのか。


　なにも変わっていないかもしれない。けっきょくのところ全部が。


　手をのばしても届とどかない星。この空に梯はし子ごをかけるような途と方ほうもない気持ちに似にたものは、今までにも何度か味わってきた。たとえば人を好きになった。声をかける勇気が出なかった。望む気持ちと手持ちのカードの落差に泣きたくなって。星だけが変わらず高く光り続けた。


（さみしいよ）


　こんな時は特に。


　いろいろさみしくなりすぎて、雪国はとうとう幻げん覚かくを見はじめてしまったようだ。いよいよやばいようだ脳のう細さい胞ぼう。雪国はただ仰あお向むけに寝ころんだまま、何度かそれを追い出そうとまばたきをした。


　ほら、夢ゆめなら早くさめろ。


　やわらかく澄すんだ声に、姿すがた。


　いるはずのない子だろうに。


「こんばんは、弟さん」


　一い駿する河が蜜みつさん──。





　先に反はん応のうしたのは体の方。


　そして、心。


　あわてて飛び起きた。


「いっ、一駿河さん!?」


　信じられない。これだけ凝ぎよう視ししているというのに、まだその幻まぼろしは形を取って雪国の前に立っていた。青美の夏服。やわらかく肩かたへとかかるウェービィヘア。あどけなくも丁てい寧ねいに整った顔立ち。大きな瞳ひとみ。


　全部が全部──。


「ぱわあ！」


「なにやってるんですか!?」


　ちょっと本気で殴なぐりすぎたようだ。夢かと思って拳こぶしを頰ほおに打ち込んでみたのだが。


「……ゆ、夢じゃない……？」


「だ、大だい丈じよう夫ぶですかお怪け我がは？」


　蜜が心配そうに近ちか寄よってくる。ばかとも信じられないとも言われない。そんな優やさしい仕様の一駿河さんは、進むたびに体が左右に傾かたむいた。


「……足、どうかしたの？」


「ああ、気にしないでください。ちょっとドジ踏ふんで捻ねん挫ざしちゃったんです」


　蜜はそう言って、膝ひざ丈たけのスカートをひょいとつまみ、包帯をまいた右足を出してくる。


　思わず声がつまった。


「ほらほら、だいぶ腫はれの方はひいたんですよ？　もうちょっとです」


「ごめん。ほんとごめんね一駿河さん……！」


「なんで弟さんが謝あやまるんですか？　あ、これ弟さんの台本ですか？　見せてもらってもいいですか？　うわあ、ぼろぼろ。古文書みたいですね」


　わずかに足を引きずりながら、それでも彼女は雪国が投げ出した台本を拾い上げ、そのまま近くのベンチに腰こし掛かけるのだ。


　間ま違ちがいない。このケガは現げん実じつだ。あのとき胡蝶の宮が言っていたことは本当で、原げん因いんを作ったのは雪国なのだ。


「家で休んでたんじゃないの……？」


「そうなんですけど。もう一人でお家うちにいるの嫌いやだったんです。清きよ野のに頼たのんでタクシーに乗せてもらっちゃいました」


　企たくらみごとを打ち明けるように。


　夜の学院にタクシー一台で乗り付けるのは、とてもわくわくする冒ぼう険けんだったらしい。


「贅ぜい沢たく者ものなんです蜜は」


「贅沢って……」


「で、ソロリティ舎しやに行ったらですね、魔ま法ほう使つかいの卵たまごのみなさんがいらっしゃいまして。大道寺さんと豆坂さんでしたっけ。まだお一人で練習されてる方がいるってうかがったんですよ」


　この子は、強いな。こみあげるように思った雪国は、泣きそうになった。


　これで『貸かし』一つだからな？　なんてうそぶく大道寺たちの声も聞こえそうだ。せめて本当には泣かないように、雪国は歯を食いしばる。でも胸むねが熱いのだ。ありがたくてうれしくて。


　もうナイスアシストなんて言葉ではきかない。


「……そっか。うん。そうなんだ……」


「蜜、こんなことしかできません。台本なら蜜もお家でたくさん読んで覚えてきました。練習するならお手伝いさせてください。いいですよね？」


　雪国は、無言でうなずいた。


　星がきらきらと瞬またたいた。
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　──この世には、押おし時というものがあるという。


　いわゆる窓まどの向こうは、葉ずれの音ばかり。かわりに部屋の暗がりは、どこまでも深く静かに沈しずんでいて。


　沈ちん黙もくが落ち着かないように、芝目夏彦が足を組み直す。そんな彼の前には、ロングヘアに青美の制せい服ふくを着た『リアル舞姫』がいた。


　距きよ離りの近さが妙みように気になる構こう図ずだった。


　なにせただ黙だまってさえいれば、そこにいるのは本当に端たん整せいな美少女以外のなにものでもないのだ。


　彼女はわずかにうつむいていた。長い髪かみが、いつも快かい活かつなはずの表ひよう情じようを微び妙みように隠かくしている。これがヅラで元が名めい誉よ兄あに貴きだというのを一いつ瞬しゆん忘わすれてしまいそうになる瞬間だ。騒さわぎの中で外れたままのブラウスのボタンもそう。指先で髪をはらうその仕草も、はらう指の細さや白さの方が気になってしまうのだ。


　床ゆか下したから響ひびく野球拳けん。


　豆坂構こう成せい員いん。大道寺構成員。頼たのむ。まだ二こ階こには上がってくるなよ──。


「……ボクは、悔くやしい」


「悔しい？」


「悔しいよ。会長たちだけ全部わかってる」


「なんだそれは」


「この。この。この。こんっちくしょーだ会長のばか！」


「ぐわっ」


　どんと片かた膝ひざを床につく舞姫。そこから立ち上がりぎわ、彼女は手近のベッドにあった枕まくらをぶん投げてきた。


「兄貴！」


「ボクだってユキグニのことは大事で！　十五年近く一いつ緒しよにいるんだよ！　文もん句くあるか！」


「なんの文句だ！」


「ばか！」


　顔面に誰かのスポーツバッグが迫せまる。半分開いたファスナーから、歯ブラシとタオルと阪はん神しんタイガースのトランクスがはみ出て飛んでいくのが、スローモーションで全部見えた。


「ばかばかばかばか、みんなばか──────っ！」
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「がんばって胡蝶の宮っ」


　はいやっきゅううー、すーるならあー。


「あうと！」


「セーフ！」


「よよいのお」
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「真ま面じ目めにやりましょう」


「はい」


　雪国は、神しん妙みように頭をさげてから演えん技ぎに移うつった。


　まずは外灯の下、ホームズのセリフをそらんじてみせる。


『……そうかなるほど。これこそが君の罪つみだったのか。すべてわかった。謎なぞは解とき明かされた。今こそ僕ぼくは宣せん言げんしよう。その罪もすべて受け止めると』


　蜜が冷静に指し摘てきする。


「ホームズ、そこで反転して」


『おいで私の怪かい盗とう』


「もっと感かん情じようこめて」


『おいで私の怪盗！』


「もっと」


　額ひたいにかすかな冷や汗あせが流れる。


　これでも一いち応おう、ポーズも感情もちゃんと考えて決めてみたつもりだったのだが、ベンチで見守る『師し匠しよう』の反はん応のうはいまいちだった。


「んー……」


「だ、だめかな？」


「悪くないって言いますか……だいぶセリフはスムーズに出るようになりましたけど……」


　小首をかしげ、人差し指を唇くちびるに押し当てる。それが彼女の考える時の癖くせらしい。


「でもなんか……かえって小さくまとまりすぎておもしろみがないっていうか……普ふ通つうに喋しやべってるだけって感じになっちゃいましたね」


「そんな」


「ちゃんとお腹なかに力入れて演じてます？　弟さん」


　蜜はそう言って、片かた足あし飛びのケンケンで雪国に近づいてきたのだ。


「い、一駿河さん。だめだってちゃんと休んでないと」


「ほらここですここ」


「！」


　おどろいた。


　なにせ蜜は、ずっとあこがれていた女の子は、するりと後ろに回り込こんだかと思うと、そのまま雪国の背はい後ごから抱だきすくめてきたのだ。


「ここが横おう隔かく膜まくです。下が腹ふつ筋きん。ほらなにか喋ってください。肩かたは上下させない。喉のどじゃなくてお腹を上下させる気持ちで声を出すんです」


「うあ、あ……」


「ぜんぜんダメです。もっと腹筋を使って、蜜の手を押し返すぐらいの気持ちで喋ってください」


　細く小さな掌てのひらが、右と左、雪国の脇わき腹ばらを通って、ちょうど胃の下あたりで重ねられる。そのまま体を密みつ着ちやくさせるよう、ぎゅうぎゅうと握にぎった拳こぶしを押しつけ続けてくるのだ。


「ほら喋って」


『む、む、ムッシュ・ルパン！』


「続けて！」


　頭が熱い。溶とけそうだ。


　向こうとしては腹ふく式しき呼こ吸きゆうを伝でん授じゆしようとしているのだろうが、こちらとしては後ろから女の子に抱きつかれているという事実の方がずっと大きい。思わず生なま唾つばを飲み込みそうになる。


　向こうがなにかを話すたびに首筋にかかる、言いようもなくあたたかな吐と息いき。たしかな熱のぬくもり。意い識しきせずとも伝わってくるもので、特に背せ中なか越ごしに感じるこの丸い感かん触しよくは、いったい彼女のどの部分なのか。


　全身がセンサーになったような気分だった。


　まがりなりにも男子生徒の雪国相手に、この無む邪じや気きな態たい度どは反はん則そくすぎる。まだ『ニセ舞姫』を相手にしていた時の方が警けい戒かい心しんがあったのではないだろうか。


　だめだよ一駿河さん。こんなんじゃすぐ食べられちゃうよ。


「ぱ、ぱ、ぱくって……」


「ぱく？」


『どどどどど、どうか、教えてくれないか、君の──』


　君の。


「がんばって。弟さん」


　がんばるって。


　そんな。何を。


　押しあてられる掌が、興こう奮ふんとともに伝わってくるやわらかな髪かみの気配が、背中が、頭が、セリフが、すべての境きよう界かい線をなくしていきそうで──。


「ふあ」


「ふあ？」


「──あっ、あははははははははははは！」


　とうとう自分を壊こわすしかなかった。


「もうっ」


　蜜の体が、危き険けん物がようやく離はなれた。


　すねたような上うわ目め遣づかい。


「蜜、教えるの下手すぎますか？」


「違ちがうよ」


　雪国は、まだ半分涙なみだ目めで笑い続けていた。息も絶たえ絶だえ、笑いながら伝えるのだ。


「違うよ。一駿河さんは、なんにも悪くないよ。ほんとぜんぜん、悪くない。いつも一いつ生しよう懸けん命めいだし、可か愛わいいし素す直なおだし」


「そんなの、うそです」


　妙みようにはっきりした言い方だった。


「噓うそですからそれ。蜜、ぜんぜん素直じゃないです。勝手だし可愛くもありませんちっとも」


　蜜はかたくなで、どこか肩のあたりで怒おこっているようでもあった。


「……うれしくても、うれしいって言えないし。一生懸命してくれる人に、お礼の言葉も言えないんです」


「お礼が言えない？」


「お花もらったのに」


　雪国は、目をそむけて唇くちびるをかむ蜜を、呆ぼう然ぜんと見つめてしまう。


「あれは……」


「わかってますよ。淡谷舞姫先せん輩ぱいがくれたって」


　舞姫というか。


（僕だ）


　蜜はますます自じ嘲ちよう気味に笑うのだ。


「お花好きなの、ちゃんと知ってます。わかってるんですよ。名前もなにもなかったですけど、蜜が家にいるの聞いて届とどけてくれたと思うんです。お庭で育ててるやつですよあれ。あんなにばっさりいっぱい……大事なお花……ほんとお人ひと好よしで……優やさしくて……困こまった……先輩なんですよ……」


　見ていてくれたことも、思いが届いていたことも、雪国の鼓こ動どうをはやめていくのだ。


　蜜が雪国を見返す。疑うたがいのない大きな瞳ひとみだった。いきなり凍こおり付いて動かない雪国が不思議なようだ。雪国は今こそ言うべきだったのだろう。それは僕なんだと。花を贈おくったのも花が好きなのも僕なんだと。


（ねえ）


（一駿河さん）


　沢たく山さんの感かん謝しやと、それ以上の伝えきれなかった気持ちと一いつ緒しよに。


　しかしそんな二人の頭上で、沈ちん黙もくを吹き飛ばすような大輪の花が咲さき誇った。


「わあ……っ」


　蜜の歓かん声せい。地面ではない。少し離れた、西の空。


　一発。二発と。打ち上げ花火がはじまっていたのだ。


　まるで夜空に開いた金色のひまわりだった。空を見上げてしだいに顔を輝かがやかせていく蜜に背中を押おされるように、雪国はあえて駆かけ出していた。


「弟さん？」


　ダッシュ。


　走って走って、そのまま彼女の顔が見えなくなる寸すん前ぜんの位置まで走って、かかとでブレーキ。拳こぶしを握にぎって仁に王おう立だち。


「自じ己こ紹しよう介かい、はじめさせていただきます！」


　開く花火に負けないように。


「空そら舟ふね五中ぅ、三年Ｅ組、出席番号二番！　僕の名前は、淡谷雪国！　淡谷雪国って言います！」


　腹ふく式しき呼こ吸きゆう。ついさっき教えてもらった腹ふつ筋きん背はい筋きん総そう動どう員いんだった。


　本当のことを言おうとするたび、いつも息がつまるのは、『雪国』の方になにもないからだ。


　強くなりたい。もっともっと。今よりずっと。


　そうすればきっと、カツラとスカートを取った自分を、堂々とさらして言える気がするのだ。


　君のことがとても好きだと。


　大輪の花が開く空を背バツ景クに、蜜がふわりと笑った。今までに見たことがないぐらいに綺き麗れいで曇くもりのない笑え顔がおだった。


「大だい丈じよう夫ぶ。大きな声、出せるじゃないですか！」


　今、はじめて、スタートラインに立った気がした。
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　ぶつけあいは、そのとき最さい高こう潮ちように達していた。一し階たにいるよりこちらの方が花火が見やすいかもしれないと、大道寺たちが二階に上がってきて見たものは、わめきながら鞄かばんや枕まくらを振ふり回す淡谷『若わか光ひかるの君きみ』と、その前で防ぼう戦せん一いつ辺ぺん倒とうのＳＥＣ会長だったという。


「ほわちゃ──っ！　あたたたたたたた！」


「おい、やめ、こら！」


「舞姫さん!?　あなたここでなにしてらっしゃるの!?」


　胡蝶の宮が悲鳴をあげれば。


「やや、みつかってしまったか薔ば薇らの姫ひめ君ぎみ。曲くせ者ものはこれにてどろんなり！」


　羽枕の羽にまみれた舞姫が、胡蝶の宮の前で手をあげる。


　芝目も。舞姫も。両者ともボタンははだけ服は乱みだれ、見ようによっては襲おそっているようにも襲われたあとのようにも見えてしまう光景だ。


「さらばじゃ皆みなの衆しゆう！」


「舞姫さん！」


　さらに悲鳴。いきなり窓まど枠わくへ寄よったかと思うと、そのまま一息に地面へ飛び降おりてしまったのだ。


　芝目夏彦が、すかさず羽う毛もうの残る窓枠に取り付く。身を乗り出して叫さけぶ。


「わからんよ！　なんもかんも全部わからん！　こっちはひさしぶりにまともに会えて言いたいことも沢たく山さんあって」


「ええ、なに、ぜんぜん聞こえない！」


「お前が馬ば鹿かだと言ってるんだああああああ！」


　ああそうか。それならよくわかる。


　舞姫は、着地でじんじん痛いたむ足をがまんして、えっさほいさと逃にげだした。
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　空は晴れ、星は輝き、それ以上の華はなやかさで西の一帯に花が咲さく。


　こんなことがしたいわけじゃない。


　こんな気持ちでいたいわけじゃない。


　自分は何をしているのか。何がしたいのか。公転の輪からはじき出されたような、名前のつかないもやもやもすべて、燃もえて打ち上がれ、花火。


「たーまやあ────────────────っ」
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『奴やつ』がソロリティ舎しやに戻もどってきたのは、公園の花火も終わりにさしかかる頃ころだった。


　──相変わらずというか、なんというか──。


　古こ葉ば鳥とり子こは嘆たん息そくしてしまう。


　そいつは、淡谷雪国は、隣となりに青美女学院の女の子を連れていた。ふわりとやわらかい感じの女の子だった。これだけでも鳥子としてはけっこうチクリとくる。なのに入り口にいた鳥子を見かけて、故ふる郷さとを見つけたようにほっとして手を振ってくるのはやめてほしい。


　館の中の騒さわぎも、空の花火も野球拳けんも、こちらにはまるで関係のないことだった。だから鳥子は真しん剣けんに、ひとり入り口のベンチに腰こし掛かけて、自分の作業に没ぼつ頭とうしていたのに。


　だからあたしは関係ないでしょと思って無む視ししても、そいつはわざわざ女の子を建物の中へ入れて、また鳥子の前に立つのだ。


「ね、古こ葉ばさん。なにしてるの？」


「ラジアン。クーロン。ベガ。ウェーバ。仲間はずれは？」


「ベガ。残りは物理の単位だね」


　古葉鳥子は、黙だまって顔を上げた。もういい加か減げん、向こうを試ためすような真ま似ねはやめればいいのにって？


　お許ゆるしをいただいた犬のように、少年がベンチに腰掛ける。本当の構こう図ずはきっと逆ぎやくだろう。解とかれるのがわかりきっているやりとりがなければ、椅い子すの隣にも座すわらせられない小心者。


「……見てわからない？　直してるの」


　赤いボールペンと、膝ひざの上の大学ノート。鳥子はつぶやく。


「台本の？」


「ちょっとでも、淡谷の負ふ担たん減へらさないとダメでしょ」


　雪国を中心に一からさかのぼって、言い回しを変えたりセリフを減らしたりしているのだと言うと、向こうはひどく感かん激げきしきったように鼻を赤くするのだ。


「ちょっと。ヘンな顔しないでよ」


「……だって。か、感動だ。古葉さん──」


「うるさいわね。役者が喋しやべりにくいっていうのは、あたしの脚きやく本ほんがおかしいってことじゃない。そういうの嫌いやなの」


　ぶつぶつ言いながら、ボールペンを指の中で回す。赤ペンの修しゆう正せいでびっしりの手元のノートが、とたんに恥はずかしいものに思えた。


　進歩がない。あの頃からちっとも。


「……だから、なんだって嫌なのよ。ほんとに好きなものは、のめりこむし、手が引けなくなるし、気にして、時間ばっかりかかって……悔くやしいじゃない。このままなんて」


「うん。ありがとう」


　あんたのせいなんかじゃない。


　悔しくて、気になって、だから離はなれられなくて。


　そんなの全部自分の気持ちだ。あんたのせいなんかじゃない。


「僕ぼくは、知らないことがいっぱいだ」


「ほんとにそうね」


「同意されちゃった」


　だってその通りだろう。


　少年は知らない。気づいていない。言ったらどうなるだろう。


「──淡谷のことなんてね、入学した時から知ってたわよ」


「え？」


　空は、星ベガと花火。


　その昔、おこづかいをためて買ったハードカバーを片かた手てに、家へ押しかけたこと。わざわざ遠回りのバスに乗ってしまったこと。読んでいて眠ねむれないぐらい怖こわくておもしろかった興こう奮ふんを、せめて一言伝えたかったこと。できれば弟で子しにもしてほしかったこと。あてが外れて泣きそうになったこと。


　まだまだ小学生のポニーテールで、眼め鏡がねに歯の矯きよう正せいブリッジがはまったままの、どっぷり文学少女だった古葉鳥子。


　中学の入学式で、同じ学区なのだと気づいて死にそうな気分になったことも。


　全部。教えてあげたら。


「なに？　なにか言った古葉さん？」


「ううん。なにも」


　まだ言ってなんてやらない。目なんて回してやらない。


　目が回って、おどろいて、それで終わりなんて嫌だろう。


　深しん呼こ吸きゆう。


　まずは深呼吸だ。


　これ以上、悔しいままでいる気がないのなら。


「ねえ、古葉さんさ。たとえばちょっと相談があるんだけどさ──」


「相談？」
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　翌よく日じつの朝は、夜と同じ校内のカフェテリアで朝食をとった。


　雪国たち劇げきの仲間は、皆なんとなく窓まど際ぎわの一角に固まっていた。


　カフェで朝食と言っても、トレイに載のったサンドイッチとサラダを、カウンターから機械的に貰もらってくるだけのセルフサービスだ。それでも夏休み中にそこまでやってくれる学校側が奇き特とくと言えば奇特なのだろう。雪国も最後に飲み物のブリックパックを選んでから、テーブル席へと戻もどった。


　にぎやかな笑い声がした。どうやら大道寺、すっかりロワイヤルメンバーとうちとけたらしい。横でサンドイッチとサラダの載ったトレイを激げき写しやしているのが豆坂で。なぜか顔が傷きずだらけの芝目が、三食目のサンドイッチをドカ食いしている。


「雪国さん！　こちらへどうぞ」


　招まねいて手を振ふる胡蝶の宮は、今日も華はなやかだった。隣となりには蜜も座すわっている。


「ねえ一駿河さん……これ、ぜんぶ食べられるの？」


「え？　な、なななな、なんのことですか弟さん？」


　蜜はなんでもない顔をして、しかし口の端はしは多少ひきつっている気もするのだ。


「やっ、やですね。食べられるに決まってるじゃないですか。おいしいですよみんな！」


「そう……？」


「そうですよ！　ハムは契けい約やく農場の生ハムですよ！　パンは無む添てん加かで天てん然ねん酵こう母ぼなんですよ！」


「そうかなあ……」


「で、でもちょっと朝は食欲がわきませんから。すこーし残しちゃうかもしれません。はい。すこーし」


「蜜は小食ですものね」


　こくこくこく。蜜が必死にうなずいている。そういえば──『雪国』の方には、貧びん乏ぼう舌じたな弱点はばれていないことになっているのだ。


　訳わけ知しり顔にうなずく胡蝶の宮と蜜の間で、いったいどうしたものかと思っていると、すでに朝食を食べ終えたらしい長船白夜が、トレイ片かた手てに微ほほ笑えんでいた。


「今からご朝食でございますか？　皆々様」


「長船さん──」


「天気予よ報ほうが、さきほど伝えておりましたわ。今日もとても暑くなると。皆様方もお体にはお気をつけくださいましね。くれぐれも」


　ほっほっほ。


　白夜がたおやかに微わ笑らって歩きだす──その時だ。


「きゃああああああ！」


「胡蝶の宮!?」


「お姉様、しっかり！」


「誰だれか養よう護ごの先生を！」


　振り返れば胡蝶の宮が、後ろの席の芝目に支ささえられるように、気を失っていた。蜜が涙なみだ目めですがっている。


「こ、このサラダです。お姉様が、一口食べたら──」


「そんな」


　雪国は絶ぜつ句くする。あわてて白夜を振り仰いだ。


「まさか……長船さん全部食べて……」


「え、え──」


　彼女の手には、本当にカラになったトレイがあるのだ。ジュースも。サンドイッチも。悲ひ惨さんなことにサラダの皿は、ドレッシングばかりでクレソンの枝えだ一つ残されていない。雪国は吐と息いきを漏もらすしかない。


「ホラテングダケだわ──」


　古葉鳥子が言った。


「マッシュルームによく似にてるけど、ぜんぜん別なキノコなの。毒どく性せいも強くて」


「なんだね古葉会長それは！」


　芝目が胡蝶の宮を支ささえながら叫さけぶ。鳥子は胡蝶の宮が食べていた具だくさんサラダをフォークでつつき回し、険けわしい顔でキノコのかけらを取り出している。


「お姉様、お姉様！　しっかりなさって！」


「厨ちゆう房ぼうに連れん絡らくしろ！」


「なにぼやぼやしてるの！　死にたいの？　ホラテングダケの毒は即そつ効こう性せいなのよ！　早く養護の先生呼よんで胃い洗せん浄じようしないと」


　古葉鳥子が鋭するどく命令。周囲がざわめく。そう言っているうちに近くで大道寺が毒に倒たおれる。芝目がさらに絶ぜつ叫きよう。大道寺構こう成せい員いん。大道寺構成員。雪国も激はげしい吐と血けつとともに膝ひざをつく。豆坂のデジカメがいたずらに光る。誰かお姉様を助けて。


　とうとう白夜が叫んだ。


「きっ、きゃあああああああ！　おとーさまああああ！」


「──なんてね」


　頰ほおをおさえてしゃがみこんでしまった長船白夜の顔を、雪国はいたずらっぽくのぞきこんだ。


　手には飲みかけの『トマトジュース』のブリックパックがあった。そのまま口元にこびりついた赤い液えき体たいをぬぐう。


　胡蝶の宮も、ＳＥＣも蜜も、他のメンバーも、してやったりとばかりに白夜を見ているのだ。


「ちょっとは練習の成果、出ましたかね」


　演えん技ぎ力。


　白夜の顔色が、青から一気に赤くなる。


「──ぷは。あははははは！」


　なにかと思えば『若光の君』な舞姫が、端はしの座ざ席せきでひーひー腹はらを抱かかえて大笑いをし、横で久我原さゆねが黙だまって緑茶をすすっていた。


　姉が笑い、キノコは噓うそで、外ではもうセミがうるさく鳴きはじめていた。





　朝っぱらからトマトジュースまみれになってしまった口をゆすいで、雪国はテーブルに戻もどってきた。そのまま腰こし掛かけようと椅い子すを引くが、足もとにカードらしきものが落ちていた。


　──はてさて。まったくどこのうっかりさんだか。


　雪国は鼻歌まじりに拾い上げ、どうやら写真らしいその紙し片へんを見返してみるが──。


「……あ、はは……はは……」


「雪国さん？」


　ただごまかしながら笑い続け、ものを制せい服ふくの胸むねポケットへしまいこんだ。祈いのるように上から手でおさえる。


　信じられなかった。


　周りを見ても、五中、青美女学院、中でもソロリティに生徒会に中部連の部員たちと、ありとあらゆる所しよ属ぞく団だん体たいが入り混まじっていて、雪国には区別がつかない。推すい理りのしようがない。誰がこれを落としたかなんて。


　くらくらとめまいがした。


　脱ぬぎかけの服。鞄かばんの上に置いたままの長ウイ髪ツグ。男の上半身。そんなものが写っていた。


　それはまさしく、青美日につ報ぽうに載のっていた雪国の女じよ装そう写真、その『現物』でもあった。


　写真の上には、不ふ透とう明めいな赤いマジックで一言こう添そえてあった。


（ドント・フォゲット・ミー）





　──DON'T  FORGET  ME.


　──ワタシ　ヲ　ワスレ　ナイデ──。
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あとがき







「え？　違ったの？」


「てっきり狙ってると思ってた」


「へー違ったんだー」


　よく言われます。よく言われますが違います。


「本作の双子の名前は、キノコが由来ではありません！ 」


　森もり鷗おう外がいさんですよ。川かわ端ばた康やす成なりさんですよ。国境のトンネルを抜ければそこは雪国であったの文学作品の方ですよ。


　……スーパーのキノコ売り場に行くたび聞き間違いますけどね。雪国まいたけ……。





　そういうわけで、二人が同じ小学校に通っていたら十中八九あだ名は「キノコ」と「マイタケ」で決定なＳＨ＠ＰＰＬＥも三巻になりました。


　よーやっと『ボーイ・ミーツ・ガール』と言える展開になってきた……のかな？


　温泉旅行から戻ってきた二人の前に飛び込んできたスクープ写真。元の学校へと戻ることを余よ儀ぎなくされますが、戻る前と同じようには行かないようです。


　新キャラさんもいろいろ出てきてきましたね。


　怖こわい人とか変な人とか。


　誰が怖くて誰が変な人かは言わないでおこうと思います。怖いから。





　今回は遊園地のシーンを沢たく山さん書きました。


　竹岡は眼も悪ければ三さん半はん規き管かんも貧弱な人間です。


　電車で本を読むのも五分が限界で、回転系のコーヒーカップに乗れば、二分と保もたずオートリバースモードへ入る自信だけならムチャクチャあります。ＵＳＪのスクリーン型アトラクションは、全部目をつぶって乗り切ったというもったいない過去の持ち主でもあります。


　おかげで遊園地自体とんとご無ぶ沙さ汰ただったのですが、せめて観かん覧らん車しやぐらい乗りに行ってもバチは当たらんよなあと書きながら思ったのです。


　十五分後には椅い子すを立ってました。


「ちょっくら観覧車乗りに行ってくるよ！」


「はあ!?」


　ひとこと家人に言い捨てて、乗り込みに行ってきました観覧車。


　ひさしぶりの遊園地。チケットもぎりのお兄さんに、めちゃくちゃ不ふ審しんな顔をされながら、堂々乗り込みましたよロマンチックゴンドラ。





　ごうんごうんごうんごうん……思ったよりも揺ゆれないもんですね。おお音楽もかけられるのですか。ムーディーですねムーディー。というかここで原稿書いたらはかどるだろうなあ。パソコン持ってくりゃ良かったよ。まあとりあえず写真撮とっとけ写真。高い高い高ーい……あ、マンション。洗せん濯たく物ものはっけん。





　一周回って戻ってきました。





「おつかれさまでしたー」


　ドアが開いて地上に降り立ち。


　うん。


　観覧車がロマンチックってのは、ロマンチックな人と乗るからロマンチックなんだね！


　忘れてたよ！





　こんな経験が作中に活いかされていると良いのですが。


　今回もイラストのよう太さんには大感謝であります。表紙が蜜みつだー。蜜ですよー。


　一、二巻と同じ人が表紙を飾かざりましたわけですし、「じゃあ次も表紙は蜜で行くんですか」と担当さんに聞いたら「未定。『もやしもん』みたいにガラッと変えちゃおうかな～」という剛ごう胆たん発言が。いったいどこへ行くんですかＳＨ＠ＰＰＬＥ。


　口絵は口絵で、一巻で「カラーに出てきた黒くろ髪かみロングの人は誰!?」「本編に出てこねえじゃねえかよ！」と話わ題だい沸ふつ騰とう（？）だった海うな原ばらの会の人ふたたび、であります。


　これ続き書けと言われたら非常に悩ましいですね。天てん下か乳ちち武ぶ道どう会かいとか始まったらどうするんでしょう。責任とれませんよ私。


　決勝は寄せ上げブラＶＳシリコン豊ほう胸きようの一いつ騎き打うち。お金はないけど驚異の補正技術で勝ち上がってきた寄せ上げ娘と、無理な外科手術で心しん臓ぞうに爆ばく弾だんを抱かかえたシリコンお嬢のガチバトルなんですね。


　一寸先は謎なぞ。


　ＳＨ＠ＰＰＬＥは基本フリーダムでのぞみます。





　雑誌ドラゴンマガジン11月号では、引き続き短編の方を載のせていただいております。


　今のところ雪国メインと舞姫メインの話が交こう互ごに載ってきていますので、「ふだん学校でなにやってるの？」「一いつ編ぺんまるごと舞姫やＳＥＣの話が読みたい！」という方は要チェックかもしれません。





　本編はこのまま次巻へと続きます。


　校内合宿も後半戦。各陣じん営えいの意地だの思おも惑わくだの煩ぼん悩のうだの霊れい魂こんだの拳こぶしパンチだのが人じん力りきリバーフェスタに向けて激突します。


　くすぶる舞姫が取る道は？　Ｘ氏の魔の手がせまる？


　夏の恋こい路じに無む駄だなもんなんてないのですな第四巻。


　でも出るのは冬だったりするんですな！







竹岡葉月





著者


竹岡葉月


●たけおかはづき





『ウォーターソング』（コバルト文庫）でデビュー。ファンタジア文庫で「現代学園普通なラブコメを書く」特命を受け、立ち上がった漢前女性作家。プールでは何もせず水面に浮いているのが好きだが、溺死体に間違われるので滅多にできない派。旅行も川岸に座ってぼーっとするのが好きだが、不審者に間違われるので以下同文派。旅先の川で浮いていれば一石二鳥だが、まず真っ先に通報されるので以下同文派。





ＳＨ＠ＰＰＬＥ


─しゃっぷる─[image: ]





竹たけ岡おか葉は月づき
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